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○ 活力に満ちた魅力あふれるまちづくり 
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第三次川越市総合計画実施計画（平成 24年度～平成 26年度）について 

  

 

１ 総合計画上の位置付け 

  実施計画は、第三次川越市総合計画において、次のとおり位置付けられています。 

 

２ 実施計画の目的 

  第三次川越市総合計画の基本構想の理念及び都市づくりの目標の実現を目指し

て、基本計画に位置付けられた各施策の具体的な実施方法等を定める実施計画を策

定します。 

  この計画は、向こう 3年間における主要事業の方向性を定めるとともに、予算編

成の指針として、効率的、計画的かつ重点的な施策の推進を図ることを目的としま

す。 

 

３ 実施計画の期間 

  この計画の期間は、平成 24年度～平成 26 年度の 3年間です。 

  なお、実施計画は、3 か年の計画期間としていますが、情勢変化等に柔軟に対応

できるよう、毎年度見直しを行うものとします。 

 

４ 実施計画の対象事業 

  この計画の対象とする事業は、第三次川越市総合計画の基本計画に位置付けられ

た下記の事業とします。 

 ⑴ 各施策を具体化するための重要なソフト事業 

 ⑵ 主に投資的経費※を含む事業 

  ※投資的経費とは、公共施設等の建設工事、公共用地の取得などその支出の効果

が資本の形成に向けられ、将来に残るもののために支出される経費のこと。 

 ⑶ 新規事業 

○基本構想は、まちづくりに対する基本的な考

え方を示す「理念」、目指すべき「将来都市

像」、これを実現するための「施策の大綱」

等を定めたものです。 

○基本計画は、基本構想に基づき、計画期間内

の基本的な施策を体系的に示したものです。 

○実施計画は、基本計画に位置付けられた各施

策の具体的な実施方法等を定めたものです。 

基本構想 

基本計画 

実施計画 

(平成 18 年度～平成 27 年度) 

(前期:平成 18 年度～平成 22 年度) 
(後期:平成 23 年度～平成 27 年度) 

 

(3 か年計画、毎年度改定) 

基本構想 

基本計画 

実施計画 

《計画の構成》 

第
三
次
川
越
市
総
合
計
画 
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５ 重点事業 

⑴ 小江戸かわごえ重点戦略とは、第三次川越市総合計画後期基本計画の計画期間

内において、集中的・重点的に取り組む施策を体系化したものです。 

⑵ 重点事業の選定に当たっては、小江戸かわごえ重点戦略の関連施策の中から、

特に重要性・優先性の高い事業を選定しています。 

⑶ 対象事業の位置付けについては、ソフト事業は、毎年度、見直しを行いますが、

投資的経費を含む事業は事業完了まで固定とする予定です。 

 

６ 実施計画書 

⑴ 実施計画事業は、第三次川越市総合計画後期基本計画の章別・各施策単位に掲

載しています。 

⑵ 施策の指標は、第三次川越市総合計画後期基本計画に掲げた目標値等を掲載し

ています。 

⑶ 実施計画事業の内容について 

① 事業費として平成 24年度当初予算額を掲載しています。また、平成 25年度

及び平成 26年度については計画額を掲載しています。 

② 重点事業に該当する事業につきましては、重点と表記しています。 

  ③ 予算事業は、原則として実施計画事業と同一の名称及び内容となっています。 

    ただし、事業内容の明確化を図るため、例外的に予算事業から区分して実施

計画事業として掲載している事業があります。 

  

７ 留意事項 

⑴ 計画額は、実施計画策定段階における主要事業を推進するための予定事業費で

す。そのため、予算査定の過程において、厳しい財政状況や計画策定後の事業の

進捗等を踏まえ、更に精査を行います。 

⑵ 事業費は、特に表示のない場合を除き、すべて千円単位としています。 

⑶ 組織名及び予算科目等については、変更される場合があります。 
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今後の財政見通しについて 

 

 

本市は、これまで歳入の根幹となる市税収入を安定的に確保してきましたが、今

後は尐子高齢化を背景とした生産年齢人口の減尐や先行き不透明な経済状況の影

響で、これまでと同様の税収を確保することが困難であると懸念されます。 

歳出においても、本市は高齢化が急速に進むことが予測されるため、扶助費は確

実に増加し、また公債費負担の上昇の可能性もあるなど、ますます財政構造の硬直

化が進み、更に厳しい財政状況が見込まれています。 

これまでの財政状況やこのような社会状況を踏まえ、一定条件に基づく今後 5年

間における一般会計の財政収支は、次のように推計されます。 

 

 

今後５年間の財政収支の試算（一般会計）    卖位：百万円 

 平成 24年度 平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度 平成 28年度 

歳 

入 

市税 53,357 53,310 53,238 52,253 52,091 

国・県支出金 19,709 20,089 20,820 21,612 22,472 

市債 7,518 7,155 7,155 7,155 7,155 

その他 16,032 16,210 16,295 16,317 15,651 

歳入合計 96,616 96,764 97,508 97,337 97,369 

歳 

出 

人件費 21,049 21,130 21,268 21,332 20,575 

公債費 10,224 10,451 10,015 9,269 9,615 

扶助費 24,431 25,371 26,389 27,491 28,686 

普通建設事業費 8,500 7,864 7,864 7,864 7,864 

その他 35,451 35,910 36,044 36,572 36,687 

歳出合計 99,655 100,726 101,580 102,528 103,427 

収支差額 △3,039 △3,962 △4,072 △5,191 △6,058 

  「平成 23年度川越市中期財政計画」を基に作成 

 

 

歳入については、歳出の扶助費の増加や投資的経費に係る事業実施に対する負

担・補助分が見込まれるものの、生産年齢人口の減尐や厳しい経済情勢により、税

収は減尐する傾向にあります。 

歳出については、人件費は職員退職手当のピークが過ぎたことなどから減尐傾向

で推移するものの、扶助費は増加する傾向にあり、また、公債費は平成 25 年度を

ピークに減尐しますが、平成 28年度には増加に転じるものと見込まれています。 

このような歳入歳出の見通しから、上の表のような収支差額が発生し、本市の財

政は今後も厳しい状況が続くと見込まれます。 
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小江戸かわごえ重点戦略 
 

 
 

 

 

（体系図） 

 

① 安心して子育てができる環境づくりの推進 

② 生涯にわたる健康づくりの推進 

③ 生きる力を育む学校教育の推進 

① 魅力あふれるまちづくりに向けた都市機能の充実 

③ 活力あるまちづくりに向けた産業の活性化と雇用の促進 

① ふれあいと思いやりのある地域づくりの推進 

② 環境への負荷を低減する施策の推進 

③ 安全で安心な施設整備の推進 

１ 
未 来 に つ な ぐ 

ひ と づ く り 戦 略 

２ 
活 力 と 魅 力 あ ふ れ る 

ま ち づ く り 戦 略 

３ 
快 適 で 安 心 で き る 

く ら し づ く り 戦 略 

② 効果的な交通円滑化の推進 

④ 生涯学習と文化活動の推進 

④ 「また訪ねたい街・川越」に向けた観光施策の推進 

④ 地域における防災・防犯の推進 

小江戸かわごえ重点戦略 体系図 
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 小江戸かわごえ重点戦略 

１ 未来につなぐひとづくり戦略 

 

川越のまちの歴史と伝統は、そこに暮らす人々によって守り、育てられ、現代の私

たちに受け継がれています。このすばらしいまちの魅力を更に高め、また、未来に引

き継ぐためには、まちづくりの主役である「ひとづくり」に取り組むことが求められ

ています。 

「未来につなぐひとづくり戦略」では、子どもを安心して産み育てる環境づくりと

学校教育の充実とともに、市民の健康づくりや生涯学習・文化振興を推進します。 

 

① 安心して子育てができる環境づくりの推進 

○子育て短期支援（№15） 

  平成 23 年 8 月から市内児童養護施設等に委託し、トワイライトステイ事業を開

始しました。平成 24 年度についても、引き続き、事業を実施します。 

 ・トワイライトステイ事業とは、保護者の仕事等により平日の夜間に不在となる家

庭の児童を預かり、生活指導や食事の提供を行う事業のことです。 

 

○児童福祉事務（№16） 

  平成 23年度に児童虐待防止 SOSセンターを開設しました。平成 24年度は、相談

体制を強化し、総合的な児童虐待防止に向けた体制を整備します。 

 

○民間保育所補助等（№18） 

  待機児童の解消を図るため、民間保育所の建設費補助を行い、定員増を図ります。

平成 22 年度は 5 園、平成 23 年度は 1 園の建設費補助を行いました。平成 24 年度

には、2園の民間保育所の建設費補助を行います。 

 

○保育所耐震化事業（№21） 

  児童の安全を確保するため、耐震補強が必要な市立保育園舎（3 園）について、

耐震改修を実施します。平成 23年度は 1園の補強工事を行いました。平成 24年度

も引き続き、1園の補強工事を行います。 

 

○こども医療費支給（№23） 

  子育て家庭の負担を軽減し、子どもが必要とする医療を受けられるよう、平成 24

年 10 月診療分から通院に対する支給対象を小学校 3 年生までから 6 年生までに拡

大します。 

 

② 生涯にわたる健康づくりの推進 

○予防接種の推進（№36） 

  平成 22 年度から任意予防接種である子宮頸がん予防ワクチン、ヒブワクチン、

小児用肺炎球菌ワクチンの接種費用の助成を行っています。平成 24 年度は、新た

に成人用（高齢者）肺炎球菌ワクチンの接種費用の助成を開始します。 
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○地域医療の推進（№40） 

  初期救急医療体制の充実を図るため、平成 24 年 4 月から川越市医師会の運営と

なる休日及び平日夜間の応急的な診療業務について、運営経費の一部について補助

を行います。 

  また、市立診療所廃止後の歯科診療については、平成 24 年 4 月に総合保健セン

ター内にふれあい歯科診療所を設置し、障害者や障害児への診療を基本として開設

します。 

 

○スポーツ教室・大会等の充実（№67） 

  生涯スポーツ時代にふさわしい魅力ある大会を開催していきます。平成 24 年度

に3回目となる小江戸川越マラソン大会については、さらに充実させて開催します。 

 

○なぐわし公園整備（№120） 

  平成 24年 8月のオープンを目指し、PFI 事業により、資源化センターからの余熱

を利用した温水利用型健康運動施設の整備を進めます。                                                                                                                                                                                                                                                                           

 

③ 生きる力を育む学校教育の推進 

○尐人数学級のための臨時講師配置（№48） 

  市立小中学校の 1 学級あたりの生徒数が多い学級において、本市独自の尐人数学

級編制を行い、1学級増になった学校について市費採用の臨時講師を配置します。 

 

④ 生涯学習と文化活動の推進 

○文化事業の推進（№61） 

  川越市文化芸術振興計画を推進するため、平成 24 年度も公募による合唱演奏会

や市内音楽大学との連携協働による事業を開催します。 

 

○地域振興ふれあい拠点施設整備[ホール部分] （№124） 

  埻玉県との共同事業により、地域振興ふれあい拠点施設を整備します。市施設と

してはホールや市民ニーズの高い市民活動支援センターを建設します。さらに、県

施設や民間施設などの複合施設の整備を推進します。平成 24年度は工事に着工し、

平成 26年度中の完成を目指します。 
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 小江戸かわごえ重点戦略 

２ 活力と魅力あふれるまちづくり戦略 

  

本市は、古くから交通の要衝として、また、物資の集積地として栄えてきました。

現在も首都圏という立地条件以外にも豊かな自然環境やバランスの取れた産業構造

を有するなど、都市として発展する上で高い可能性を有しています。 

「活力と魅力あふれるまちづくり戦略」では、都市機能の充実や道路交通の円滑化

により埻玉県南西部地域の拠点都市としての機能を向上させるとともに、優れた産業

基盤と川越のブランド力を生かした産業の活性化を推進します。 

 

① 魅力あふれるまちづくりに向けた都市機能の充実 

○川越駅西口駅前広場改修（№74） 

  平成 23年度は駅前広場及び歩行者用デッキの詳細設計を行いました。平成 25年

度中の完成を目指し、平成 24 年度は、駅前広場の地下道や噴水広場等の撤去工事

や歩行者用デッキの下部工事を実施します。 

 

○本川越駅周辺地区整備（№76） 

  平成 23 年度までに本川越駅西口駅前広場用地及びアクセス道路用地の一部を取

得しました。平成 24 年度は、引き続き、アクセス道路の用地取得を推進します。 

 

○中央通り地区整備（№77） 

  平成 23 年度までに土地区画整理事業の都市計画決定、事業計画決定、仮換地指

定等の手続きを行い、順次、用地取得と建物等の移転を進めてきました。平成 24

年度は、引き続き、これらを進めるとともに、区画街路築造工事等を実施します。 

 

○新河岸駅周辺地区整備（№82） 

  平成 23 年度は、新河岸駅の橋上駅舎化や自由通路の整備を推進するため、鉄道

会社と協定を締結しました。引き続き、本地区のまちづくりの課題の解消に向け、

平成 24 年度は住民と協働による地区整備計画の策定に取り組むとともに、新河岸

駅を中心とした東西駅前広場や骨格道路等の整備を優先し、物件調査や用地取得な

どを推進します。 

 

○斎場整備推進（№183） 

  平成 23 年度は、新斎場建設に向けた基本構想を策定し、基本計画の検討を進め

ました。また、複数の候補地の中から建設予定地を決定しました。平成 24年度は、

都市計画決定の手続きや基本設計等を実施し、引き続き、整備を推進します。 

 

② 効果的な交通円滑化の推進 

○幹線道路（市道）整備（№90） 

  国道及び県道を補完し、主要集落間の連絡機能や公共施設へのアクセス機能を有

する市道 1・2 級幹線道路の整備を行います。狭あい区間の拡幅整備等により通行

支障箇所を改善し、幹線道路の機能強化を図るため、平成 24 年度は都市計画道路
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寺尾大仙波線など 9 路線の整備を実施します。 

 

○市内循環線（№93） 

  脇田町地内の都市計画道路（通称アカシア通り）については、平成 11 年度に事

業認可を受けた主要幹線道路であり、引き続き、整備を推進します。 

  宮下町地内の主要地方道川越上尾線以单については、平成 24 年度に測量等を実

施し、事業を推進します。 

 

○本川越駅前通線（№94） 

  本川越駅から喜多院方面を結ぶ都市計画道路について、東京川越線までは平成 11

年度に完成し、東京川越線以東は交差点との接続部分が平成 15 年度に完成してい

ます。引き続き、平成 24 年度は、市道 0005 号線までの未整備区間（約 200ｍ）の

整備を推進します。 

 

○川越駅单大塚線（№95） 

  川越駅西口から单大塚駅を結ぶ都市計画道路について、引き続き、平成 24 年度

は事業認可区間（1,700ｍ）と国道 16号と交差する旭町 1丁目交差点の整備を推進

します。また、両区間の間の区間（400ｍ）についても事業化に向けて推進を図り

ます。 

 

○都市交通政策推進（№103） 

  中心市街地の交通渋滞対策や歩行者の安全を確保するため、平成 23 年度に北部

中心市街地交通円滑化方策検討委員会から改善案の提言を受けました。平成 24 年

度はこの提言に基づき地元との合意形成を図りながら、一番街の交通規制などの交

通施策に取り組みます。 

  また、平成 24 年度には、自動車から自転車への乗換えを促し、市街地の交通量

の削減と環境負荷の軽減を目的として、まちなかコミュニティサイクル社会実験を

実施します。 

 

③ 活力あるまちづくりに向けた産業の活性化と雇用の促進 

○地域振興ふれあい拠点施設整備[ホール以外] （№124） 

  埻玉県との共同事業により、地域振興ふれあい拠点施設を整備します。市施設と

してはホールや市民ニーズの高い市民活動支援センターを建設します。さらに、県

施設や民間施設などの複合施設の整備を推進します。平成 24年度は工事に着工し、

平成 26年度中の完成を目指します。（再掲） 

 

○就労支援（№127） 

  市民の就労支援体制を強化するため、平成 24 年度に（仮称）就労支援センター

を設置します。開設に当たっては、関係機関との連携を図ることによって、利便性

の向上に努めます。 

  また、就職が困難な市民に対して、雇用機会の拡大と雇用の安定化を図るため、

平成 24年度から、対象となる市民を雇い入れた事業主に奨励金を交付します。 
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○園芸特産振興（№130） 

  生産量が低迷している川越ブランドであるさつま芋の生産拡大のために、栽培や

保管庫の設置、販路の拡大等の支援の検討を行います。 

  また、環境保全型農業を推進し、安全・安心な農産物の生産拡大を図ります。さ

らに、農産物直売所や庭先販売所の設置・運営や学校給食への供給に対する支援を

行い、川越産農産物の利用を促進します。 

 

○商店街振興対策補助（№131） 

  市内商店街の振興、活性化、にぎわい創出、魅力創出を促進するため、街路灯新

設及び改修事業補助、街路灯電気料補助、駐車場運営事業補助、販売促進事業補助

等、商店街が共同で設置する施設や実施する事業に対する補助を行います。 

  また、平成 24 年度から、空き店舗情報の提供環境を整備し、商店街等の活性化

を図ります。 

 

④ 「また訪ねたい街・川越」に向けた観光施策の推進 

○伝建地区保存整備（№63） 

  伝統的建造物群保存地区内の家屋整備事業として、平成 24 年度は、震災復旧や

大規模修理に対して補助を行い、伝統的建造物の保全を図ります。また、伝統的建

造物等の計画的な修理を行うための方針決定の際に必要な調査を実施します。 

 

○河越館跡整備（№64） 

  第 1期の史跡整備工事が完了し、平成 21 年 11月に国指定史跡河越館跡史跡公園

として開園しました。平成 24 年度は、河越流鏑馬行事などを実施することで河越

館跡の周知を行いながら、第 2期整備に向けて準備を進めます。 

 

○都市景観事務（№83） 

  平成 23 年度に、歴史まちづくり法に基づく歴史的風致維持向上計画が国から認

定を受けました。今後は、この計画をもとに良好な町並みの形成に向け、新築修景

に対する助成制度などについて検討します。 

  また、景観法に基づき景観施策を総合的に示す景観計画案を作成しました。平成

24年度は、この景観計画案を決定するため、住民協議や条例制定などの手続きを進

めていきます。 

 

○小江戸川越観光推進協議会（№136） 

  小江戸川越春まつり、小江戸川越花火大会の開催のほか、新河岸川観光舟運、観

光キャンペーンの実施、市制施行 90 周年記念事業の実施及び市外へ向けた本市の

宣伝など、観光振興施策を推進する小江戸川越観光推進協議会の支援を行います。 

  また、花火大会・観光舟運・春まつりについては、平成 25 年度以降、段階的に

社団法人小江戸川越観光協会へ事業移行できるよう準備を進めます。 
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 小江戸かわごえ重点戦略 

３ 快適で安心できるくらしづくり戦略 

 

核家族化や尐子高齢化が進むことにより、地域社会における人と人とのふれあいや

思いやりが希薄になっています。日常生活においては、災害発生時の避難や支援に対

する不安、地域住民のマナーの低下、地域での活動に対する担い手不足など、地域社

会の課題へ市民、各種団体、事業者、行政が協働して取り組むことが求められていま

す。 

「快適で安心できるくらしづくり戦略」では、市民同士の支え合いや環境に配慮し

た施策を推進するとともに、安心して暮らせる地域社会の実現を目指します。 

 

① ふれあいと思いやりのある地域づくりの推進 

○仮称自治基本条例の制定（№1） 

  市民等の意見を取り入れながら仮称自治基本条例案をまとめ、制定を目指します。

平成 23年度は、制定に向けて調査研究を行いました。平成 24年度は、市民等で構

成する条例検討組織による検討を行うとともに、フォーラム等を開催します。 

 

○協働の推進（№2） 

  平成 20 年度に「川越市協働指針」を策定しました。この指針に基づき創設した

川越市協働推進事業制度等により、協働事業を推進します。また、市ホームページ

の充実、地域活動拠点の充実などにも取り組みます。 

 ・川越市協働推進事業制度とは、協働を積極的に推進するため、「提案型協働事業

補助金」（市民の提案による協働）と「協働委託事業」（市の提案による協働）を

行う制度のことです。 

 

② 環境への負荷を低減する施策の推進 

○節電推進（№144） 

  地球温暖化防止などの環境問題の改善に取り組むため、市として省エネ、省資源

に取り組むとともに、普及啓発を図ります。ESCO 事業については、平成 23 年度に

導入を検討する公共施設の選定を行いました。 

  平成 24 年度は、川越市地球温暖化対策地域推進計画の次期計画を策定するとと

もに、事業者のエコアクション 21の認証登録に向けた支援を行います。 

 

○ごみ減量等推進（№146） 

  家庭用の生ごみ処理機器の購入に対して、補助金を交付するとともに、集合住宅

に設置した生ごみ処理機器の維持管理を行います。不用衣類の拠点回収事業（年 2

回）を実施し、輸出やウエス等へ加工など資源の有効活用を図ります。平成 24 年

度から新たな資源回収の取組として、小型家電製品の拠点回収を開始します。 

  また、市内の公園等より排出されたせん定枝や刈草をリサイクルすることによっ

て作製した土壌改良材の配布を行います。 
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○緑化推進（№154） 

  緑豊かなまちづくりを推進するため、緑の募金からの交付金による市内公共施設

の緑化を進めるとともに、市民花壇への花苗配布や生け垣設置への補助、屋上緑

化・壁面緑化への補助を行うことで緑化を推進します。 

  平成 24 年度は、花いっぱい運動（市民花壇）として 5 か所の新規指定を目指し

ます。また、緑のカーテンの普及活動にも取り組みます。 

 

○緑地保全（№155） 

  保存樹林・保存樹木に対する奨励金の交付を行うとともに、市民の森の維持管理

及び施設改修を行います。 

  また、くぬぎ山地区自然再生事業として、３市１町にまたがる「くぬぎ山地区」

の保全を広域的に進めます。 

  

③ 安全で安心な施設整備の推進 

○本庁舎耐震化事業（№8） 

  平成 23年度は本庁舎耐震化基本計画を策定しました。平成 24年度は耐震設計を

実施し、平成 27年度までに耐震改修工事を完了させます。 

 

○仮称大東市民センター整備（№10） 

  平成 23 年度は施設の実施設計、土地開発基金により事前取得した用地の買戻し

及び造成工事等を実施しました。平成 24 年度は工事車両搬入のための道路の補強

工事の実施とともに、施設の建設工事に着手し、平成 26年度の開設を目指します。 

 

○小学校耐震化推進（№55） 

  児童の安全を確保するため、学校建物の耐震化を推進します。平成 24 年度に校

舎（1校）の補強工事を行い、すべての小学校建物の耐震化が完了します。 

 

○中学校耐震化推進（№56） 

  生徒の安全を確保するため、学校建物の耐震化を推進します。平成 24 年度に校

舎（4校）、校舎・体育館（1校）の補強工事を行い、すべての中学校建物の耐震化

が完了します。 

 

○歩道整備（市道）（№101） 

  通学路等の優先度の高い箇所の歩道整備を行います。平成 24 年度は、市道 2 路

線、延長約 650ｍの歩道について整備を実施します。 

 

○安全安心通学路対策（№180） 

  平成 23年度については、平成 22年度に作成した通学路安全マップを小中学校等

に配布するとともに、通学路整備計画に基づき通学路の整備を実施しました。平成

24年度も、引き続き、通学路の整備を実施します。 
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④ 地域における防災・防犯の推進 

○防災事務（№168） 

  地域における自主防災組織の育成や強化を進め、組織結成率の向上と活動の強化

を行います。また、民間企業等と災害時の応援に関する協定の締結を進め、防災力

の向上を図ります。さらに、地域住民と協力し、災害時要援護者の避難支援体制の

整備を進めます。 

  また、平成 24 年度は、緊急時の情報伝達を迅速に行うため、衛星携帯電話（5

台）の導入を図ります。 

 

○防犯のまちづくり推進（№178） 

  適切な役割分担のもと自治会を中心とした地域における自主防犯活動を引き続

き支援します。地域団体等のネットワーク化を図り、成果の向上や安定した活動を

支える基盤づくりを進めます。 

  また、高齢者を狙った犯罪や自転車盗への対応として、個人や家庭でできる防犯

対策を促進します。 
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分 野 別 計 画 
 

 
 

 

 

 

 

 

【分野別計画の見方】 

 各事業の記載内容の凡例は次のとおり 

 

 

 

 

 

 

事業Ｎｏ 000 事業課 ○○○○課 重 点 

事業名 ○○○センター整備 種別 投資的事業 

予算科目 款 ○○費 項 ○○○費 目 ○○○センター建設費 

事業目標・概要 市民が利用しやすい施設を整備するため、地域の拠点となる○○○センターの建設を推進し

ます。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○造成工事 

○基本設計 

 

○用地取得 

○実施設計 

○建設工事 

・本体建設工事 

・外構整備工事 

○備品購入 

予算額 1,000千円 計画額 100,000千円 計画額 ― 

 

 

 

 

 

年度別の事業費 

1年次は当初予算額、2年次及び 3年次は計画額 

計画額未定の場合は「―」を表示 

事業の所管課 実施計画事業名称 

年度別の主な事業内容 

2年次以降の事業内容は、毎年度見直しを行います 

 

該当事業の予算科目 

事業概要等 

事業番号 
事業種別の表示（ソフト事業ま

たは投資的事業） 

重点事業の場合に表示 
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第三次川越市総合計画後期基本計画施策体系 

 後期基本計画の施策体系は、共通する１つの章と分野別の 6 章、21 節、59施策となります。 

 章 節 施策  

共 

通 

0協働によるまちづく
りと健全で効率的な
行財政運営の推進 

1協働によるまちづくり 1市民参加と協働の推進 

2行財政改革の強力な推進 1新たな行財政運営システムの構築 

2効率的な社会資本整備の推進 

3財源の確保 

4電子市役所の推進 

3広域行政の推進 1広域行政の推進  

分 

野 

別 

1ともに助け合い、一
人ひとりが健康でい
きいきと安心して暮
らせるまち 

1 だれもが幸せに地域で暮らせるまちづ
くり 

1児童福祉の推進 

2高齢者福祉の推進 

3障害者福祉の推進 

4地域福祉の推進 

5社会保障の推進 

2 生涯を通じた健康づくりと安全なまち
づくり 

1健康づくりの推進 

2保健衛生・医療体制の充実 

3 安心できる生活を支えるしくみづくり 1保健・医療・福祉の連携 

2学びと交流を深め、
豊かな心と文化をは
ぐくむまち 

1活力ある地域を創る生涯学習の推進 1生涯学習環境の整備・充実 

2生涯にわたる学習活動の推進 

2個性を生かす学校教育の推進 1豊かな人間性をはぐくむ教育の推進 

2教育環境の整備・充実 

3 歴史文化の継承と新しい市民文化の創
造 

1芸術文化活動の充実 

2文化財の保存・活用 

4多文化共生と国際交流・協力の推進 1多文化共生と国際交流・協力の推進 

5生涯スポーツの推進 1生涯スポーツの推進 

3 人と環境にやさし
い、快適な基盤を備え
た魅力あるまち 

1都市の魅力の創出 1計画的なまちづくり 

2都市拠点の整備 

3地域生活拠点の整備 

4景観に配慮したまちづくり 

2交通ネットワークの構築 1道路交通体系の整備 

2交通円滑化方策の推進 

3公共交通機関の充実 

3自然と調和した基盤づくり 1治水事業の推進 

2水道水の安定供給 

3公共下水道等の整備 

4水辺と森林の整備 

5公園の整備と充実 

6快適な住宅・住環境の整備 

4にぎわいに満ち、活
力ある産業を育てる
まち 

1地域経済の活性化と産業振興 1地域振興拠点の整備と新しい産業の育成 

2雇用の促進と労働環境の改善 

3農業の振興 

4商業の振興 

5工業の振興 

2観光による地域振興 1新たな観光事業の推進 

2観光環境の整備 

5人と自然がともに生
きる、地球環境にやさ
しいまち 

1総合的かつ計画的な環境行政の推進 1計画的な環境事業の推進 

2環境活動参加のためのしくみづくり 

2循環型社会の構築 1地球温暖化対策の推進 

2ごみの減量化、資源化 

3廃棄物の適正処理 

3環境保全対策の推進 1自然環境の保全 

2生活環境の保全 

6人と人とのつながり
を感じ、安全で安心し
て暮らせるまち 

1 ふれあいと思いやりのある地域社会の
形成 

1地域コミュニティ活動の推進 

2平和で思いやりのある地域社会づくり 

3男女共同参画社会の実現 

4青尐年健全育成の推進 

2安全で安心な暮らしの確保 1防災体制の整備 

2消防・救急体制の整備 

3防犯対策の推進 

4交通安全対策の推進 

5消費者対策の推進 

6葬祭事業の充実 
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章 別 計 画 事 業 費 
 

 

 

（卖位：千円） 

平成24年度 平成25年度 平成26年度 合　計

共通施策 865,427 1,663,354 980,225 3,509,006

第１章　保健・医療・福祉 5,082,782 5,107,520 4,938,809 15,129,111

第２章　教育・文化・スポーツ 837,364 2,434,133 2,776,494 6,047,991

第３章　都市基盤・生活基盤 10,323,132 14,414,916 11,479,834 36,217,882

第４章　産業・観光 2,415,518 7,660,991 5,727,057 15,803,566

第５章　環境 535,747 765,272 905,410 2,206,429

第６章　地域社会と市民生活 681,852 688,262 2,255,083 3,625,197

合　　　計 20,741,822 32,734,448 29,062,912 82,539,182

 
※年度別事業内容の欄に事業費の記載のある事業について、章ごとに合計した事業費

を掲載しています。 
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新 規 に 掲 載 し た 事 業 

 

 

章 節 施策 事 業 名 部 局 名 課 名 

1 1 1 地域子育て支援 福祉部 保育課 

2 3 1 美術館運営管理 文化スポーツ部 美術館 

3 2 1 新宿町 3 丁目交差点整備 都市計画部 都市整備課 

 

 

 

事 業 名 称 を 変 更 し た 事 業 

 

 

章 節 施策 事 業 名 部 局 名 課 名 

1 1 2 
後期高齢者医療費支給（入院時見舞金） 

保健医療部 医療助成課 
「後期高齢者医療費支給」から名称変更 

3 1 3 
ＪＲ川越線駅周辺整備 

都市計画部 都市整備課 
「单古谷駅周辺整備」から名称変更 

6 1 1 
自治会集会所建設補助 

市民部 市民活動支援課 
「コミュニティ施設特別整備」から名称変更 

 

 

 

事 業 完 了 に よ り 実 施 計 画 か ら 除 い た 事 業 

 

 

章 節 施策 事 業 名 部 局 名 課 名 

3 2 1 三田城下橋線 建設部 街路課 
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共  通  章 
 

 

 

 

（基本目標） 

協働によるまちづくりと 

   健全で効率的な行財政運営の推進 
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21 

共通章 

 
協働によるまちづくりと健全で効率的な行財政運営の推進 

  
第１節 協働によるまちづくり 

   
施策１ 市民参加と協働の推進 

    
1 仮称自治基本条例の制定                    重点 政策企画課                     

    
2 協働の推進                          重点 市民活動支援課                     

    
3 広聴事務                           広聴課                         

  
第２節 行財政改革の強力な推進 

   
施策１ 新たな行財政運営システムの構築  

    
4 総合計画事務                         政策企画課                     

    
5 広域行政の推進                        政策企画課                     

    
6 行政改革の推進                        行政改革推進課                   

   
施策２ 効率的な社会資本整備の推進      

    
7 庁舎建設検討                         政策企画課                     

    
8 本庁舎耐震化事業                       重点 管財課                         

    
9 社会資本活用整備                       管財課                         

    
10 仮称大東市民センター整備                   重点 市民センタ－推進室                   

   
施策３ 財源の確保 

    
11 市税等収納事務                        収税課                       

    
12 収納対策事務                         収納対策室                     

   
施策４ 電子市役所の推進 

    
13 電子市役所の推進                       情報統計課                       

  
第３節 広域行政の推進 

   
施策１ 広域行政の推進 

    
14 川越都市圏まちづくり                     政策企画課                     
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共通章 協働によるまちづくりと健全で効率的な行財政運営の推進 

第１節 協働によるまちづくり 

章  節  施策  施策の名称 

０ - １ - １  市民参加と協働の推進 

 

 

 

（年度又は年度末の値） 

 

 

1 市民参加のしくみづくり 

① 住民自治の拡充や市政への市民参加を推進するため、自治基本条例や住民投票条例の制定

を目指します。 

② 市政への市民参加を更に進めるため、意見公募手続、各種審議会等の委員公募などについ

て充実を図るとともに、市政モニター制度など新たなしくみづくりについて検討します。 

2 情報の共有化 

① 市民参加によるまちづくりを進めるため、さまざまなメディアを活用して行政情報を分か

りやすく積極的に提供するよう努めます。 

② 市民意見箱、市民意識調査、市政懇談会、タウンミーティング等に加え、事業単位でのア

ンケート調査の実施などにより、市民ニーズ、意見、満足度等の把握に努め、広聴機能の充

実を図ります。 

3 行政の透明性の向上 

① 行政運営の透明性を確保するため、施策に対する説明責任の確保を図ります。 

② 公正で信頼される市政を推進するため、オンブズマン制度の充実を図ります。 

4 協働のしくみづくり 

① 協働を全庁的に推進していくため、職員の育成と行政体制の整備に努めます。 

② 協働による事業を展開していくための情報交換や相互交流など、市民活動を支援する場の

確保に努めます。 

③ 市民、自治会等の公共的団体、NPO、企業、大学等との協働による事業展開を図ります。 

④ 地域住民が主体となったまちづくりを推進するため、地域内分権も視野に入れた新たなし

くみづくりを検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 
現状値 

（H21年度） 
目標年 目標値 

情報の共有が十分であると考える市民の割合（％） 25.4 H27年度 50.0 

施策の指標 

施策の推進 
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事業Ｎｏ 1 事業課 政策企画課 重 点 

事業名 仮称自治基本条例の制定 種別 ソフト事業 

予算科目 款 総務費 項 総務管理費 目 企画費 

事業目標・概要 住民自治の拡充や市政への市民参加を推進するため、仮称自治基本条例を制定し
ます。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○条例検討組織の会議の開催 
○フォーラムの開催 
 

○条例検討組織の会議の開催 
○意見公募手続の実施 
○条例案の提出 
○条例の制定 

 

予算額 4,814千円 計画額 3,999千円 計画額 0千円 

 

事業Ｎｏ 2 事業課 市民活動支援課 重 点 

事業名 協働の推進 種別 ソフト事業 

予算科目 款 総務費 項 総務管理費 目 自治振興費 

事業目標・概要 尐子高齢化や地方分権の進展に伴う地域の様々な課題や市民ニーズにきめ細やか
に対応するため、「川越市協働指針」に基づき市民と行政が、互いの特性を生かし
た適正な役割分担により協働による事業を展開し、活力ある地域社会を構築しま
す。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○協働推進事業制度の実施 
○職員の意識啓発のための研修 
○地域活動拠点の充実 
○市民活動団体等の交流促進 
 

○協働推進事業制度の実施 
○職員の意識啓発のための研修 
○地域活動拠点の充実 
○市民活動団体等の交流促進 

○協働推進事業制度の実施 
○職員の意識啓発のための研修 
○地域活動拠点の充実 
○市民活動団体等の交流促進 

予算額 2,935千円 計画額 2,935千円 計画額 2,935千円 

 

事業Ｎｏ 3 事業課 広聴課 

事業名 広聴事務 種別 ソフト事業 

予算科目 款 総務費 項 総務管理費 目 文書広報費 

事業目標・概要 市民と直接対話しながら、自由で開かれた風通しのよい市政の推進を図るととも
に、市民の意識・意向の把握に努め、市政に反映することを目的に、広聴機能の
充実を図ります。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○タウンミーティングの実施 
○市政懇談会の実施 
○市民意見箱等の活用 
○市民意識調査の実施 
○子ども議会の開催 
 

○タウンミーティングの実施 
○市政懇談会の実施 
○市民意見箱等の活用 
○市民アンケートの実施 

○タウンミーティングの実施 
○市政懇談会の実施 
○市民意見箱等の活用 
○市民アンケートの実施 

予算額 3,336千円 計画額 801千円 計画額 801千円 
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共通章 協働によるまちづくりと健全で効率的な行財政運営の推進 

第２節 行財政改革の強力な推進 

章  節  施策  施策の名称 

０ - ２ - １  新新たたなな行行財財政政運運営営シシスステテムムのの構構築築 

 

 

 

（年度又は年度末の値） 

 

 

項 目 
現状値 

（H21年度） 
目標年 目標値 

総合施策評価（％） － H27年度 100 

経常収支比率（％） 95.3 H27年度 80.0以下 

1 地方分権の推進 

① 市民に身近なサービスが身近なところで行えるよう、地方分権の先導役である中核市と

して更に権限の拡大を図ります。 

② 地方分権の推進及び行財政基盤の強化を図り、自立した持続可能な都市を目指すため、

近隣自治体との合併について政令指定都市への移行の可能性も含め調査・研究を進めます。 

2 将来に向けた中期財政計画の策定 

① 健全で持続可能な財政を維持し、「第三次川越市総合計画」に掲げた諸施策を計画的に推

進するため、中期財政計画を策定し、状況の変化に対応した見直しを行います。 

3 成果を重視したマネジメントサイクルの確立 

① 計画、予算、評価の連携を図ることにより、Plan（計画）－Do（実施）－Check（評価）

－Action（改善）のマネジメントサイクルを確立し、目的と成果に基づいて継続的な改革

ができる行財政運営システムを構築します。 

② 各施策及びそれを構成する事業の重点化、効率化が適切に図れるような評価システムを

導入します。また、制度の成熟に合わせて市民等による外部評価の導入を検討します。 

③ 行政サービスを効率的・効果的に提供するため、事業目的や効果を常に検証するととも

に、市民等の意見を踏まえて事業を見直し、人材や財源などの経営資源の有効活用を図り

ます。 

④ 経営戦略的な視点に立って重点事業を選定し、確実な施策の推進を図ります。 

⑤ 市政運営に経営的視点を取り入れるため、外部の有識者等の意見を聴くしくみを導入し

ます。 

4 民間の経営手法の活用 

① 事務の外部委託化をはじめ、指定管理者制度や PFI 手法の導入等により、民間の経営ノ

ウハウを効果的に活用し、市民サービスの更なる向上とコストの削減に努めます。 

5 人材育成の推進 

① 人材育成基本方針に基づき、職員研修の更なる充実を図るとともに、職員の能力開発、

人事管理に関する新たな手法の確立と連携により、人材育成に努めます。 

6 行政サービスの向上 

① 申請や届出などに関する事務処理の効率化や窓口の拡大などを図り、中核市にふさわし

い窓口サービスの充実に努めます。 

② 行政サービスをより効率的に提供するため、公共施設整備の在り方について検討します。 

施策の指標 

 

施策の推進 
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事業Ｎｏ 4 事業課 政策企画課 

事業名 総合計画事務 種別 ソフト事業 

予算科目 款 総務費 項 総務管理費 目 企画費 

事業目標・概要 第三次川越市総合計画に基づくまちづくりを推進するため、第三次川越市総合計
画後期基本計画の進行管理を行います。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○第三次川越市総合計画後期基
本計画進行管理 
○実施計画策定 
 

○第三次川越市総合計画後期基
本計画進行管理 
○市民満足度調査実施 
○実施計画策定 

○第三次川越市総合計画後期基
本計画進行管理 
○次期総合計画の検討 
○実施計画策定 

予算額 20千円 計画額 2,985千円 計画額 4,403千円 

 

事業Ｎｏ 5 事業課 政策企画課 

事業名 広域行政の推進 種別 ソフト事業 

予算科目 款 総務費 項 総務管理費 目 企画費 

事業目標・概要 地方分権の推進及び行財政基盤の強化を図り、自立した持続可能な都市を目指す
ため、近隣自治体との合併について政令指定都市への移行の可能性も含め調査・
研究を進めます。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○合併の調査・研究 ○合併の調査・研究 ○合併の調査・研究 

予算額 30千円 計画額 30千円 計画額 30千円 

 

事業Ｎｏ 6 事業課 行政改革推進課 

事業名 行政改革の推進 種別 ソフト事業 

予算科目 款 総務費 項 総務管理費 目 企画費 

事業目標・概要 効率的な行財政運営の確立という従来からの行政改革の取組に加え、地方分権の
進展や市民の行政への参加意識の高まりなどの視点からの取組も課題として設定
し、一体的に行政改革を推進します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○民間委託等の推進 
○外郭団体の見直し 
○新たな行政評価の試行 
○組織の大規模改正の検討 
○指定管理者制度運用の充実 

○民間委託等の推進 
○外郭団体の見直し 
○新たな行政評価の実施 
○組織の大規模改正の実施 
 

○民間委託等の推進 
○外郭団体の見直し 
○行政評価の実施 
 
 

予算額 1,342千円 計画額 1,342千円 計画額 1,342千円 

 

共通章 協働によるまちづくりと健全で効率的な行財政運営の推進 
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第２節 行財政改革の強力な推進 

章  節  施策  施策の名称 

０ - ２ - ２  効効率率的的なな社社会会資資本本整整備備のの推推進進 

 

 

 

 

 

事業Ｎｏ 7 事業課 政策企画課 

事業名 庁舎建設検討 種別 投資的事業 

予算科目 款 総務費 項 総務管理費 目 財産管理費 

事業目標・概要 現庁舎は老朽化、狭あい化、耐震性などの問題を抱えているため、今後の庁舎の
あり方や整備について検討を進め、市民サービスの向上や事務の効率化を図りま
す。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○庁舎建設基金積立 
○庁舎整備検討及び改善対策 
 

○庁舎建設基金積立 
○庁舎整備検討及び改善対策 

○庁舎建設基金積立 
○庁舎整備検討及び改善対策 

予算額 54,668 千円 計画額 513,988千円 計画額 507,513千円 

 

 

 

事業Ｎｏ 8 事業課 管財課 重 点 

1 社会資本マネジメントの推進 

① 効率的な社会資本の整備あるいは更新の時期を的確にとらえるため、社会資本に関する

整備更新計画を策定します。なお、整備や更新に当たっては、更新時期の適正化に加えコ

ストの削減を図ります。 

② 社会資本の効率的な整備及び運営のため、民間の経営能力や技術的能力を活用した PFI

手法の導入等の検討や外部委託化を推進します。 

③ 市が保有する公有財産の計画的かつ有効的な活用について検討します。 

2 庁舎等の整備 

① 老朽化、狭あい化が進む本庁舎について、耐震改修を含め計画的に整備を進めます。 

② 市民が利用しやすい市役所・出張所とするため、施設の整備を検討します。 

③ 大東地区に地域の拠点となる機能を備えた「（仮称）大東市民センター」を建設します。 

施策の推進 
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事業名 本庁舎耐震化事業 種別 投資的事業 

予算科目 款 総務費 項 総務管理費 目 財産管理費 

事業目標・概要 本庁舎の耐震化対策を進めます。 
 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○耐震設計 
 

○耐震改修工事 ○耐震改修工事 

予算額 30,000千円 計画額 ― 計画額 ― 

 

事業Ｎｏ 9 事業課 管財課 

事業名 社会資本活用整備 種別 ソフト事業 

予算科目 款 総務費 項 総務管理費 目 財産管理費 

事業目標・概要 社会資本（特に公共施設）の適切な維持管理、有効活用、更新時期の適正化等に
より、財政負担の軽減及び施設効用の最大化を図ります。 
また、公有財産の計画的かつ効果的な活用を推進します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○社会資本マネジメントの検討 
○公有財産有効活用検討 
○公有財産有効活用事業 
 

○社会資本マネジメントの推進 
○公有財産有効活用事業 

○社会資本マネジメントの推進 
○公有財産有効活用事業 

予算額 3,673千円 計画額 3,673千円 計画額 3,673千円 

 

事業Ｎｏ 10 事業課 市民センタ－推進室 重 点 

事業名 仮称大東市民センター整備 種別 投資的事業 

予算科目 款 総務費 項 総務管理費 目 仮称大東市民センター建設費 

事業目標・概要 大東地区に整備が望まれてきた「地域ふれあいセンター」の経緯を踏まえ、老朽
化した大東出張所・公民館を更新するため、地域の拠点となる（仮称）大東市民
センターの建設を推進します。 
 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○建設工事 
・施設建設工事 
 
 
※予算額は、「仮称大東市民センター建
設」及び「仮称大東市民センター整備」
の予算事業額の合計です 

○建設工事 
・施設建設工事 
・外構工事 

○供用開始 

予算額 321,624 千円 計画額 674,073千円 計画額 0千円 

 

 

共通章 協働によるまちづくりと健全で効率的な行財政運営の推進 
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第２節 行財政改革の強力な推進 

章  節  施策  施策の名称 

０ - ２ - ３  財財源源のの確確保保 

 

 

 

 

事業Ｎｏ 11 事業課 収税課 

事業名 市税等収納事務 種別 ソフト事業 

予算科目 款 総務費 項 徴税費 目 賦課徴収費 

事業目標・概要 市の主要な自主財源である市税収入を安定的に確保するため、収納体制の充実、
組織の強化に努めます。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○口座振替の拡大 
○納税方法の拡充 
・実施開始 
○滞納整理対策 

○口座振替の拡大 
○納税方法の拡充 
・効果検証 
○滞納整理対策 

○口座振替の拡大 
○納税方法の拡充 
・効果検証 
○滞納整理対策 

予算額 196,489 千円 計画額 196,489千円 計画額 196,489千円 

 

 

 

 

 

 

 

事業Ｎｏ 12 事業課 収納対策室 

1 積極的な財源の確保 

① 厳しい財政状況に対応できる、弾力性のある財政構造と安定した財政基盤を確立するため、

一般財源収入の確保に取り組みます。併せて、適切な特定財源の確保に努めます。 

② 新たな地方税源の移譲等について国等に積極的に働きかけ、地方の安定した財政基盤の確立

に努めます。 

2 収入率の向上対策 

① 市の主要な自主財源である市税収入を安定的に確保するため、収納体制の充実、組織の強化

に努めます。 

3 受益者負担の適正化 

① 受益者負担の適正化に向けた検討を積極的に行い、使用料等の定期的な見直しを実施する

等、受益に対する公平な負担と必要な財源の確保に努めます。 

施策の推進 
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事業名 収納対策事務 種別 ソフト事業 

予算科目 款 総務費 項 徴税費 目 賦課徴収費 

事業目標・概要 安定した自主財源の確保に向けた累積滞納額の解消を図るため、引き続き「現年
課税分収入率の向上」及び「累積滞納額の削減」を基本目標とする「第二次川越
市市税等収入率向上プラン」を推進します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○各種債権の総合調整 
○各種債権の中の困難案件の滞
納整理 
○各種債権の進行管理 
○専門的知識を持つ職員の育成 
○仮称債権管理条例の検討 

○各種債権の総合調整 
○各種債権の中の困難案件の滞
納整理 
○各種債権の進行管理 
○専門的知識を持つ職員の育成 
○仮称債権管理条例の検討 

○各種債権の総合調整 
○各種債権の中の困難案件の滞
納整理 
○各種債権の進行管理 
○専門的知識を持つ職員の育成 
○仮称債権管理条例の検討 

予算額 2,919千円 計画額 2,919千円 計画額 2,919千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共通章 協働によるまちづくりと健全で効率的な行財政運営の推進 
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第２節 行財政改革の強力な推進 

章  節  施策  施策の名称 

０ - ２ - ４  電電子子市市役役所所のの推推進進 

 

 

 

（年度又は年度末の値） 

 

 

1 行政サービスのオンライン化の推進 

① インターネットを経由して申請や届出ができるよう、電子申請システムで取り扱える手続

を段階的に増やすとともに、電子的な手数料の納付などについて検討を進め、既に運用して

いるシステムの利便性の向上を図ります。 

② ホームページにより、市民への情報提供を充実するとともに、市民の意見を収集し、市民

と行政との双方向による情報の流通を促進します。 

③ 誰もが使いやすいホームページの充実に努めます。 

④ インターネットを用いた行政サービスを、誰もが安心して受けられるように、個人情報の

保護をはじめとする情報セキュリティ対策の更なる充実を図ります。 

2 事務の電子化の推進 

① 電子文書の処理や電子的な情報提供に対応するため、電子文書決裁・管理の検討を行いま

す。また、各種業務システムの充実を図ります。 

② 事務の電子化に合わせた業務の見直しを行い、更に業務の効率化を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 
現状値 

（H21年度） 
目標年 目標値 

電子的な申請等が可能な手続数（件） 45 H27年度 100 

ホームページアクセス件数（万件） 128 H27年度 200 

施策の指標 

 

施策の推進 
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事業Ｎｏ 13 事業課 情報統計課 

事業名 電子市役所の推進 種別 ソフト事業 

予算科目 款 総務費 項 総務管理費 目 一般管理費 

事業目標・概要 市民サービスの向上と行政の簡素化を図るため、行政サービスのオンライン化を
推進します。 
業務の見直しや効率化を図るため、事務の電子化を推進します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○行政サービスのオンライン化 
○事務の電子化 
 

○行政サービスのオンライン化 
○事務の電子化 
 

○行政サービスのオンライン化 
○事務の電子化 
 

予算額 241,919 千円 計画額 258,462千円 計画額 258,462千円 
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共通章 協働によるまちづくりと健全で効率的な行財政運営の推進 

第３節 広域行政の推進 

章  節  施策  施策の名称 

０ - ３ - １  広広域域行行政政のの推推進進 

 

 

 

（年度又は年度末の値） 

 

 

1 関係市町の連携強化 

① より効率的で効果的な広域行政の推進を目指し、関係市町との交流を深め、連携強化に努め

ます。また、地方分権の進展を踏まえ広域行政の更なる活用について検討します。 

2 レインボープランの推進 

① 公共施設の相互利用など広域的に対応することが望ましい事務事業の更なる拡大や充実を

図るなど、埻玉県川越都市圏まちづくり協議会の諸施策を積極的に推進します。 

3 業務核都市としての機能の推進 

① 業務核都市基本構想に基づき、埻玉県及び関係市とともに、地域の特性を生かした個性的で

魅力あるまちづくりを推進します。 

 

 

事業Ｎｏ 14 事業課 政策企画課 

事業名 川越都市圏まちづくり 種別 ソフト事業 

予算科目 款 総務費 項 総務管理費 目 企画費 

事業目標・概要 川越都市圏まちづくり協議会を構成する 4 市 3 町の交流を推進するとともに、互
いに連携・協力して自立性の高い、暮らしやすい地域となるよう諸施策を推進し
ます。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○レインボープランの推進 
○公共施設相互利用の実施 
○レインボー交流事業の実施 
○人事交流の実施 
○広域観光の推進 

○レインボープランの推進 
○公共施設相互利用の実施 
○レインボー交流事業の実施 
○人事交流の実施 
○広域観光の推進 

○レインボープランの推進 
○公共施設相互利用の実施 
○レインボー交流事業の実施 
○人事交流の実施 
○広域観光の推進 

予算額 1,658千円 計画額 1,658千円 計画額 1,658千円 

項 目 
現状値 

（H21年度） 
目標年 目標値 

川越市民が埻玉県川越都市圏まちづくり協議会を構成

する川越市以外の 6市町の施設を利用した人数（人） 
84,443 H27年度 120,000 

埻玉県川越都市圏まちづくり協議会を構成する川越市

以外の 6市町住民が川越市の施設を利用した人数（人） 
44,766 H27年度 50,000 

施策の指標 

施策の推進 
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第 1 章 保健・医療・福祉 
 

 

 

 

（基本目標） 

ともに助け合い、一人ひとりが健康で 

   いきいきと安心して暮らせるまち 
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第１章 保健・医療・福祉 

 
ともに助け合い、一人ひとりが健康でいきいきと安心して暮らせるまち 

  
第１節 だれもが幸せに地域で暮らせるまちづくり 

   
施策１ 児童福祉の推進 

    
15 子育て短期支援                        重点 子育て支援課                      

    
16 児童福祉事務                        重点 子育て支援課                      

    
17 地域子育て支援 保育課 

    
18 民間保育所補助等                       重点 保育課                         

    
19 家庭保育室等                         保育課                         

    
20 保育所建設事業                        保育課                         

    
21 保育所耐震化事業                       重点 保育課                         

    
22 ひかり児童園整備事業                     保育課                         

    
23 こども医療費支給                       重点 医療助成課                     

    
24 学童保育室整備事業                      教育財務課                     

  
 

 
25 幼稚園就園奨励費                       教育財務課                     

   
施策２ 高齢者福祉の推進 

    
26 東西後楽会館運営管理                     高齢者いきがい課                    

    
27 民間福祉施設補助（高齢者施設)                 福祉推進課                       

    
28 老人憩いの家整備                       高齢者いきがい課                    

    
29 養護老人ホーム（やまぶき荘）運営管理             高齢者いきがい課                    

    
30 家族介護支援事業・その他事業                 高齢者いきがい課                    

    
31 民間福祉施設補助（地域密着型施設等)              介護保険課                       

    
32 後期高齢者医療費支給（入院時見舞金）                     医療助成課                     

   
施策３ 障害者福祉の推進 

    
33 施設援護                           障害者福祉課                      

    
34 民間福祉施設補助（障害者施設)                 福祉推進課                       

   
施策４ 地域福祉の推進 

    
35 地域福祉の推進                        福祉推進課                       

   
施策５ 社会保障の推進 

  
第２節 生涯を通じた健康づくりと安全なまちづくり 

   
施策１ 健康づくりの推進 

    
36 予防接種の推進                        重点 健康づくり支援課                  

    
37 健康づくり支援                        健康づくり支援課                  

    
38 母子健康診査                         健康づくり支援課                  

    
39 介護予防普及啓発事業                     健康づくり支援課                  

   
施策２ 保健衛生・医療体制の充実 

    
40 地域医療の推進                        重点 保健医療推進課                   

  
第３節 安心できる生活を支えるしくみづくり 

   
施策１ 保健・医療・福祉の連携 
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第１章 ともに助け合い、一人ひとりが健康でいきいきと安心して暮らせるまち 

第１節 だれもが幸せに地域で暮らせるまちづくり 

章  節  施策  施策の名称 

１ - １ - １  児児童童福福祉祉のの推推進進 

 

 

 

（年度当初の値） 

 

 

1 子どもへの支援体制の充実 

① 子どもの健康づくりの施策を推進するため、各種健診、保健対策、小児医療等の充実に努

めます。 

② 子どもたちが心豊かに成長するように、さまざまな体験活動や交流を促進します。 

③ 学童保育など放課後、休日等の子どもの居場所づくりを推進するとともに、家庭、地域、

学校等が連携して子どもの健全育成の取組に努めます。 

④ 子どもに対する虐待を未然に防ぐとともに、虐待の早期発見や被虐待児を保護する体制を

整備し、児童虐待防止対策の充実に努めます。 

⑤ 障害のある子どもや、さまざまな支援を必要としている子どもとその家族が、地域で安心

して生活できるよう、障害児施策の充実に努めます。 

2 親への支援体制の充実 

① 安心して妊娠・出産ができるよう、親の健康確保を支援します。 

② 育児についての悩みを解消し、子育ての喜びを実感することができるよう、親の学びの機

会や社会参画の機会の充実に努めます。 

③ 仕事と子育ての両立を支援するため、育児休業、再雇用制度等の普及を促進するとともに、

各種講座等を開催し、ワーク・ライフ・バランスの推進・啓発に努めます。 

④ 多様化、増大する保育ニーズに応えるため、通常保育、延長保育等の拡充に努めるととも

に、保育の質的向上に努めます。 

⑤ ひとり親家庭等が精神的にも経済的にも自立して生活することができるよう、ひとり親家

庭等の自立支援を推進します。 

⑥ 子育て家庭の負担を軽減するため、こども医療費助成制度の充実を図ります。 

⑦ 子どもを幼稚園に通園させている保護者の負担を軽減するため、幼稚園就園奨励費の充実

を図ります。 

3 地域の支援体制の充実 

① 子どもが身近な地域で心身とも健やかに成長することができるよう、地域における子育て

支援サービスの充実に努めます。 

② 家庭教育講座や地域活動の推進により家庭や地域における教育力の向上に努めます。 

③ 子育て中の家庭が地域とつながり、人と人との輪を広げるため、子育てに関する情報提供

の充実に努めます。 

④ 子育て中の家庭への支援を充実するため、地域の子育てに関連する機関のネットワークづ

くりや子育てサークル等への支援に努めます。 

 

 

項 目 
現状値 

（H21年度） 
目標年 目標値 

保育園待機児童数（人） 173 H27年度 0 

施策の指標 

 

施策の推進 
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事業Ｎｏ 15 事業課 子育て支援課 重 点 

事業名 子育て短期支援 種別 ソフト事業 

予算科目 款 民生費 項 児童福祉費 目 児童福祉総務費 

事業目標・概要 保護者が、仕事その他の理由により、平日の夜間に不在となり家庭において児
童を養育することが困難になった場合、その児童を実施施設において預かり、
生活指導及び食事の提供等を行います。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○トワイライトステイ事業の充
実 

○トワイライトステイ事業の充
実 
○ショートステイ事業の創設 

○トワイライトステイ事業の
充実 
○ショートステイ事業の充実 

予算額 3,024千円 計画額 7,745千円 計画額 7,745千円 

 

事業Ｎｏ 16 事業課 子育て支援課 重 点 

事業名 児童福祉事務 種別 ソフト事業 

予算科目 款 民生費 項 児童福祉費 目 児童福祉総務費 

事業目標・概要 児童虐待の早期発見、早期対応及び子育て家庭への支援を図るため、相談体制を
強化し、総合的な児童虐待防止に向けた体制を整備するとともに、専門相談窓口
として児童虐待防止 SOSセンターの充実を図ります。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○川越市要保護児童対策地域協
議会の充実 
○児童虐待防止 SOS センターの
充実 
○ヘルパー派遣事業の創設 
○児童総合相談事業の創設 

○川越市要保護児童対策地域協
議会の充実 
○児童虐待防止 SOS センターの
充実 
○ヘルパー派遣事業の充実 
○児童総合相談事業の充実 
○親支援 CSP事業の創設 

○川越市要保護児童対策地域協
議会の充実 
○児童虐待防止 SOS センターの
充実 
○ヘルパー派遣事業の充実 
○児童総合相談事業の充実 
○親支援 CSP 事業の充実 

予算額 9,931千円 計画額 10,340千円 計画額 10,340千円 

 

事業Ｎｏ 17 事業課 保育課 

事業名 地域子育て支援 種別 ソフト事業 

予算科目 款 民生費 項 児童福祉費 目 児童福祉施設費 

事業目標・概要 子育てに対する身体的、精神的負担が増大し、育児不安に悩む保護者が増えてい
るため、電話及び面接相談を実施します。また、「子育て支援センター」、「つどい
の広場」、「わくわく広場」の開室、子育て講座の開設や子育てサークル等の育成
支援を行います。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○電話及び面接相談 
○サークル及びボランティアの
支援育成 
○子育てサロン支援 
○子育て講座の開催 
○子育て支援センター、つどい
の広場、わくわく広場の開室 

○電話及び面接相談 
○サークル及びボランティアの
支援育成 
○子育てサロン支援 
○子育て講座の開催 
○子育て支援センター、つどい
の広場、わくわく広場の開室 

○電話及び面接相談 
○サークル及びボランティアの
支援育成 
○子育てサロン支援 
○子育て講座の開催 
○子育て支援センター、つどい
の広場、わくわく広場の開室 

予算額 4,997千円 計画額 4,997千円 計画額 4,997千円 
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事業Ｎｏ 18 事業課 保育課 重 点 

事業名 民間保育所補助等 種別 ソフト事業 

予算科目 款 民生費 項 児童福祉費 目 児童福祉総務費 

事業目標・概要 民間保育所等の運営に係る経済的な支援を行い保育事業の拡大・充実に努めるこ
とにより、多様な保育ニーズへの対応及び児童や保育士等の処遇改善を図るため
所要の補助金を交付します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○認可保育園建設に係る補助 
○一時預かり事業 
○地域子育て支援拠点事業 
○延長保育促進事業 
○保育所地域活動事業 
○一歳児担当保育士雇用費 

○認可保育園建設に係る補助 
○一時預かり事業 
○地域子育て支援拠点事業 
○延長保育促進事業 
○保育所地域活動事業 
○一歳児担当保育士雇用費 

○一時預かり事業 
○地域子育て支援拠点事業 
○延長保育促進事業 
○保育所地域活動事業 
○一歳児担当保育士雇用費 

予算額 903,090 千円 計画額 896,506千円 計画額 754,278千円 

 

事業Ｎｏ 19 事業課 保育課 

事業名 家庭保育室等 種別 ソフト事業 

予算科目 款 民生費 項 児童福祉費 目 児童福祉総務費 

事業目標・概要 保護者の労働又は疾病等の事由により、保育に欠ける生後 8 週間以上 3 歳未満の
乳幼児の保育を本市の指定する家庭保育室に委託することで、保護者が安心して
就労又は療養に専念でき、もって児童福祉の増進を図ります。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○家庭保育室業務委託事業 
○家庭保育室保育料助成事業 

○家庭保育室業務委託事業 
○家庭保育室保育料助成事業 

○家庭保育室業務委託事業 
○家庭保育室保育料助成事業 

予算額 218,310 千円 計画額 306,396千円 計画額 321,847千円 

 

事業Ｎｏ 20 事業課 保育課 

事業名 保育所建設事業 種別 投資的事業 

予算科目 款 民生費 項 児童福祉費 目 児童福祉施設費 

事業目標・概要 入所児童に対し快適な保育環境を提供するとともに時代ごとに変化する保育ニー
ズに対応するため、待機児童の状況（人数、地域等）及び園舎の老朽化等を考慮
し、必要に応じて公立保育園の園舎の建て替えを行います。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○調査研究 
○用地選定 

○調査研究 
○用地選定 

○調査研究 
○用地選定 

予算額    0千円 計画額 0千円 計画額 0千円 
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事業Ｎｏ 21 事業課 保育課 重 点 

事業名 保育所耐震化事業 種別 投資的事業 

予算科目 款 民生費 項 児童福祉費 目 児童福祉施設費 

事業目標・概要 建築物の耐震改修の促進に関する法律及び同法施行令に基づき、保育園の地震に
対する安全性の確保を図るため、園舎の耐震改修を行います。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○耐震補強工事（１園） 
 

○耐震補強工事（１園） 
○改修工事設計（１園） 
○改修工事（１園） 

○改修工事設計（１園） 
○改修工事（２園） 

予算額 20,000 千円 計画額 16,980千円 計画額    15,290千円 

 

事業Ｎｏ 22 事業課 保育課 

事業名 ひかり児童園整備事業 種別 投資的事業 

予算科目 款 民生費 項 児童福祉費 目 障害時通園合同施設費 

事業目標・概要 障害のある子どもとその家族が、地域で安心して生活できるようにするため、施
設の改善を行います。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○用地測量 ○基本設計 
 

○実施設計 

予算額    1,000千円 計画額 4,500千円 計画額 3,000千円 

 

事業Ｎｏ 23 事業課 医療助成課 重 点 

事業名 こども医療費支給 種別 ソフト事業 

予算科目 款 民生費 項 児童福祉費 目 児童福祉総務費 

事業目標・概要 子どもの保健の向上と福祉の増進を図るため、子どもが必要とする医療を容易に
受けられるように、こどもに対する医療費の一部を支給します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○通院について小学校 6 年生ま
でに対象者を拡大 
・１０月診療分から 
 

○入院は中学 3 年生、通院は小
学校 6年生までを対象に支給 
 

○入院は中学 3 年生、通院は小
学校 6年生までを対象に支給 
 

予算額 965,797 千円 計画額 1,177,275 千円 計画額 1,177,275 千円 
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事業Ｎｏ 24 事業課 教育財務課 

事業名 学童保育室整備事業 種別 投資的事業 

予算科目 款 教育費 項 社会教育費 目 学童保育費 

事業目標・概要 入室児童数の増加に伴い、狭あい化している施設を整備し保育環境の改善を図る
とともに老朽化が著しい学童保育施設の改築等を行います。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○改築設計（高階西学童） 
○移設改築工事（高階单学童） 
○解体工事（高階单学童） 
○教室改修工事（泉学童、川越
学童） 

○改築設計（山田学童） 
○改築工事（高階西学童） 
○教室改修工事（第一学童、武
蔵野学童） 

○改築工事（山田学童） 
○教室改修工事（広谷学童、川
越西学童、霞ケ関西学童） 

予算額 30,600 千円 計画額 38,848千円 計画額 50,320千円 

 

事業Ｎｏ 25 事業課 教育財務課 

事業名 幼稚園就園奨励費 種別 ソフト事業 

予算科目 款 教育費 項 教育総務費 目 諸費 

事業目標・概要 家庭の所得状況に応じて保護者の経済的負担の軽減を図り、公・私立幼稚園間の
保護者負担の格差の是正を図るため、文部科学省の補助を受けて実施しています。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○幼稚園就園奨励費 ○幼稚園就園奨励費 ○幼稚園就園奨励費 

予算額 526,949 千円 計画額 546,657千円 計画額 567,102千円 
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《関連データ》 第三次川越市総合計画後期基本計画 20ページより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
総人口 

年尐人口 

（0歳～14歳） 

生産年齢人口 

（15歳～64 歳） 

老年人口 

（65歳以上）  （うち 75歳以上） 

平 成 7 年   

国 勢 調 査 
323,353 人 

49,836人 

(15.4%) 

241,110人 

(74.6%) 

32,407人 

(10.0%) 

（12,621人） 

(3.9%) 

平 成 1 2 年 

国 勢 調 査 
330,766 人 

47,041人 

(14.2%) 

241,301人 

(73.0%) 

42,424人 

(12.8%) 

（15,989人） 

(4.8%) 

平 成 1 7 年 

国 勢 調 査 
333,795 人 

45,513人 

(13.6%) 

232,039人 

(69.5%) 

56,243人 

(16.9%) 

（21,042人） 

(6.3%) 

平成 22 年推計 341,877人 
44,460人 

(13.0%) 

223,045人 

(65.2%) 

74,372人 

(21.8%) 

（28,811人） 

(8.4％) 

平成 27 年推計 340,536人 
42,149人 

(12.4%) 

207,399人 

(60.9%) 

90,988人 

(26.7%) 

（38,287人） 

(11.2%) 

平成 32 年推計 335,211人 
39,871人 

(11.9%) 

197,674人 

(59.0%) 

97,666人 

(29.1%) 

（49,173人） 

(14.7%) 

平成 37 年推計 325,400 人 
36,775人 

(11.3%) 

191,254人 

(58.8%) 

97,371人 

(29.9%) 

（58,844人） 

(18.1%) 

 

 

年齢３区分人口の推移
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第１章 ともに助け合い、一人ひとりが健康でいきいきと安心して暮らせるまち 

第１節 だれもが幸せに地域で暮らせるまちづくり 

章  節  施策  施策の名称 

１ - １ - ２  高高齢齢者者福福祉祉のの推推進進 

 

 

 

1 生きがい対策の充実 

① 高齢者のふれあい交流の拠点整備を図り、生きがいづくりを支援します。 

② 高齢者の価値観やライフスタイルの多様化に合わせた生涯学習、就労機会の拡大、世代間

交流の活動などを促進します。 

2 介護予防・生活支援の推進 

① 健康の保持・増進を図り、心身の状態の悪化を防ぎ、健康で生きがいのある生活を送れる

よう、介護予防・生活支援の観点から在宅での生活を支える施策を推進します。 

② 介護や支援が必要な高齢者等の日常生活を支援する在宅福祉サービスの充実に努めます。 

3 地域包括ケア体制の推進 

① 地域の身近な窓口となる総合相談の充実に努めます。 

② 包括的・継続的なマネジメントが図れるよう人材の育成や保健・医療・福祉サービスの関

係機関との連携を促進します。 

③ 迅速で適切な対応が図れるよう民生委員・児童委員やボランティア等による関係機関等の

ネットワークづくりを更に推進します。 

4 介護サービスの充実 

① 介護サービス事業者が、適正なケアマネジメントに基づき介護サービスが提供できるよ

う、介護支援専門員(ケアマネジャー)の質的な向上を図ります。 

② 利用者による良質な介護サービスの選択を支援するため、行政と介護サービス事業者との

連携を図り、サービスの質の向上を促進します。 

③ 介護保険制度の適正で効率的な運用に基づき、計画的な介護サービスの提供を促進しま

す。 

5 居住環境の整備・充実 

① 住宅改善等に対する支援の充実を図ります。 

② 在宅での生活が困難な高齢者のため、特別養護老人ホーム等の各種施設の整備・充実を図

ります。 

6 福祉医療サービスの充実 

① 高齢者の医療サービスの充実について検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策の推進 
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事業Ｎｏ 26 事業課 高齢者いきがい課 

事業名 東西後楽会館運営管理 種別 投資的事業 

予算科目 款 民生費 項 社会福祉費 目 老人福祉施設費 

事業目標・概要 高齢者に関する各種の相談に応じるとともに、健康の増進、教養の向上及びレク
リエーションのための便宜を総合的に提供する場である老人福祉センターの運営
管理を行います。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○東西後楽会館の運営管理 
○東後楽会館の重油タンク修繕
工事 

○東西後楽会館の運営管理 
○東西後楽会館の耐震診断 

○東西後楽会館の運営管理 
○耐震診断の結果により耐震補
強工事を実施 

予算額 128,395 千円 計画額 127,065千円 計画額 127,939千円 

 

事業Ｎｏ 27 事業課 福祉推進課 

事業名 民間福祉施設補助（高齢者施設） 種別 ソフト事業 

予算科目 款 民生費 項 社会福祉費 目 老人福祉費 

事業目標・概要 川越市介護保険事業計画において策定された施設サービス必要量に基づき、在宅
での生活が困難な高齢者の生活の場の整備を図るため、特別養護老人ホームを整
備する社会福祉法人に対して建設費用の一部を補助します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○特別養護老人ホームの創設整
備（第 4 期分） 
○特別養護老人ホームの増床整
備（第 4 期分） 
○第 5 期川越市介護保険事業計
画による施設整備 

○第 5 期川越市介護保険事業計
画による施設整備 

○第 5 期川越市介護保険事業計
画による施設整備 

予算額 320,930 千円 計画額 ― 計画額 ― 

 

事業Ｎｏ 28 事業課 高齢者いきがい課 

事業名 老人憩いの家整備 種別 投資的事業 

予算科目 款 民生費 項 社会福祉費 目 老人福祉施設費 

事業目標・概要 高齢者が地域社会の中で、生きがいのある生活が送れるようにするため、高齢者
のふれあいと交流の拠点である老人憩いの家の運営管理を行います。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○老人憩いの家運営管理（小ケ
谷・高階北・川越駅東口） 
○自治会老人憩いの家整備（月
吉町） 
○自治会老人憩いの家運営管理
（53ヵ所） 

○老人憩いの家運営管理（小ケ
谷・高階北・川越駅東口） 
○自治会老人憩いの家整備（中
福北单・住友あおい） 
○自治会老人憩いの家運営管理
（54ヵ所） 

○老人憩いの家運営管理（小ケ
谷・高階北・川越駅東口） 
○自治会老人憩いの家整備（藤
原町・吉田新町） 
○自治会老人憩いの家運営管理
（56ヵ所） 

予算額 20,756 千円 計画額 27,783千円 計画額 27,837千円 
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事業Ｎｏ 29 事業課 高齢者いきがい課 

事業名 養護老人ホーム（やまぶき荘）運営管理 種別 投資的事業 

予算科目 款 民生費 項 社会福祉費 目 老人福祉施設費 

事業目標・概要 養護老人ホームやまぶき荘の運営管理を行います。 
老人福祉センター西後楽会館、養護老人ホームやまぶき荘及び上野塚下水道管理
組合加入世帯の生活排水を適正に処理するため、やまぶき荘等汚水処理施設を計
画的に整備します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○やまぶき荘の運営管理 
○やまぶき荘給湯設備改修工 
事 
 

○やまぶき荘の運営管理 
○やまぶき荘非常電源設備工事 
○汚水処理施設電気配線配管更
新工事 

○やまぶき荘の運営管理 
○汚水処理施設回転円板装置取
替工事 5 号基 
 
 

予算額 210,880 千円 計画額 226,376千円 計画額 226,376千円 

 

事業Ｎｏ 30 事業課 高齢者いきがい課 

事業名 家族介護支援事業・その他事業 種別 ソフト事業 

予算科目 介護保険事業特別会計 

事業目標・概要 高齢者が住みなれた地域で安心して生活を継続できるよう、認知度、徘徊の見ら
れる高齢者を居宅で介護している家族等を支援します。 
関係機関と連携し、高齢者の虐待の予防及び本人・家族の権利擁護を図ります。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○認知症サポーター養成講座      
○徘徊高齢者家族支援サービス 
事業 
○要援護高齢者等支援ネットワ
ーク 
○成年後見制度 

○認知症サポーター養成講座      
○徘徊高齢者家族支援サービス 
事業 
○要援護高齢者等支援ネットワ
ーク 
○成年後見制度 

○認知症サポーター養成講座      
○徘徊高齢者家族支援サービス 
事業 
○要援護高齢者等支援ネットワ
ーク 
○成年後見制度 

予算額 15,805 千円 計画額 19,066千円 計画額 22,720千円 

 

事業Ｎｏ 31 事業課 介護保険課 

事業名 民間福祉施設補助（地域密着型施設等) 種別 ソフト事業 

予算科目 款 民生費 項 社会福祉費 目 老人福祉費 

事業目標・概要 川越市高齢者保健福祉計画・第 5期川越市介護保険事業計画のサービス必要量（見
込み）を確保するため、平成 24 年度末まで 1 年延長された介護基盤緊急整備等特
別対策事業費補助金（県補助金）を原資として、地域密着型施設等の建設費等の
一部を補助します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○介護基盤の緊急整備等補助金 
・小規模多機能型居宅介護事業
所（1 箇所） 
○施設の開設準備経費等補助金 
・小規模多機能型居宅介護事業
所（1 箇所） 
 
 

  

予算額 35,400 千円 計画額 0千円 計画額 0千円 
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事業Ｎｏ 32 事業課 医療助成課 

事業名 後期高齢者医療費支給（入院時見舞金） 種別 ソフト事業 

予算科目 款 民生費 項 社会福祉費 目 老人福祉費 

事業目標・概要 後期高齢者の医療費の負担を軽減するための措置を検討します。 
住民税非課税世帯で本市に住所を有する後期高齢者医療被保険者が、平成 24 年
10 月以降に医療保険適用の病院に 31 日以上入院した場合、見舞金として 1 年度
15,000 円を 1回支給します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○平成 24年 10 月から実施 ○実施 ○実施 

予算額 10,803 千円 計画額 21,580千円 計画額 23,365千円 
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第１章 ともに助け合い、一人ひとりが健康でいきいきと安心して暮らせるまち 

第１節 だれもが幸せに地域で暮らせるまちづくり 

章  節  施策  施策の名称 

１ - １ - ３  障障害害者者福福祉祉のの推推進進 

 

 

 

(年度又は年度末の値） 

 

 

1 保健・医療サービスの充実 

① 障害の発生予防及び早期発見、早期療育事業の充実に努めます。 

② 重度障害者（児）とその家族の経済的負担を軽減するため、医療費公費負担制度の充実を

図ります。 

2 生涯にわたる学習機会の充実 

① 障害のある子どもの乳幼児期における成長を支援するため、相談・支援の充実を図ります。 

② 障害のある子どもの教育を充実させるため、特別支援学級等の学校教育の充実を図りま

す。 

③ 障害のある人の学習機会を提供するため、公民館等において障害のある人のための講座の

充実を図ります。 

3 雇用・就労の促進 

① 障害のある人が、能力に応じた働く場を確保できるよう、川越市障害者就労支援センター

の充実に努めます。 

② 障害の種類・程度に応じ、一般企業で働く企業就労や、施設で働く福祉的就労の促進に努

めます。 

4 社会参加の拡充 

① 障害のある人の社会参加を促進するため、広報・広聴活動の充実を図ります。 

② 市、埻玉県等のスポーツ大会への参加を促進します。 

③ 障害のある人を支援するボランティア組織の充実を図ります。 

5 福祉サービスの充実 

① 利用しやすい在宅福祉サービスの充実を図ります。 

② 各種障害者施設の整備を促進します。 

③ 障害者相談支援事業の充実を図ります。 

6 障害及び障害のある人を理解するための施策の推進 

① 障害者週間記念事業などを通じ、障害のある人とない人、また障害のある人同士の交流の

機会の拡大を図ります。 

② 小・中学校と福祉施設、特別支援学校との交流などを行い、福祉教育の推進に努めます。 

 

 

 

項 目 
現状値 

（H22年度） 
目標年 目標値 

障害者施策の満足度（％） 35.2 H27年度 40.0 

施策の指標 

 

施策の推進 
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事業Ｎｏ 33 事業課 障害者福祉課 

事業名 施設援護 種別 ソフト事業 

予算科目 款 民生費 項 社会福祉費 目 障害者福祉費 

事業目標・概要 障害者福祉施設が行う事業に対し、事業の円滑な運営を図るため、運営費の補助
や地代の補助等必要な支援を行います。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○運営費補助 
○地代補助 
 

○運営費補助 
○地代補助 
 

○運営費補助 
○地代補助 
 

予算額 245,787 千円 計画額 245,787千円 計画額 245,787千円 

 

事業Ｎｏ 34 事業課 福祉推進課 

事業名 民間福祉施設補助（障害者施設） 種別 ソフト事業 

予算科目 款 民生費 項 社会福祉費 目 障害者福祉費 

事業目標・概要 川越市障害者支援計画に基づき、障害者の生活の場や日中活動の場を確保し、障
害福祉サービスの充実を図るため、社会福祉法人が設置する施設等の整備費用の
一部を補助し、各種障害者施設等の整備を促進します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○川越市民間社会福祉施設整備
促進事業 
○川越市障害者福祉施設等施設
整備費市費補助金 

○川越市民間社会福祉施設整備
促進事業 
○川越市障害者福祉施設等施設
整備費市費補助金 

○川越市民間社会福祉施設整備
促進事業 
○川越市障害者福祉施設等施設
整備費市費補助金 

予算額 50,637 千円 計画額 88,729千円 計画額 29,683千円 
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第１章 ともに助け合い、一人ひとりが健康でいきいきと安心して暮らせるまち 

第１節 だれもが幸せに地域で暮らせるまちづくり 

章  節  施策  施策の名称 

１ - １ - ４  地地域域福福祉祉のの推推進進 

 

 

 

1 市民参加の促進 

① 情報提供や知識・技術を学ぶ機会の提供など市民やボランティア団体の活動の支援に努め

ます。 

② 市民の主体的参加を図るため、市民相互の交流事業や学習会等の開催を促進します。 

③ 広報やホームページなどを活用して、市民が手軽に必要な情報を入手できるように努めま

す。 

④ 市民のボランティアなどの活動への参加意欲の高まりに対応するとともに、地域での活動

を活性化させるため、ボランティアの養成・確保を支援します。 

2 地域における福祉サービスの適切な利用の促進 

① 福祉サービスを必要とする市民のために、相談支援体制の整備や必要なサービスを利用す

ることができるしくみづくりに努めます。 

② 権利擁護や苦情解決など適切なサービス利用を支援する制度の整備を図ります。 

3 社会福祉事業への支援 

① 社会福祉事業者が提供する多様なサービスの振興を促進し、これらと行政サービスの連携

による協働の実現に努めます。 

4 社会福祉協議会の基盤の整備強化 

① 地域福祉の担い手である社会福祉協議会の基盤の整備強化を促進します。 

 

 

事業Ｎｏ 35 事業課 福祉推進課 

事業名 地域福祉の推進 種別 ソフト事業 

予算科目 款 民生費 項 社会福祉費 目 社会福祉総務費 

事業目標・概要 地域福祉の充実を図るため、第 2次地域福祉計画の推進を図ります。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○第 2次地域福祉計画の推進 
・地域福祉講演会 
・コミュニティソーシャルワーカー育成研修 
○福祉サービス苦情処理委員関
係事務 

○第 2次地域福祉計画の推進 
・地域福祉講演会 
・コミュニティソーシャルワーカー育成研修 
・地区別福祉プラン推進費用補助 
○福祉サービス苦情処理委員関
係事務 

○第 2次地域福祉計画の推進 
・地域福祉講演会 
・コミュニティソーシャルワーカー育成研修 
・地区別福祉プラン推進費用補助 
○福祉サービス苦情処理委員関係事務 
○第 3次地域福祉計画策定に係
る基礎調査 

予算額 375千円 計画額 1,475千円 計画額 3,475千円 

 

施策の推進 
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第１章 ともに助け合い、一人ひとりが健康でいきいきと安心して暮らせるまち 

第１節 だれもが幸せに地域で暮らせるまちづくり 

章  節  施策  施策の名称 

１ - １ - ５  社社会会保保障障のの推推進進 

 

 

 

（年度又は年度末の値） 

 

 

1 国民健康保険制度の健全な運営 

① 診療報酬明細書の効率的な点検等を行い、医療費の適正化対策を推進します。 

② 健全な運営を行うため、国民健康保険税の適正化に努め、収入の確保を図ります。 

③ 生活習慣病予防を図るとともに健康づくりを支援するため、保健事業の推進を図ります。 

2 高齢者に対する医療制度の円滑な運用 

① 後期高齢者医療制度の周知を図り、安定的かつ健全な制度運営に努めます。 

3 国民年金制度の啓発 

① 年金事務所との連携を図り、年金相談体制の充実を図ります。 

② 市民の年金受給資格を確保するため、広報紙等により国民年金制度の啓発を推進します。 

4 介護保険制度の健全な運営 

① 介護保険の適正なサービス利用を図るため、介護給付適正化の取組を進めます。 

② 低所得者等に対する利用者負担を軽減することにより、介護サービスの利用の促進を図り

ます。 

5 生活保護制度の適正な運用 

① 保護の受給要件の的確な把握等による制度の適正な実施を図ります。 

② 面接相談体制等実施体制の充実強化を図ります。 

③ 民生委員等関係機関との連携の強化を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 
現状値 

（H21年度） 
目標年 目標値 

特定健康診査受診率（％） 33.0 H27 年度 80.0 

要介護認定者に占める介護サービス利用者の割合（％） 78.1 H27 年度 81.5 

施策の指標 

 

施策の推進 
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第１章 ともに助け合い、一人ひとりが健康でいきいきと安心して暮らせるまち 

第２節 生涯を通じた健康づくりと安全なまちづくり 

章  節  施策  施策の名称 

１ - ２ - １  健健康康づづくくりりのの推推進進 

 

 

 

（年度又は年度末の値） 

 

 

1 健康づくりの支援 

① 各種会議等を実施し、関係機関・団体とのネットワークを構築するとともに目的に応じた

連携を行い、健康づくりの基盤整備を図ります。 

② 市民の自主的な健康づくりを支援するため、保健推進員等の団体の育成あるいは支援を行

います。 

③ 食育の推進及び歯科保健の充実を図ります。 

2 母子保健の充実 

① 健やかな子どもたちの育成を支援するため、関係機関との連携を強化し、健康診査、健康

相談、健康教室等を充実させるとともに、次代の親となる思春期から、妊娠、出産、育児期

にわたる母子保健の充実を図ります。 

3 成人保健の充実 

① 一人ひとりが健康でいきいきとした人生を送ることができるように、生活習慣病の予防、

心身の健康の保持増進を目的とした健康診査、健康相談、健康教育等を、関係機関との連携

を図り充実させるとともに、生涯にわたる健康づくりを支援します。 

 

事業Ｎｏ 36 事業課 健康づくり支援課 重 点 

事業名 予防接種の推進 種別 ソフト事業 

予算科目 款 衛生費 項 保健衛生費 目 予防接種費 

事業目標・概要 感染症の発生やまん延を防ぐため、予防接種法に基づき乳幼児や児童、生徒、高
齢者に対して各種予防接種を実施します。また、国の動向に合わせ、任意予防接
種の接種費用の助成を行います。 
 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○定期接種 
・集団接種 
・個別接種 
○任意予防接種費用助成 
 

○定期接種 
・集団接種 

※国の動向により変更あり 
・個別接種 
○任意予防接種費用助成 

※国の動向により変更あり 
 

○定期接種 
・集団接種 
※国の動向により変更あり 

・個別接種 
○任意予防接種費用助成 
※国の動向により変更あり 

 

予算額 921,197 千円 計画額 921,197千円 計画額 921,197千円 

項 目 
現状値 

（H21年度） 
目標年 目標値 

運動習慣者の割合（％） 35.3 H27年度 36.0 

施策の指標 

 

施策の推進 
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事業Ｎｏ 37 事業課 健康づくり支援課 

事業名 健康づくり支援 種別 ソフト事業 

予算科目 款 衛生費 項 保健衛生費 目 成人保健指導費 

事業目標・概要 「川越みんなの健康プラン（健康日本 21・川越市計画）」「食育推進計画」に基づ
き、地域住民や各種団体との連携を図り、市民が主体的な健康づくりに取り組む
ための基盤整備を行います。 
 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○川越みんなの健康プランに基
づく健康づくりの推進 
○食育推進事業の推進 
 

○川越みんなの健康プランに基
づく健康づくりの推進及び計画
の見直し 
○食育推進事業の推進 
 

○第 2 次川越みんなの健康プラ
ンの策定 
○第 2次食育推進計画の策定 
 

予算額 2,615千円 計画額 2,708千円 計画額 2,708千円 

 

事業Ｎｏ 38 事業課 健康づくり支援課 

事業名 母子健康診査 種別 ソフト事業 

予算科目 款 衛生費 項 保健衛生費 目 母子保健指導費 

事業目標・概要 母子保健法に基づき、妊娠中の異常の早期発見と安全な出産を支援するため、妊
婦健康診査を実施します。また、乳幼児の疾病の早期発見、乳幼児及び保護者の
健康の保持増進を図るため、乳幼児健康診査・歯科健診を実施します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○妊婦健康診査 
○乳幼児健康診査 
○歯科健診 

○妊婦健康診査 
○乳幼児健康診査 
○歯科健診 

○妊婦健康診査 
○乳幼児健康診査 
○歯科健診 

予算額 293,469 千円 計画額 293,469千円 計画額 293,469千円 

 

事業Ｎｏ 39 事業課 健康づくり支援課 

事業名 介護予防普及啓発事業 種別 ソフト事業 

予算科目 介護保険事業特別会計 

事業目標・概要 要介護状態になることを予防し、健康でいきいきした生活が送れるよう、介護予
防普及啓発事業を実施します。 
 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○介護予防教室 
○普及啓発 

○介護予防教室 
○普及啓発 

○介護予防教室 
○普及啓発 

予算額 10,873 千円 計画額 11,117千円 計画額 11,366千円 
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第１章 ともに助け合い、一人ひとりが健康でいきいきと安心して暮らせるまち 

第２節 生涯を通じた健康づくりと安全なまちづくり 

章  節  施策  施策の名称 

１ - ２ - ２  保保健健衛衛生生・・医医療療体体制制のの充充実実 

 

 

 

1 精神保健対策の推進 

① 市民の心の健康づくりを推進するため関係機関と連携を図りながら、精神保健相談・訪問

指導を充実します。 

② 精神障害者の社会復帰と自立を支援し、社会経済活動への参加を促します。 

③ 精神保健に関する正しい理解と知識の普及啓発や関係組織の育成に努めます。 

2 感染症予防対策の推進 

① 結核・エイズをはじめとする感染症の正しい知識の普及啓発を図り、感染症の予防とまん

延の防止に努めます。 

② 関係機関や団体との協働による疾病予防体制の整備を図るとともに、緊急時における危機

管理体制を強化します。 

3 地域医療体制の整備・充実 

① 市民への適切な医療の提供を確保するため、地元医療団体等と連携して「かかりつけ医」

の定着、病診連携の推進、救急医療体制の整備など、医療機能の充実を図ります。 

② 民間医療機関では困難な医療サービスを提供するなど、公的医療機関の在り方を見直しま

す。 

③ 薬に関する正しい知識の普及啓発に努めます。 

4 食の安全・安心の確保 

① 食品の製造所や販売店への監視指導と検査体制を強化し、食の安全・安心を確保するとと

もに、食品衛生に関する正しい知識の普及に努めます。 

5 衛生的で快適な住環境の確保 

① 公衆浴場や理容所など、生活に密着した生活衛生施設の衛生水準の維持向上のため、監視

指導体制の充実に努めます。また、衛生害虫等の相談・情報提供を行います。 

② 特定建築物の衛生的な維持管理の指導に努めます。 

6 人と動物が共生できる豊かな社会づくり 

① 犬・猫等の適切な飼い方の知識や動物愛護思想の普及啓発に努め、人と動物が共生できる

豊かな社会づくりを推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

施策の推進 
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事業Ｎｏ 40 事業課 保健医療推進課 重 点 

事業名 地域医療の推進 種別 ソフト事業 

予算科目 款 衛生費 項 保健衛生費 目 保健衛生総務費 

事業目標・概要 事業者が休日急患・夜間診療を実施する診療所や看護師等の養成所を整備する場
合に、施設整備に要する経費の一部を補助します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○休日急患・夜間診療所等整備
補助 
○市立診療所廃止 
 

○休日急患・夜間診療所等整備
補助 
 

○休日急患・夜間診療所等整備
補助 
 

予算額 131,162 千円 計画額 110,924千円 計画額 90,693千円 
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第１章 ともに助け合い、一人ひとりが健康でいきいきと安心して暮らせるまち 

第３節 安心できる生活を支えるしくみづくり 

章  節  施策  施策の名称 

１ - ３ - １  保保健健・・医医療療・・福福祉祉のの連連携携 

 

 

 

1 保健・医療・福祉関係機関等の連携 

① 保健・医療・福祉サービスを提供している関係機関や事業者との情報の共有化や連絡協議

会の設置など連携の強化を図ります。 

2 地域関係団体（者）の連携 

① 市民の最も身近なところにあって活動している地域の自治会、民生委員・児童委員、保健

推進員等の地域関係団体（者）のネットワークづくりなど連携の強化を図ります。 

3 行政における連携体制 

① 横断的な情報の活用及び総合的なサービスの提供を図るため、市組織の連携体制の充実を

図ります。 

② 連携体制の効果的な運用を図るため、情報機器を用いたシステムの改善を進めていきま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策の推進 
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第２章 教育・文化・スポーツ 
 

 

 

 

（基本目標） 

学びと交流を深め、 

   豊かな心と文化をはぐくむまち 
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第２章 教育・文化・スポーツ 

学びと交流を深め、豊かな心と文化をはぐくむまち 

 
第１節 活力ある地域を創る生涯学習の推進 

  
施策１ 生涯学習環境の整備・充実 

   
41 霞ケ関北公民館整備推進                    地域教育支援課                   

   
42 生涯学習センター推進                     文化振興課                   

   
43 仮称西公民館建設推進                     地域教育支援課                   

   
44 仮称霞ケ関西公民館建設推進                  地域教育支援課                   

   
45 公民館施設整備                        中央公民館                     

   
46 博物館等運営管理                       博物館                       

  
施策２ 生涯にわたる学習活動の推進 

   
47 市民向け講座の推進                      文化振興課                   

 
第２節 個性を生かす学校教育の推進 

  
施策１ 豊かな人間性をはぐくむ教育の推進 

   
48 尐人数学級のための臨時講師配置                重点 学校管理課                     

   
49 生徒指導の充実・強化                     教育指導課                     

   
50 英語指導助手配置事業                     教育センタ－                    

   
51 小学校情報教育推進                      教育センタ－                    

   
52 中学校情報教育推進                      教育センタ－                    

  
施策２ 教育環境の整備・充実 

   
53 小学校大規模改造                       教育財務課                     

   
54 中学校大規模改造                       教育財務課                     

   
55 小学校耐震化推進                       重点 教育財務課                     

   
56 中学校耐震化推進                       重点 教育財務課                     

   
57 市立高等学校将来構想推進                   学校管理課                     

   
58 学校給食センター施設整備                   学校給食課                     

   
59 教育センター運営管理                     教育センタ－                    

 
第３節 歴史文化の継承と新しい市民文化の創造 

  
施策１ 芸術文化活動の充実 

   
60 文化施設整備                         文化振興課                   

   
61 文化事業の推進                        重点 文化振興課                   

   
62 美術館運営管理 美術館                 

  
施策２ 文化財の保存・活用 

   
63 伝建地区保存整備                       重点 都市景観課                     

   
64 河越館跡整備                         重点 文化財保護課                    

 
第４節 多文化共生と国際交流・協力の推進 

  
施策１ 多文化共生と国際交流・協力の推進 

   
65 国際化施策の推進                       文化振興課                   
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66 国際交流センター運営管理                   文化振興課                   

 
第５節 生涯スポーツの推進 

  
施策１ 生涯スポーツの推進 

   
67 スポーツ教室・大会等の充実                  重点 スポーツ振興課                 

   
68 生涯スポーツの充実                      スポーツ振興課                 

   
69 体育施設の整備・充実                     スポーツ振興課                 

   
70 学校体育施設の活用                      スポーツ振興課                 
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第 2章 学びと交流を深め、豊かな心と文化をはぐくむまち 

第 1節 活力ある地域を創る生涯学習の推進 

章  節  施策  施策の名称 

２ - １ - １  生生涯涯学学習習環環境境のの整整備備・・充充実実 

 

 

 

（年度又は年度末の値） 

かわごえｓ 

 

1 生涯学習推進体制の確立 

① 「川越市生涯学習基本構想・基本計画」を推進します。 

② 生涯学習を推進するための拠点施設を設置します。 

③ 教育機関、関係各課が連携を図り、市民の学習活動の支援ができるように、関係職員の資

質向上に努めます。 

2 身近な学習施設の整備・充実 

① 市民にとって身近な場で、多様な市民活動ができるよう、公民館をはじめとする学習施設

の整備・充実に努めます。 

② 市民が利用しやすい公民館とするため、（仮称）地区市民センター構想との整合を図り、

施設機能の見直しを行います。 

3 図書館サービス網の整備・充実 

① 「川越市図書館サービス網計画」に基づき、市民が身近な場所で図書館サービスを受ける

ことができるよう、中央図書館を中心とした各分館とのネットワークによる図書館網の整備

を目指します。 

② 図書館サービスに関する多様な市民要望に応えるため、各分野の資料や学習・研究情報の

提供サービスの充実を図ります。 

③ 市民の図書館利用を促進するため、県立図書館、相互利用協定の図書館、大学や学校図書

館との連携・協力を推進します。 

4 博物館の整備・充実 

① 多様化する市民の学習活動への対応と観光に貢献する施設として、常設展示の見直しを図

るとともに、収蔵システムやスペースを検討し、収蔵機能の充実を図ります。 

② 文化財及び観光拠点施設としての機能を継承していくため、本丸御殿・蔵造り資料館の整

備に努めます。 

5 高等教育機関等との連携・協働の推進 

① 近隣の大学などの高等教育機関との連携により、生涯学習の機会拡充を図ります。 

② 市民の自主的活動を推進するため、NPO等が交流する機会の拡充や支援を進めます。 

③ 産学公の連携により情報の共有化の推進と多様なプロジェクトの実施を図ります。 

 

 

 

 

項 目 
現状値 

（H21年度） 
目標年 目標値 

学習施設利用者数（万人） 141 H27年度 200 

施策の指標 

 

施策の推進 
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事業Ｎｏ 41 事業課 地域教育支援課 

事業名 霞ケ関北公民館整備推進 種別 投資的事業 

予算科目 款 教育費 項 社会教育費 目 公民館費 

事業目標・概要 市民にとって身近な場で、多様な市民活動ができるようにするため、老朽化、
狭あい化している霞ケ関北公民館を旧霞ケ関北小学校体育館跡地に移転し、整
備します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○建設推進 
・調査研究 

○建設推進 
・設計委託 
・調査委託 
 

○建設推進 
・設計委託 

予算額  100千円 計画額 4,002千円 計画額 11,798千円 

 

事業Ｎｏ 42 事業課 文化振興課 

事業名 生涯学習センター推進 種別 投資的事業 

予算科目 款 総務費 項 総務管理費 目 文化行政費 

事業目標・概要 市民の多様な学習要求に応えるため、生涯学習を支援していく中心施設として生
涯学習センター的機能を持つ市民活動（生涯学習）施設を設置します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○地域振興ふれあい拠点施設内
に整備予定の市民活動（生涯学
習）施設の導入機能の調査・研
究 

○地域振興ふれあい拠点施設内
に整備予定の市民活動（生涯学
習）施設の導入機能の調査・研
究 

 

予算額   20千円 計画額   20千円 計画額   0千円 

 

事業Ｎｏ 43 事業課 地域教育支援課 

事業名 仮称西公民館建設推進 種別 投資的事業 

予算科目 款 教育費 項 社会教育費 目 公民館費 

事業目標・概要 市民にとって身近な場で、多様な市民活動ができるようにするため、未設置地区
である野田中学校区に公民館の建設を推進します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○建設推進 
・調査研究 

○建設推進 
・調査委託 
 

○建設推進 
・設計委託 
 

予算額  100千円 計画額  2,100千円 計画額 3,202千円 
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事業Ｎｏ 44 事業課 地域教育支援課 

事業名 仮称霞ケ関西公民館建設推進 種別 投資的事業 

予算科目 款 教育費 項 社会教育費 目 公民館費 

事業目標・概要 市民にとって身近な場で、多様な市民活動ができるようにするため、未設置地区
である霞ケ関西中学校区に公民館の建設を推進します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○建設推進 
・調査研究 

○建設推進 
・設計委託 
・調査委託 

○建設推進 
・設計委託 

予算額  500千円 計画額 2,875千円 計画額 7,550千円 

 

事業Ｎｏ 45 事業課 中央公民館 

事業名 公民館施設整備 種別 投資的事業 

予算科目 款 教育費 項 社会教育費 目 公民館費 

事業目標・概要 公民館を安全で安心な学習施設として利用できるようにして、市民の生涯学習を
推進するため老朽化する施設整備の改修を行います。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○大規模改修事業 
○既存の施設設備の補修・整備 

○大規模改修事業 
○既存の施設設備の補修・整備 
 

○大規模改修事業 
○既存の施設設備の補修・整備 

予算額 25,600 千円 計画額 70,873千円 計画額 40,015千円 

 

事業Ｎｏ 46 事業課 博物館 

事業名 博物館等運営管理 種別 投資的事業 

予算科目 款 教育費 項 社会教育費 目 博物館管理費 

事業目標・概要 開館以来 20 年以上が経過した常設展示を見直すとともに、老朽化した施設設備の
改善等を行い、博物館機能の向上と充実を図ります。 
蔵造り資料館に修理を施し、文化財の保存を図ります。また、本丸御殿の庭園整
備等を行います。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○博物館常設展示検討委員会の
開催 

○博物館常設展示改装等基本設
計委託 
○博物館常設展示映像機器更新 
○博物館直流電源装置更新 
○蔵造り資料館損朽調査委託 
○本丸御殿周辺整備 

○博物館常設展示改装等実施設
計委託 
○博物館ビデオルーム映像機器
更新 
○博物館直流電源装置更新 
○蔵造り資料館修理基本計画策
定 
○本丸御殿周辺整備 

予算額 200千円 計画額 20,500千円 計画額 18,400千円 
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第２章 学びと交流を深め、豊かな心と文化をはぐくむまち 

第１節 活力ある地域を創る生涯学習の推進 

章  節  施策  施策の名称 

２ - １ - ２  生生涯涯ににわわたたるる学学習習活活動動のの推推進進 

 

 

 

（年度又は年度末の値） 

 

 

1 多様な学習機会の創設 

① 市の関係各課、教育機関や民間等の学習情報や人材など学習資源の収集に努め、学習情報

の一元化を図り、市民にとって利用しやすい、学習情報の提供システムを整備します。 

② 市民の学習意識や行動について把握するため、生涯学習に関する意識調査を定期的に実施

します。 

③ 市民主体の多様な学習や文化活動の促進、また社会の中で培った知識や技能が生かされる

場の拡充を図るため、市民と市の協働による市民講座を提供します。 

2 社会の変化に応じた学習機会の提供 

① 子どもの成長段階や高齢期の生き方など、生涯の各時期に応じて生じる課題、特に社会の

変化に応じた学習課題に関する学習機会の充実を図ります。 

② 人権学習、環境学習、情報学習など現代的課題に対応した学習の機会を提供します。 

3 地域の教育力の向上 

① 子どもたちの生きる力を育むため、学校・家庭・地域社会の連携を更に深め、地域や学校

での学びを支援するシステムを整備し、個々に行われる事業を支援し、また、地域の教育力

の向上を図るため、地域ぐるみで教育活動を進めます。 

② 地域への愛着とまちづくりへの市民の参加意識を高揚させるため、郷土の歴史や伝統文化

などの地域の教育資源を学ぶ地域学習を推進し、活力あるまちづくりを進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 
現状値 

（H21年度） 
目標年 目標値 

生涯学習事業参加者数（人） 93,530 H27年度 135,000 

施策の指標 

 

施策の推進 
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事業Ｎｏ 47 事業課 文化振興課 

事業名 市民向け講座の推進 種別 ソフト事業 

予算科目 款 総務費 項 総務管理費 目 文化行政費 

事業目標・概要 市民に多様な学習機会を提供するため、講座を実施します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○大学連携講座の開催 
○市民講座の開催 

○大学連携講座の開催 
○市民講座の開催 

○大学連携講座の開催 
○市民講座の開催 

予算額 1,339千円 計画額 1,347千円 計画額 1,347千円 
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第２章 学びと交流を深め、豊かな心と文化をはぐくむまち 

第２節 個性を生かす学校教育の推進 

章  節  施策  施策の名称 

２ - ２ - １  豊豊かかなな人人間間性性ををははぐぐくくむむ教教育育のの推推進進 

 

 

 

（年度又は年度末の値） 

 

 

1 教育行政の総合的・計画的な推進 

① 「川越市教育振興基本計画」に基づき、施策を推進します。また、教育行政の事務の管理・

執行状況について、点検・評価を行い公表します。 

2 個に応じた教育の推進 

① 尐人数学級のための臨時講師配置など、個性を生かし確かな学力と豊かな心を育む教育を

推進します。 

3 学校間の連携の推進 

① 小・中学校間等の連携を深め、学校教育の充実・活性化を図ります。  

4 生徒指導・進路指導の充実 

① さわやか相談員やスチューデント・サポーター等を活用し、不登校児童・生徒の解消に努

めます。 

② きめ細かな生徒指導、中学生社会体験事業の実施等を通して、生徒指導・進路指導の充実

に努めます。 

5 地域に開かれた特色ある学校づくりの推進 

① 学校評議員制度や地域人材の活用事業、日本語指導ボランティアの派遣などを通して、地

域人材の積極的な活用を図るとともに、地域との連携を推進します。 

6 教職員の資質向上 

① 教育課題や各教職員の経験や職能に応じた各種研修事業を充実させ、豊かな人間性と確か

な指導力を持った教職員の育成に努めます。 

7 特別支援教育の充実 

① 障害のある児童生徒一人ひとりの自立に向けたきめ細かな支援を行います。 

 

 

項 目 
現状値 

（H21年度） 
目標年 目標値 

中学校での年間不登校生徒出現率（％） 3.33 H27年度 2.75 

小学校第 5・6 学年 1 学級当たりの英語指導助手
（AET）の年間訪問回数（日） 

5 
(H20年度) 

H27年度 10 

小学校における年間平均読書冊数（冊） 45.0 H27年度 50.0 

中学校における新体力テスト総合評価（5 段階）
が 3 段階以上の割合(％) 

82.6 H27年度 90.0 

施策の指標 

 

施策の推進 
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8 英語教育・外国語（英語）活動及び国際理解教育の推進 

① 英語指導助手（AET）の増員配置など、英語力の育成や外国語（英語）活動、国際理解教

育の充実に努めます。 

9 小・中学校情報教育の推進 

① コンピュータ施設・設備の充実を図り、情報活用能力の育成に努めます。 

② 情報モラル教育の充実に努めます。 

10 読書活動の充実及び体力向上の推進 

① 読書活動の充実を図り、豊かな心の育成に努めます。 

② 自ら進んで体力向上を目指す児童生徒の育成に努めます。 

 

 

事業Ｎｏ 48 事業課 学校管理課 重 点 

事業名 尐人数学級のための臨時講師配置 種別 ソフト事業 

予算科目 款 教育費 項 教育総務費 目 事務局費 

事業目標・概要 小学校第６学年及び中学校第１学年で、１学級あたり 35 人を超える学校におい
て、より一層、生徒へのきめ細かな授業や生活指導等を行い、教育の充実に資す
るため、市独自の尐人数学級編制を行います。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○尐人数学級のための臨時講師
配置 
・中学校第 1学年 

○尐人数学級のための臨時講師
配置 
・中学校第 1学年 
・小学校第 6学年 

○尐人数学級のための臨時講師
配置 
・中学校第 1学年 
・小学校第 6学年 

予算額 32,121 千円 計画額 32,121千円 計画額 32,121千円 

 

事業Ｎｏ 49 事業課 教育指導課 

事業名 生徒指導の充実・強化 種別 ソフト事業 

予算科目 款 教育費 項 教育総務費 目 事務局費 

事業目標・概要 多様化・複雑化する社会に対応し、児童生徒が個性を生かし豊かな人間性や確か
な学力を身に付け、生きる力を育むことができるよう学校教育の充実を図ります。 
生徒指導上の課題への対応、児童生徒一人ひとりにきめ細かな指導・支援を図る
ため、スクールボランチ作戦等の事業を行います。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○スクールボランチ作戦 
○生徒指導主任等研修会 
○教頭生徒指導研修会 
○川越市中学生社会体験事業 
○生徒指導研究集録 

○スクールボランチ作戦 
○生徒指導主任等研修会 
○教頭生徒指導研修会 
○川越市中学生社会体験事業 
○生徒指導研究集録 

○スクールボランチ作戦 
○生徒指導主任等研修会 
○教頭生徒指導研修会 
○川越市中学生社会体験事業 
○生徒指導研究集録 

予算額 14,681千円 計画額 14,681千円 計画額 14,681千円 
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事業Ｎｏ 50 事業課 教育センタ－ 

事業名 英語指導助手配置事業 種別 ソフト事業 

予算科目 款 教育費 項 教育総務費 目 事務局費 

事業目標・概要 国際化の進展に対応し、広い視野と国際感覚を持った児童生徒を育成するために、
英語指導助手を各市立小・中・高等学校に配置し、小学校外国語（英語）活動、
英語教育及び国際理解教育の充実に努めます。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○英語指導助手 21 名の配置 ○英語指導助手 22 名の配置 
 

○英語指導助手 23 名の配置 
 

予算額 62,848 千円 計画額 71,948千円 計画額 74,726千円 

 

事業Ｎｏ 51 事業課 教育センタ－ 

事業名 小学校情報教育推進 種別 ソフト事業 

予算科目 款 教育費 項 小学校費 目 学校管理費 

事業目標・概要 情報教育の推進を図るため、情報化の進展に対応して、情報機器の導入及び情報
ネットワークの整備を行います。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○6校各 23台の教育用コンピュ
ータの賃借料の更新 
○教育用コンピュータの保険料
更新と周辺機器の整備 
○校務用パソコンの保守管理 
○電子黒板の各校 3台配置 
○校内ＬＡＮの敷設 

○24校各 23台及び 1校 42台の
教育用コンピュータ等の賃借料
の更新 
○教育用コンピュータの保険料
更新と周辺機器の整備 
○校務用パソコンの保守管理 
○校内ＬＡＮの敷設 

○教育用コンピュータの保険料
更新と周辺機器の整備 
○校務用パソコンの保守管理 
○校内ＬＡＮの敷設 

予算額 69,082 千円 計画額 108,933千円 計画額 71,433千円 

 

事業Ｎｏ 52 事業課 教育センタ－ 

事業名 中学校情報教育推進 種別 ソフト事業 

予算科目 款 教育費 項 中学校費 目 学校管理費 

事業目標・概要 情報教育の推進を図るため、情報化の進展に対応して、情報機器の導入及び情報
ネットワークの整備を図ります。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○教育用コンピュータの保険料
の更新と周辺機器の整備 
○校務用パソコンの保守管理 
○電子黒板の各校 3台配置 
○校内ＬＡＮの敷設 

○教育用コンピュータの保険料
の更新と周辺機器の整備 
○校務用パソコンの保守管理 
○職員室用校務用パソコンの賃
貸料の更新 
○校内ＬＡＮの敷設 

○教育用コンピュータの保険料
の更新と周辺機器の整備 
○校務用パソコンの保守管理 
○校内ＬＡＮの敷設 

予算額 60,134 千円 計画額 43,814千円 計画額 43,814千円 
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第２章 学びと交流を深め、豊かな心と文化をはぐくむまち 

第２節 個性を生かす学校教育の推進 

章  節  施策  施策の名称 

２ - ２ - ２  教教育育環環境境のの整整備備・・充充実実 

 

 

 

（年度又は年度末の値） 

 

 

1 学校施設の整備・充実 

① 学校の耐震補強工事や大規模改造工事などを計画的に進め、安全で安心な教育環境の整

備・充実を図ります。 

② 地域の学習施設としての学校施設の総合的な整備・活用を検討します。 

2 小・中学校の適正配置と通学区域の弾力化 

① 地域差による児童生徒の増減に伴う学校の配置や学校規模の見直し、通学区域の弾力化等

について検討し、学校教育の活性化を図ります。 

3 学校図書館の充実 

① 全市立学校の図書館の図書の充実を図り、児童生徒の読書活動を推進します。 

4 学校給食の充実 

① 老朽化した学校給食施設は、改築計画を策定し、整備を図ります。 

② 学校給食施設の整備や献立の充実、安全でおいしい学校給食の提供とともに、給食指導や

食に関する指導を通じて児童生徒の食育を推進します。 

5 市立川越高等学校の改革・充実 

① 市立川越高等学校については、市民負託に応える魅力ある市立川越高等学校づくりのた

め、継続的・多角的に将来構想について検討し改革を推進します。 

6 教育センターの充実 

① 教育センターについては、教職員研修の充実や地域住民に開かれた施設としていくため、

教育センター機能及び施設・設備の充実を図ります。 

 

 

 
 

 

項 目 
現状値 

（H21年度） 
目標年 目標値 

小・中学校施設の耐震化率（％）  63 H27年度 
100 

（H24年度） 

大規模改造工事進捗率（％） 44 H27年度 59 

小・中学校図書館図書標準の達成率（％） 74 H27年度 100 

施策の指標 

 

施策の推進 
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事業Ｎｏ 53 事業課 教育財務課 

事業名 小学校大規模改造 種別 投資的事業 

予算科目 款 教育費 項 小学校費 目 学校建設費 

事業目標・概要 経年による学校建物、機能低下部分の復旧を行い、教育環境の整備を図ります。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○大規模改造工事設計 
 2校 
 

○大規模改造工事設計 
 3校 
○大規模改造工事 
 3校 

○大規模改造工事設計 
 3校 
○大規模改造工事 
 3校 
 

予算額    10,065 千円 計画額 716,342千円 計画額 700,759千円 

 

事業Ｎｏ 54 事業課 教育財務課 

事業名 中学校大規模改造 種別 投資的事業 

予算科目 款 教育費 項 中学校費 目 学校建設費 

事業目標・概要 経年による学校建物、機能低下部分の復旧を行い、教育環境の整備を図ります。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○大規模改造工事設計 
 2校 
 

○大規模改造工事設計 
 3校 
○大規模改造工事 
 3校 

○大規模改造工事設計 
 3校 
○大規模改造工事 
 3校 
 

予算額    14,000 千円 計画額 795,521千円 計画額 522,876千円 

 

事業Ｎｏ 55 事業課 教育財務課 重 点 

事業名 小学校耐震化推進 種別 投資的事業 

予算科目 款 教育費 項 小学校費 目 学校建設費 

事業目標・概要 学校建物の耐震性を高めることにより、児童の安全を確保します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○耐震補強工事 
 1校 
 
※財源は平成 23 年度補正予算による 

（82,223 千円） 
 

  

予算額 0千円 計画額 0千円 計画額    0千円 
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事業Ｎｏ 56 事業課 教育財務課 重 点 

事業名 中学校耐震化推進 種別 投資的事業 

予算科目 款 教育費 項 中学校費 目 学校建設費 

事業目標・概要 学校建物の耐震性を高めることにより、生徒の安全を確保します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○耐震補強工事 
 校舎・体育館 1 校 
 校舎 4校 
 
※財源は平成 23 年度補正予算による 

（420,837 千円） 

  

予算額 0千円 計画額 0千円 計画額    0千円 

 

事業Ｎｏ 57 事業課 学校管理課 

事業名 市立高等学校将来構想推進 種別 ソフト事業 

予算科目 款 教育費 項 教育総務費 目 事務局費 

事業目標・概要 時代の要請と市民の期待に応える魅力ある市立高等学校を構築します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○部活動外部指導者導入事業 
○教員進学指導力向上研修 
・進学指導重点推進 
○校種間連携教育実践推進 

○部活動外部指導者導入事業 
○教員進学指導力向上研修 
・進学指導重点推進 
○校種間連携教育実践推進 

○部活動外部指導者導入事業 
○教員進学指導力向上研修 
・進学指導重点推進 
○校種間連携教育実践推進 

予算額 2,239千円 計画額 2,375千円 計画額    2,375千円 

 

事業Ｎｏ 58 事業課 学校給食課 

事業名 学校給食センター施設整備 種別 投資的事業 

予算科目 款 教育費 項 学校保健費 目 学校給食センター管理費 

事業目標・概要 学校給食センターの衛生管理の徹底を図るため、施設の改善と経年による諸設備
の更新等を実施します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○新学校給食センター建設推進 
○学校給食センター諸設備の更
新等 

○新学校給食センター建設推進 
○学校給食センター諸設備の更
新等 

○新学校給食センター建設推進 
○学校給食センター諸設備の更
新等 

予算額 27,700 千円 計画額 11,500千円 計画額 ― 
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事業Ｎｏ 59 事業課 教育センタ－ 

事業名 教育センター運営管理 種別 投資的事業 

予算科目 款 教育費 項 教育総務費 目 事務局費 

事業目標・概要 教職員研修等の充実を図るとともに、市民へ施設の一部開放や公開講座を実施す
る中で地域に開かれた教育を推進するため、教育センターを改修し活用します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○排煙設備の一部設置 ○排煙設備の一部設置 ○プール撤去 

予算額 20,980千円 計画額 33,616千円 計画額 27,616千円 
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第２章 学びと交流を深め、豊かな心と文化をはぐくむまち 

第３節 歴史文化の継承と新しい市民文化の創造 

章  節  施策  施策の名称 

２ - ３ - １  芸芸術術文文化化活活動動のの充充実実 

 

 

 

（年度又は年度末の値） 

 

 

1 市民文化に関する情報提供 

① 芸術文化に関する公演や講座等の開催予定など、常に新しい文化情報の提供に努めます。 

2 芸術文化活動への支援の充実 

① 市民の芸術文化活動を支援するため、多様な学習機会を充実し、交流を促進します。 

② 団体、グループとの連携を図り、指導者や研究者の養成に努めます。 

3 芸術文化の鑑賞機会の充実 

① 市民に対して、質の高い芸術文化を鑑賞する機会を提供します。 

4 活動拠点の整備・充実 

① 市民の芸術文化活動を振興するため、芸術鑑賞や活動・発表の場として、地域振興ふれあ

い拠点施設内に設置する新ホールの建設や、既存施設の整備・充実に努めます。 

5 文化施設の利用促進 

① 文化施設において市民が芸術家等の専門家から指導を受けるなど、芸術文化の普及活動を

行うことにより、施設の利用促進に努めます。 

6 姉妹都市、友好都市等との交流 

① 姉妹都市、友好都市等と文化、教育、スポーツ、経済などをはじめとしたさまざまな分野

での交流を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 
現状値 

（H21年度） 
目標年 目標値 

文化施設の利用者数（人） 593,643 H27年度 1,000,000 

施策の指標 

 

施策の推進 
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事業Ｎｏ 60 事業課 文化振興課 

事業名 文化施設整備 種別 投資的事業 

予算科目 款 総務費 項 総務管理費 目 文化施設管理費 

事業目標・概要 文化施設の機能充実に努め、老朽化、旧式化した施設・設備を改修し、市民に文
化活動及び発表の場を提供します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○やまぶき会館 
・吊物操作盤等改修工事 
○西文化会館 
・電波障害対策施設撤去工事 
○单文化会館 
・冷温水発生機入替修繕 

〇やまぶき会館 
・音響等改修調査設計委託 
・照明トランス増設工事 
○西文化会館 
・音響等改修調査設計委託 
・非常用自家発電機装置修繕 
○单文化会館 
・音響反射板クロス張替工事 
・音響調整卓入替工事 

〇やまぶき会館 
・舞台音響、照明設備改修工事 
○西文化会館 
・单側屋根修繕工事 
・照明操作卓用器具等交換修繕 
○单文化会館 
・音響等改修調査設計 

予算額 32,452 千円 計画額 59,358千円 計画額 543,622千円 

 

事業Ｎｏ 61 事業課 文化振興課 重 点 

事業名 文化事業の推進 種別 ソフト事業 

予算科目 款 総務費 項 総務管理費 目 文化行政費 

事業目標・概要 文化の香り高いまちづくりのため、文化芸術振興施策の推進に努めます。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○市民公募演奏会の開催 
○文化芸術イベントの開催 
○市民エコ･アートスポット 

○市民公募演奏会の開催 
○文化芸術イベントの開催 
○市民エコ･アートスポット 

○市民公募演奏会の開催 
○文化芸術イベントの開催 
○市民エコ･アートスポット 

予算額 4,909千円 計画額 2,880千円 計画額 2,880千円 

 

事業Ｎｏ 62 事業課 美術館 

事業名 美術館運営管理 種別 ソフト事業 

予算科目 款 総務費 項 総務管理費 目 美術館管理費 

事業目標・概要 市民に多様な芸術文化を鑑賞する機会を提供し、美術への興味や関心を養うため、
常設展や特別展の開催及び教育普及活動を行います。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○常設展の開催 
○特別展の開催 
○教育普及活動の実施 

○常設展の開催 
○特別展の開催 
○教育普及活動の実施 

○常設展の開催 
○特別展の開催 
○教育普及活動の実施 

予算額 77,590 千円 計画額 80,000千円 計画額 80,000千円 
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第２章 学びと交流を深め、豊かな心と文化をはぐくむまち 

第３節 歴史文化の継承と新しい市民文化の創造 

章  節  施策  施策の名称 

２ - ３ - ２  文文化化財財のの保保存存・・活活用用 

 

 

 

（年度又は年度末の値） 

 

 

1 文化財の保護と活用 

① 文化財の保護に努めるとともに、文化財の価値を生かした活用を積極的に図ります。 

② 地域の文化財をその周辺環境も含め総合的に保存・活用していくための基本構想を策定し

ます。 

2 文化財保護意識の啓発 

① 国民の財産である文化財の価値を市民に周知し、市民の理解を深めるとともに、文化財保

護意識の啓発に努めます。 

3 民俗文化財の保存と後継者の育成 

① 民俗文化財を地域ぐるみで保存継承する体制の確立を支援協力します。また、郷土芸能等

の後継者の育成事業を積極的に支援します。 

4 重要伝統的建造物群保存地区の保存整備事業の充実 

① 伝統的建造物の保存修理を計画的に実施し、併せて保存技術の継承・育成に努めます。ま

た、重要伝統的建造物群保存地区の PR や関連する事業との調整を行い、地区の特性を生か

した歴史的風致の維持・向上に努め、重要伝統的建造物群保存地区の保存整備を推進します。 

5 河越館跡地等の整備・活用 

① 郷土学習の場、市民の憩いの場として河越館跡史跡公園等の整備を継続し、市民や自治会

等の公共的団体、NPO、大学等と協働してその有効活用を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 
現状値 

（H21年度） 
目標年 目標値 

伝統的建造物の修理件数累計（件） 34 H27年度 55 

河越館跡地の史跡公園整備率（％） 30.4 H27年度 78.0 

施策の推進 

 

施策の指標 
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事業Ｎｏ 63 事業課 都市景観課 重 点 

事業名 伝建地区保存整備 種別 投資的事業 

予算科目 款 土木費 項 都市計画費 目 都市景観費 

事業目標・概要 重要伝統的建造物群保存地区である蔵造りの町並みの保存・整備を図るため、伝
統的建造物の修理、復原工事など必要な事業を地区住民並びに関係者と協働して
行い、北部市街地の「歴史を生かした活性化」を図ります。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○保存地区保存審議会 
○伝統的建造物等家屋整備 
○伝統的建造物保存対策調査 
○関東甲信越静ブロック協議会 

○保存地区保存審議会 
○伝統的建造物等家屋整備 
○伝統的建造物保存対策調査 
○建築基準法制限検討業務 

○保存地区保存審議会 
○伝統的建造物等家屋整備 
○伝統的建造物保存対策調査 
○建築基準法制限に基づくガイ
ドライン策定業務委託 
○伝統的建造物等家屋整備事例
集作成業務委託 

予算額 49,202 千円 計画額 54,813千円 計画額 71,613千円 

 

事業Ｎｏ 64 事業課 文化財保護課 重 点 

事業名 河越館跡整備 種別 投資的事業 

予算科目 款 教育費 項 社会教育費 目 文化財保護費 

事業目標・概要 次世代に伝えるべき貴重な文化財である国指定史跡河越館跡の恒久的な保存を図
るとともに、郷土学習の場・市民の憩いの場として整備することで、史跡公園と
して有効な活用を目指します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○活用事業（流鏑馬など） 
 
 

○活用事業  
○第 2期整備基本設計策定 
 

○活用事業 
○第 2期整備実施設計策定 
○第 2期整備工事 
 

予算額 9,232千円 計画額 18,320千円 計画額 29,552千円 
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第２章 学びと交流を深め、豊かな心と文化をはぐくむまち 

第４節 多文化共生と国際交流・協力の推進 

章  節  施策  施策の名称 

２ - ４ - １  多多文文化化共共生生とと国国際際交交流流・・協協力力のの推推進進 

 

 

 

（年度又は年度末の値） 

 

 

 

 

 

項 目 
現状値 

（H21年度） 
目標年 目標値 

国際交流センター利用者数（人／日） 84 H27年度 120 

姉妹都市（海外）間の交流数（件） 3 H27年度 14 

1 国際交流センターの充実 

① 外国籍市民のための日本語教室と市民相談を一層充実させます。 

② 行政情報やインターネットを使った国際情報の提供に努めます。 

③ 日本語ボランティア、通訳・翻訳ボランティアの充実を図り、活動機会を創出します。 

2 外国籍市民も暮らしやすいまちづくり 

① 外国籍市民会議を引き続き開催し、検討結果の具現化に努めます。 

② 多言語による情報提供の充実に努めます。 

③ 外国籍市民国際人材ネットの充実を図り、外国籍市民の活用や地域社会への参画を促進し

ます。 

3 行政の国際化 

① 外国籍市民と日本人市民の相互理解を進め、共生意識の醸成に努めます。 

② 市内 4大学に在学する留学生を支援するとともに、市民との交流機会の確保に努めます。 

③ 英語指導助手（AET）配置事業の充実を図り、将来を担う青尐年の国際理解教育を推進しま

す。 

4 国際感覚に優れた市民の育成 

① 市内 4 大学及びアメリカの姉妹都市にある大学との交流を図り、その他各種講座や研修会

などを通じて国際感覚に優れた市民の育成に努めます。 

② NGO・NPOへの支援を一層充実させ、連携して地域の国際化の促進に努めます。 

5 姉妹都市交流の更なる充実 

① さまざまな分野で市民中心の姉妹都市交流の充実を図ります。 

② 川越市姉妹都市交流委員会への支援に努めます。 

③ 新しい地域との交流創出に努めます。 

施策の指標 

 

施策の推進 
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事業Ｎｏ 65 事業課 文化振興課 

事業名 国際化施策の推進 種別 ソフト事業 

予算科目 款 総務費 項 総務管理費 目 文化行政費 

事業目標・概要 地域に暮らす外国籍市民を含むすべての市民が、相互に理解し尊重しあう多文化
共生社会を創出するため、情報提供や団体への支援等を行います。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○外国籍市民会議の開催 
○外国籍市民生活ガイドブック
の配布 
○外国籍市民国際人材ネットの
実施 
○国際貢献事業補助金の交付 

○外国籍市民会議の開催 
○外国籍市民生活ガイドブック
の配布 
○外国籍市民国際人材ネットの
実施 
○国際貢献事業補助金の交付 
○市内英文地図の更新 

○外国籍市民会議の開催 
○外国籍市民生活ガイドブック
の配布 
○外国籍市民国際人材ネットの
実施 
○国際貢献事業補助金の交付 

予算額  718千円 計画額 1,054千円 計画額 718千円 

 

事業Ｎｏ 66 事業課 文化振興課 

事業名 国際交流センター運営管理 種別 ソフト事業 

予算科目 款 総務費 項 総務管理費 目 文化行政費 

事業目標・概要 地域の国際化を推進するため、市民の国際化の拠点施設である国際交流センター
の充実を図ります。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○外国籍市民のための日本語教
室の開催 
○外国籍市民相談の実施 
○日本語指導員養成講座の開催 
○日本語ボランティアと通訳及
び翻訳ボランティアの活動支援 

○外国籍市民のための日本語教
室の開催 
○外国籍市民相談の実施 
○日本語指導員養成講座の開催 
○日本語ボランティアと通訳及
び翻訳ボランティアの活動支援 

○外国籍市民のための日本語教
室の開催 
○外国籍市民相談の実施 
○日本語指導員養成講座の開催 
○日本語ボランティアと通訳及
び翻訳ボランティアの活動支援 

予算額 7,183千円 計画額 7,183千円 計画額 7,183千円 
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第２章 学びと交流を深め、豊かな心と文化をはぐくむまち 

第５節 生涯スポーツの推進 

章  節  施策  施策の名称 

２ - ５ - １  生生涯涯ススポポーーツツのの推推進進 

 

 

 

（年度又は年度末の値） 

 

 

1 総合型地域スポーツクラブの設置・育成 

① 地域の誰もが、日常的にスポーツに親しむことができるよう、総合型地域スポーツクラブ

の計画的な設置を図ります。 

2 スポーツ大会・教室等の充実 

① スポーツ・レクリエーション大会の充実を図り、市民がスポーツに親しむ機会を提供する

とともに、関係する事業との連携を図りながら、市民の自主的な健康の保持・増進、体力の

維持・向上等の活動に協力し、スポーツによる健康づくりを推進していきます。 

② 各種スポーツ教室については、スポーツに親しむきっかけとなるよう、ニュースポーツ等

の種目を積極的に取り入れるなど、市民のニーズに合った教室を開催します。 

③ スポーツ団体、スポーツ大会等に関する情報の一元化を図り、市民への情報提供に努めま

す。 

3 スポーツ指導者等の養成・活用 

① 大学等の専門機関と連携し、市民のニーズに合わせて適切な指導ができるスポーツ・レク

リエーション指導者等の養成に努め、その活用を図ります。 

② 各スポーツ団体の育成・支援を継続的に推進します。 

4 スポーツ施設等の整備・充実 

① 既存のスポーツ施設を市民がより使いやすいよう、効率的な整備・改善を図ります。 

② スポーツ活動の場の充実のため、新設体育館の建設を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 
現状値 

（H21年度） 
目標年 目標値 

スポーツ実施率（％） 46.8 H27年度 60.0 

総合型地域スポーツクラブの設置数（件） 2 H27年度 5 

施策の指標 

 

施策の推進 
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事業Ｎｏ 67 事業課 スポーツ振興課 重 点 

事業名 スポーツ教室・大会等の充実 種別 ソフト事業 

予算科目 款 総務費 項 総務管理費 目 スポーツ行政費 

事業目標・概要 市民のスポーツニーズに応え、魅力あるスポーツ大会を開催し、参加者を増やし
ていきます。また、小江戸川越マラソンの定着を図っていきます。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○生涯スポーツ時代にふさわし
い大会の開催 
○マラソン大会の定着を推進 

○生涯スポーツ時代にふさわし
い大会の開催 
○マラソン大会の定着を推進 

○市民がスポーツに親しむ機会
の提供 

予算額 29,782 千円 計画額 40,426千円 計画額 40,426千円 

 

事業Ｎｏ 68 事業課 スポーツ振興課 

事業名 生涯スポーツの充実 種別 ソフト事業 

予算科目 款 総務費 項 総務管理費 目 スポーツ行政費 

事業目標・概要 各事業の補助等を行い、市民がスポーツに親しむ機会を提供し、心身の健康の保
持・増進を図ります。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○総合型地域スポーツクラブの
設置・育成 
 

○総合型地域スポーツクラブの
設置・育成 
 

○総合型地域スポーツクラブの
設置・育成 
 

予算額 9,841千円 計画額 12,969千円 計画額 12,969千円 

 

事業Ｎｏ 69 事業課 スポーツ振興課 

事業名 体育施設の整備・充実 種別 投資的事業 

予算科目 款 総務費 項 総務管理費 目 スポーツ施設管理費 

事業目標・概要 市民のスポーツ施設利用のニーズに対応するため、スポーツ施設の整備、改善を
行います。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○川越運動公園総合体育館 
・空調機器関係修繕 
○川越運動公園陸上競技場 
・2種公認工事 
・メインスタンド雤漏り修繕 
○新設体育館 
・調査検討 

○川越運動公園総合体育館 
・監視カメラシステム修繕 
○新設体育館 
・基本設計委託 
 

○川越運動公園陸上競技場 
・スコアボード修繕 
○新設体育館 
・実施設計委託 
・用地取得 

予算額 263,266 千円 計画額 213,012千円 計画額 403,268千円 
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事業Ｎｏ 70 事業課 スポーツ振興課 

事業名 学校体育施設の活用 種別 ソフト事業 

予算科目 款 総務費 項 総務管理費 目 スポーツ行政費 

事業目標・概要 市民の生涯スポーツ実践の場を広く提供するため、学校体育施設を市民等に開放
します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○学校教育上支障のない範囲で
市内小中学校の体育施設を開放 
 

○学校教育上支障のない範囲で
市内小中学校の体育施設を開放 

○学校教育上支障のない範囲で
市内小中学校の体育施設を開放 

予算額 11,480 千円 計画額 11,550千円 計画額 11,550千円 
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第３章 都市基盤・生活基盤 
 

 

 

 

（基本目標） 

人と環境にやさしい、 

   快適な基盤を備えた魅力あるまち 
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第３章 都市基盤・生活基盤 

 
人と環境にやさしい、快適な基盤を備えた魅力あるまち 

  
第１節 都市の魅力の創出 

   
施策１ 計画的なまちづくり 

    
71 仮称川越市まちづくり条例の制定                都市計画課                     

    
72 地籍調査                           都市整備課                     

    
73 町名地番整理                         都市整備課                     

   
施策２ 都市拠点の整備 

    
74 川越駅西口駅前広場改修                    重点 川越駅西口まちづくり推進室 

    
75 三駅周辺地区整備計画                     都市計画課                     

    
76 本川越駅周辺地区整備                     重点 都市整備課                     

    
77 中央通り地区整備                       重点 都市整備課                     

    
78 川越駅西口周辺地区整備                    川越駅西口まちづくり推進室                

    
79 歴史的地区環境整備街路                    街路課                         

   
施策３ 地域生活拠点の整備 

    
80 霞ケ関駅周辺整備                       都市整備課                     

    
81 ＪＲ川越線駅周辺整備                      都市整備課                     

    
82 新河岸駅周辺地区整備                     重点 高階土地区画整理事務所               

   
施策４ 景観に配慮したまちづくり 

    
83 都市景観事務 重点 都市景観課                     

    
84 屋外広告物事務                        都市景観課                     

  
第２節 交通ネットワークの構築 

   
施策１ 道路交通体系の整備 

    
85 広域幹線道路整備推進                     都市計画課                     

    
86 地区整備計画推進                       都市計画課                     

    87 新宿町 3丁目交差点整備 都市整備課 

    
88 橋りょう新設改良                       道路建設課                       

    
89 広域幹線（市道）整備                     道路建設課                       

    
90 幹線道路（市道）整備                     重点 道路建設課                       

    
91 生活道路（市道）改良                     道路建設課                       

    
92 地区整備計画推進（道路改良）                 道路建設課                       

    
93 市内循環線                          重点 街路課                         

    
94 本川越駅前通線                        重点 街路課                         

    
95 川越駅单大塚線                        重点 街路課                         

    
96 川越所沢線                          街路課                         

    
97 舗装整備（市道）                       道路環境整備課                     

    
98 側溝整備（市道）                       道路環境整備課                     

    
99 維持補修（市道）                       道路環境整備課                     

    
100 橋りょう維持補修                       道路環境整備課                     

    
101 歩道整備（市道）                       重点 道路環境整備課                     

    
102 電線類地中化                         道路環境整備課                     
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施策２ 交通円滑化方策の推進 

    
103 都市交通政策推進                       重点 都市交通政策課                   

   
施策３ 公共交通機関の充実 

    
104 市内循環バス運行                       都市交通政策課                   

  
第３節 自然と調和した基盤づくり 

   
施策１ 治水事業の推進 

    
105 中小河川排水路整備                      河川課                         

    
106 準用河川整備                         河川課                         

    
107 流域対策指導                         河川課                         

    
108 雤水施設整備事業                       下水計画課                     

   
施策２ 水道水の安定供給 

    
109 請求収納管理事務                       料金課                       

    
110 漏水防止事業                         給水課                       

    
111 浄水場整備事業                        水道施設課                     

   
施策３ 公共下水道等の整備 

    
112 汚水施設整備事業                       下水計画課                     

    
113 合流式下水道改善事業                     下水計画課                     

    
114 浄化槽管理指導                        環境保全課                       

   
施策４ 水辺と森林の整備 

    
115 仮称森林公園整備                       公園整備課                     

    
116 伊佐沼公園整備                        公園整備課                     

    
117 仮称池辺公園整備                       公園整備課                     

    
118 河川環境整備                         河川課                         

   
施策５ 公園の整備と充実 

    
119 街区公園等整備                        公園整備課                     

    
120 なぐわし公園整備                       重点 公園整備課                     

    
121 川越城富士見櫓跡整備                     公園整備課                     

    
122 各種公園整備                         公園整備課                     

   
施策６ 快適な住宅・住環境の整備 

    
123 市営住宅等整備                        建築住宅課                       
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《関連データ》 第三次川越市総合計画後期基本計画 121 ページより 
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第３章 人と環境にやさしい、快適な基盤を備えた魅力あるまち 

第１節 都市の魅力の創出 

章  節  施策  施策の名称 

３ - １ - １  計計画画的的ななままちちづづくくりり 

 

 

 

 (年度又は年度末の値) 

 

 

1 計画的なまちづくりの推進 

① 「川越市都市計画マスタープラン」や「川越市緑の基本計画」等の個別計画に基づき、人

と環境にやさしい総合的なまちづくりを推進します。 

② 地域の特徴あるまちづくりを市民とともに推進するため、市民の声をまちづくりに反映さ

せるしくみとなる「（仮称）まちづくり条例」の制定を進めるとともに、各種のまちづくり

手法を検討します。 

③ 全ての人にとって快適なまちを目指し、ユニバーサルデザインの考え方を明らかにし、こ

の考え方を基本としたまちづくりを進めます。 

④ 都市機能の充実を図り、災害に強い安全・安心なまちづくりを推進します。 

2 総合的な土地利用 

① 市街化区域及び市街化調整区域の区分、用途地域等の地域地区に基づく規制や誘導により

良好な都市環境の整備を図ります。 

② 保全すべき農地、樹林地等を除く市街化調整区域の土地については、地域の特性に合った

土地利用を検討します。 

③ 市街化区域内の農地については生産緑地地区を除いて適正な土地利用を誘導します。生産

緑地地区については、都市における良好な生活環境を確保するための農地として保全に努め

るとともに、市民農園の活用方法についても検討します。 

④ 地区計画などの地区の特性に合ったルールづくりを進め、良好な環境の整備や保全を図り

ます。 

3 新たな拠点の整備 

① 周辺環境と調和した工業用地の確保を図ります。 

② 圏央鶴ヶ島インターチェンジ周辺地区については、将来の土地利用動向を適切に見極めな

がら、鶴ヶ島市、日高市と協力して自然や景観との調和を図り、圏央道の整備効果を生かし

た土地利用を検討します。 

③ 土地利用転換想定箇所については、周辺環境との調和を図りながら、地区の特性に応じた

計画的な整備を検討します。 

4 地籍調査・町名地番整理の推進 

① 「国土調査事業十箇年計画」に基づき、計画的に地籍調査を推進します。 

② 市民との協働によって町名地番の整理を推進します。 

項 目 
現状値 

（H21年度） 
目標年 目標値 

地区計画（地区数） 12 H27年度 16 

施策の推進 

 

施策の指標 
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事業Ｎｏ 71 事業課 都市計画課 

事業名 仮称川越市まちづくり条例の制定 種別 ソフト事業 

予算科目 款 土木費 項 都市計画費 目 都市計画総務費 

事業目標・概要 都市計画マスタープランに示す将来都市像を実現させるため、市民が主体となっ
たまちづくり活動を支援し、自主的なまちづくりを推進するため、仮称川越市ま
ちづくり条例を制定します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○まちづくり条例の制定 
 

○まちづくり条例の運用 
 

○まちづくり条例の運用 

予算額    0千円 計画額 1,050千円 計画額 1,050千円 

 

事業Ｎｏ 72 事業課 都市整備課 

事業名 地籍調査 種別 ソフト事業 

予算科目 款 土木費 項 土木管理費 目 土木総務費 

事業目標・概要 国土調査法に基づいて地籍の明確化及び土地に関する利活用の推進を図るため、
国土を正確に、そして、もれなく記録するための基礎調査であり、具体的には、
一筆ごとの土地の所有者、地番、地目、境界を調査し測量を行い、地図及び簿冊
を作成します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○事業地区 
・大字砂新田、大字藤間の各一
部 

○事業地区 
・大字砂新田、大字下新河岸の
各一部 
 

○事業地区 
・大字砂新田、大字藤間、大字
下新河岸の各一部 

予算額    14,052 千円 計画額 13,189千円 計画額 12,803千円 

 

事業Ｎｏ 73 事業課 都市整備課 

事業名 町名地番整理 種別 ソフト事業 

予算科目 款 土木費 項 都市計画費 目 土地区画整理費 

事業目標・概要 地権者・住民の合意形成を図り、入り組んだ大字界や地番の混乱を解消するため、
町名を変更し、整然と地番を振り直して町名地番整理を行います。 
 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○要望書が提出されている福原
地区の各一部の地域を実施 

○要望書が提出されている福原
地区の各一部の地域を実施 

○要望書が提出されている福原
地区の各一部の地域を実施 

予算額    5,859千円 計画額 4,997千円 計画額 4,724千円 
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第３章 人と環境にやさしい、快適な基盤を備えた魅力あるまち 

第１節 都市の魅力の創出 

章  節  施策  施策の名称 

３ - １ - ２  都都市市拠拠点点のの整整備備 

 

 

 

（年度又は年度末の値） 

 

 

1 中心市街地活性化基本計画の推進 

① 計画で定められた区域を対象に、中心市街地の都市機能の増進と経済活力の向上を総合的

かつ一体的に推進します。 

2 三駅連携強化の推進 

① 川越駅西口周辺地区は、埻玉県南西部地域の拠点都市や業務施設集積地区として多様な機

能の集積を図るとともに、土地区画整理事業、幹線道路整備及び駅前広場の再整備などの基

盤整備を推進します。また、鉄道の立体化等と併せた周辺地区との整備の検討を行うととも

に、土地の高度利用や交通渋滞の緩和を図り、周辺地域と連携した広域拠点の形成を目指し

ます。 

② 本川越駅周辺地区は、本川越駅の西口開設を含む駅前広場の整備により、にぎわいを創出

するとともに、川越市駅との乗換所要時間の短縮を図ります。また、新富町周辺については、

市街地の活性化や防災機能の向上等を図るため、（仮称）東西連絡道路の整備を推進します。 

③ 川越市駅周辺地区は、都市計画道路整備と併せた駅前広場整備や、橋上駅舎化による西口

開設を推進し、駅利用者の利便性、安全性の向上を図るとともに、周辺地域と連続性のある

まちづくりを進めます。 

3 中央通り地区の整備 

① 本川越駅から歴史的町並み地区までの整備を推進し、商店街の活性化や歩行者空間の確保

を図ります。 

4 歴史的町並み地区の整備 

① 伝統的建造物の保全・活用を図るとともに、周辺の歩行者空間の環境改善を図るため道路

整備事業（歴みち）を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 
現状値 

（H21年度） 
目標年 目標値 

主要駅間の乗換所要時間（分） 11 H27年度 5 

施策の指標 

 

施策の推進 
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事業Ｎｏ 74 事業課 川越駅西口まちづくり推進室 重 点 

事業名 川越駅西口駅前広場改修 種別 投資的事業 

予算科目 款 土木費 項 都市計画費 目 川越駅西口駅前広場改修費 

事業目標・概要 川越駅西口駅前広場は、昭和 52 年の設置以来、社会情勢や交通環境の変化に伴い、
駅前広場機能が低下し、安全で安心な都市空間が損なわれている状況となってい
ます。この状況を改善するため、快適で利便性の高い駅前広場に改修・再整備を
行います。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○川越駅西口駅前広場改修事業 
・駅前広場改修工事 
・歩行者用デッキ設置工事 
・工事監理業務委託 
・中央分離帯撤去工事 
・付帯工事 

○川越駅西口駅前広場改修事業 
・駅前広場改修工事 
・歩行者用デッキ設置工事 
・工事監理業務委託 

 

予算額 433,500 千円 計画額 1,501,500 千円 計画額 0千円 

 

事業Ｎｏ 75 事業課 都市計画課 

事業名 三駅周辺地区整備計画 種別 ソフト事業 

予算科目 款 土木費 項 都市計画費 目 都市計画総務費 

事業目標・概要 三駅（川越駅、川越市駅、本川越駅）周辺地区については、「川越駅西口周辺地区
基本構想」を踏まえ、利便性・安全性の向上を図るとともに、各駅の交通結節点
機能を強化することによって、三駅間の連携強化による回遊性の向上を図り、一
体的かつ総合的な都市基盤整備による良好なまちづくりを行います。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○三駅周辺地区整備計画推進 
○川越市駅周辺地区の整備計画
検討 

○三駅周辺地区整備計画検討 
○川越市駅周辺地区の整備計画
検討 

○三駅周辺地区整備計画検討 
○歩行者横断施設の基本設計 

予算額 1,520千円 計画額 7,520千円 計画額 12,170千円 

 

事業Ｎｏ 76 事業課 都市整備課 重 点 

事業名 本川越駅周辺地区整備 種別 投資的事業 

予算科目 款 土木費 項 都市計画費 目 土地区画整理費 

事業目標・概要 本川越駅と川越市駅との乗換所要時間を短縮し、周辺住民や利用者の利便性、安
全性の向上及び地域の活性化を図るため、本川越駅西口を開設するとともに、駅
前広場の整備及びアクセス道路の新設整備を行います。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○事業用地管理 
○建物物件調査 
○測量調査 
○道路予備設計 
○事業用地取得 
○移転補償 

○事業用地管理 
○建物物件調査 
○駅前広場詳細設計 
○道路・電線類地中化詳細設計 
○駅舎改築設計（負担金） 
○道路新設 1期工事 
○事業用地取得・移転補償 

○道路新設 2期工事 
○電線類地中化本工事及び付帯
工事 
○道路照明設置工事 
○駅前広場本工事及び付帯工事 
○本川越駅西口開設工事委託
（負担金） 

予算額 363,432 千円 計画額 322,300千円 計画額 347,500千円 

 



90 

 

事業Ｎｏ 77 事業課 都市整備課 重 点 

事業名 中央通り地区整備 種別 投資的事業 

予算科目 款 土木費 項 都市計画費 目 土地区画整理費 

事業目標・概要 中原町一丁目、新富町一丁目、連雀町の都市計画道路中央通り線沿道地区におい
て、慢性的な交通渋滞の緩和や沿道商店街の活性化等を図るため、土地区画整理
事業による中央通り線の整備と沿道街区のまちづくりを行います。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○用地取得 
○建物等移転 
○区画街路築造工事 
○下水道整備工事 
○進入路整備工事 
○画地造成工事 
○出入口整備工事 

○用地取得 
○建物等移転 
○区画街路築造工事 
○外構工事 
○トイレ移設工事 
○出入口整備工事 

○区画街路築造工事 
○下水道撤去工事 
○出来形確認測量 
 

予算額 319,158 千円 計画額 333,274千円 計画額 14,341千円 

 

事業Ｎｏ 78 事業課 川越駅西口まちづくり推進室 

事業名 川越駅西口周辺地区整備 種別 投資的事業 

予算科目 款 土木費 項 都市計画費 目 土地区画整理費 

事業目標・概要 川越駅西口周辺地区において、健全な市街地を形成するため、土地区画整理事業
等による都市計画道路川越所沢線及び中央通り線の整備を推進するとともに、地
区内に存する市有地の利活用計画の検討を進めます。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○川越駅西口周辺地区整備 
・用地取得・住民との合意形成 
・事業計画（案）の検討 
○自転車駐車場再整備 
・事業化に向けた検討 
○市有地利活用関係 
・市有地利活用計画の検討 

○川越駅西口周辺地区整備 
・用地取得・住民との合意形成 
・事業計画（案）の検討 
○自転車駐車場再整備 
・事業化に向けた検討 
○市有地利活用関係 
・市有地利活用計画の検討 

○川越駅西口周辺地区整備 
・用地取得・住民との合意形成 
・事業計画（案）の検討 
○自転車車車場再整備 
・自転車駐車場整備 
○市有地利活用関係 
・市有地利活用計画の検討 

予算額 26,815 千円 計画額 32,358千円 計画額 19,358千円 

 

事業Ｎｏ 79 事業課 街路課 

事業名 歴史的地区環境整備街路 種別 投資的事業 

予算科目 款 土木費 項 都市計画費 目 街路事業費 

事業目標・概要 観光客の回遊性を高めるとともに、歩行者の安全を確保するため、歴史的町並み
との調和のとれた道路整備を行います。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○立門前線 
・土質調査 
○喜多院門前通り線 
・土質調査 

○立門前線 
・道路共同溝詳細設計 
○同心町通り線 
・路線測量 
○喜多院門前通り線 
・道路共同溝詳細設計 
○喜多院外堀通り線 
・平面路線測量 
・土質調査 
・電柱移設 

○立門前線 
・道路改築工事等 
・電線類地中化工事等 
○同心町通り線 
・道路共同溝詳細設計 
○喜多院門前通り線 
・道路改築工事等 
・電線類地中化工事等 
○喜多院外堀通り線 
・道路改築工事等 

予算額 3,500千円 計画額 62,500千円 計画額 288,700千円 
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第３章 人と環境にやさしい、快適な基盤を備えた魅力あるまち 

第１節 都市の魅力の創出 

章  節  施策  施策の名称 

３ - １ - ３  地地域域生生活活拠拠点点のの整整備備 

 

 

 

（年度又は年度末の値） 

 

 

1 拠点の整備 

① 地域生活の拠点となる各鉄道駅周辺地区（高階地区、霞ケ関地区、南古谷駅周辺地区）に

ついては、道路及び駅前広場等の拠点性を高めるような都市基盤整備を検討し、併せて周辺

の道路網を含む面的整備の検討を進め、地域の活性化と安全で快適な住環境の拡充を図りま

す。 

2 住宅地の整備 

① 健全な市街地としての整備が必要な地域については、災害に強く快適なゆとりある住環境

の拡充を図るため、土地区画整理事業等による整備を検討するとともに、地域の特性や実情

に応じた整備について検討を進めます。 

 

 

事業Ｎｏ 80 事業課 都市整備課 

事業名 霞ケ関駅周辺整備 種別 投資的事業 

予算科目 款 土木費 項 都市計画費 目 土地区画整理費 

事業目標・概要 霞ケ関駅周辺の道路環境を改善するため、埻玉県の事業のうち用地取得事務を川
越市が受託して一般県道川越越生線の交通安全施設整備を行います。 
また、霞ケ関駅の交通結節機能と利便性の向上を図るため、霞ケ関駅北口駅前広
場の整備を行います。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○用地取得 
○移転補償 
○不動産鑑定 
○建物物件補償調査積算 
○その他 

○用地取得 
○移転補償 
○不動産鑑定 
○建物物件補償調査積算 
○用地管理作業 
○整備工事 
○その他 

○用地取得 
○移転補償 
○不動産鑑定 
○建物物件補償調査積算 
○その他 

予算額 311,160 千円 計画額 245,632千円 計画額 258,421千円 

 

 

項 目 
現状値 

（H21年度） 
目標年 目標値 

土地区画整理事業施行率（％） 16.7 H27年度 18 

施策の指標 

 

施策の推進 
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事業Ｎｏ 81 事業課 都市整備課 

事業名 ＪＲ川越線駅周辺整備 種別 投資的事業 

予算科目 款 土木費 項 都市計画費 目 土地区画整理費 

事業目標・概要 ＪＲ川越線の单古谷駅、的場駅の北口開設及び駅周辺整備のための調査・検討を
行います。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○单古谷駅周辺整備 
○的場駅周辺整備 

○单古谷駅周辺整備 
○的場駅周辺整備 

○单古谷駅周辺整備 
○的場駅周辺整備 

予算額    2,500千円 計画額 1,000千円 計画額 7,000千円 

 

事業Ｎｏ 82 事業課 高階土地区画整理事務所 重 点 

事業名 新河岸駅周辺地区整備 種別 投資的事業 

予算科目 款 土木費 項 都市計画費 目 土地区画整理費 

事業目標・概要 新河岸駅を中心とした、骨格道路等の整備を最優先し、地区の特性に配慮したま
ちづくりを進めていきます。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○道路事業、街路事業、代替地
取得事業 
○まちづくり計画推進事業 
・用途地域、地区計画の策定 
○地区環境整備事業 
・側溝整備工事 
○未接道地解消事業 

○道路事業、街路事業、代替地
取得事業 
○骨格道路整備工事 
○まちづくり計画推進事業 
・高階まちづくりプラン策定 
○地区環境整備事業 
・側溝整備工事 
○未接道地解消事業 

○骨格道路整備工事 
○駅舎整備事業 
○地区環境整備事業 
・側溝整備工事 
○未接道地解消事業 

予算額 1,693,344 千円 計画額 2,052,558 千円 計画額 1,657,691 千円 
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第３章 人と環境にやさしい、快適な基盤を備えた魅力あるまち 

第１節 都市の魅力の創出 

章  節  施策  施策の名称 

３ - １ - ４  景景観観にに配配慮慮ししたたままちちづづくくりり 

 

 

 

（年度又は年度末の値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 
現状値 

（H21年度） 
目標年 目標値 

都市景観形成地域指定数（地域） 3 H27年度 4 

都市景観重要建築物等指定数（件） 69 H27年度 80 

1 歴史的地区の整備 

① 「景観法」に基づく景観計画により、景観形成重点区域を定め、基準の運用を通して歴史

的風致の維持向上を目指して整備を図ります。 

② 都市景観重要建築物等の指定を推進し、これを契機としたまちづくりの施策を行うことに

より、特徴ある町並みの形成を図ります。 

2 都市デザインの推進 

① 「景観法」に基づく景観計画により、基準の運用を通して魅力ある都市景観の整備を図り

ます。 

② 公共施設の建設に当たっては、地域の歴史や文化、まちづくり活動等に配慮した都市デザ

イン整備に努め、良好な都市景観の創出を目指します。 

3 都市デザインの啓発、普及 

① 良好な都市景観の形成を図る上では、市民一人ひとりが関心を持ち、主体的にまちづくり

に関わっていくきっかけが重要であるため、市民意識の啓発及び情報等の提供を推進します。 

4 屋外広告物の適正化 

① 良好な都市景観の形成と安全性を確保するため、屋外広告物の適正な掲出が図られるよう

に推進します。 

施策の指標 

 

施策の推進 
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事業Ｎｏ 83 事業課 都市景観課 重 点 

事業名 都市景観事務 種別 ソフト事業 

予算科目 款 土木費 項 都市計画費 目 都市景観費 

事業目標・概要 川越市が持つ様々な特性を生かした都市景観の形成を通し、魅力的な都市の創造
を図ります。「景観法」に基づく景観計画の策定及び都市景観条例の改正を行い、
さらに、「歴史まちづくり法」に基づく歴史的風致維持向上計画による景観整備を
推進していきます。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○都市景観百選の選定 
○景観法による景観計画の運営 
○都市景観形成地域への運営補
助アドバイザー派遣 
○都市景観シンポジウム開催 
○都市景観重要建築物等への改
修費助成 

○新築修景補助制度の創設 
○景観法による景観計画の運営 
○都市景観形成地域への運営補
助アドバイザー派遣 
○都市景観シンポジウム開催 
○都市景観重要建築物等への改
修費助成 

○新築修景補助制度の運営 
○景観法による景観計画の運営 
○都市景観形成地域への運営補
助アドバイザー派遣 
○都市景観シンポジウム開催 
○都市景観重要建築物等への改
修費助成 

予算額 14,246 千円 計画額 25,813千円 計画額 25,526千円 

 

事業Ｎｏ 84 事業課 都市景観課 

事業名 屋外広告物事務 種別 ソフト事業 

予算科目 款 土木費 項 都市計画費 目 都市景観費 

事業目標・概要 屋外広告物の適正な掲出を促すとともに、良好な都市景観の形成を推進するため、
都市景観を著しく阻害したり歩行者等の安全衛生上危害を及ぼすような違反広告
物を市民の協力の下で除却し、景観に配慮した誘導を行います。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○川越市屋外広告物条例に基づ
く屋外広告物の許可 
○条例に違反して掲出されてい
る屋外広告物の適正化 
○市民との協働による違反広告
物の撲滅 
○屋外広告物適正化への啓発 

○川越市屋外広告物条例に基づ
く屋外広告物の許可 
○条例に違反して掲出されてい
る屋外広告物の適正化 
○市民との協働による違反広告
物の撲滅 
○屋外広告物適正化への啓発 

○川越市屋外広告物条例に基づ
く屋外広告物の許可 
○条例に違反して掲出されてい
る屋外広告物の適正化 
○市民との協働による違反広告
物の撲滅 
○屋外広告物適正化への啓発 

予算額 2,338千円 計画額 2,725千円 計画額 3,002千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



96 

第３章 人と環境にやさしい、快適な基盤を備えた魅力あるまち 

第２節 交通ネットワークの構築 

章  節  施策  施策の名称 

３ - ２ - １  道道路路交交通通体体系系のの整整備備 

 

 

 

（年度又は年度末の値） 

 

 

1 都市活動を支える広域幹線道路の整備 

① 広域道路網の充実を図り、都市間の連携やバイパス機能及び高速道路へのアクセス等を強

化するため、道路、橋りょうを整備し、更に川越北環状線や坂戸東川越線等の整備を引き続

き促進します。 

② 国県道における渋滞交差点の改良を促進し、交通の安全と円滑化を確保するよう努めます。  

2 地域の活動を豊かにする幹線道路の整備 

① 計画的なまちづくりを推進し有効な土地利用を図るため、市街地における都市計画道路を

整備するとともに、都市計画道路の見直しと実現可能な道路網の検討を進めます。 

② 市内の各地域を連携する幹線道路や橋りょうの整備を費用対効果、歩行者の安全等を考慮

しながら計画的に進めます。 

3 安全で人にやさしい生活道路の整備 

① 市民生活に密着した生活道路は、幹線道路整備と整合を図り、住民との合意形成を行いな

がら効果的に整備するとともに、通学路の整備についても積極的に推進します。 

② 安全で快適な道路環境の確保のため、道路の適正な維持管理に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 
現状値 

（H21年度） 
目標年 目標値 

都市計画道路の整備率（％） 43.3 H27年度 48.0以上 

生活道路の改良延長（ｍ） 81,081 H27年度 95,000以上 

施策の指標 

 

施策の推進 
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事業Ｎｏ 85 事業課 都市計画課 

事業名 広域幹線道路整備推進 種別 ソフト事業 

予算科目 款 土木費 項 都市計画費 目 都市計画総務費 

事業目標・概要 現在の都市計画道路網は、高度経済成長期における都市の拡大・進展を前提に決
定されていますが、近年、都市を取り巻く社会状況は大きく変化してきています。
人口減尐時代の到来、尐子高齢化の進展、市街地拡大の収束などの状況を踏まえ、
将来交通需要に合った道路ネットワークを再構築します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○長期未整備都市計画道路の検
討（外環状線、三田城下橋線） 
○都市計画道路を骨格とする沿
道商店街の活性化方策の検討 
○都市計画道路の整備方針の策
定 
 

○長期未整備都市計画道路であ
る三田城下橋線の札の辻交差点
の都市計画変更及び市内循環線
の検討 

○長期未整備都市計画道路であ
る中央通り線の見直し方策につ
いて法手続きを進めるための調
整 

予算額 5,500千円 計画額 3,000千円 計画額 3,000千円 

 

事業Ｎｏ 86 事業課 都市計画課 

事業名 地区整備計画推進 種別 ソフト事業 

予算科目 款 土木費 項 都市計画費 目 都市計画総務費 

事業目標・概要 快適な住環境の整備と適切な土地利用の促進を図るため、地区の道路整備計画に
基づく行政指導により後退が図られた箇所において、計画的に道路整備を進めま
す。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○地区整備計画推進 
・地元説明会の開催 
・地元調整 
・事業課との調整 

○地区整備計画推進 
・地元説明会の開催 
・地元調整 
・事業課との調整 

○地区整備計画推進 
・地元説明会の開催 
・地元調整 
・事業課との調整 

予算額 0千円 計画額 0千円 計画額 0千円 

 

事業Ｎｏ 87 事業課 都市整備課 

事業名 新宿町 3 丁目交差点整備 種別 投資的事業 

予算科目 款 土木費 項 都市計画費 目 土地区画整理費 

事業目標・概要 県道川越所沢線新宿町 3 丁目交差点の右折車線及び歩道の設置を行うため、埻玉
県と共同して県道の整備を行います。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○用地取得 
○移転補償 
○物件調査委託 

○用地取得 
○移転補償 
○物件調査委託 

○用地取得 
○移転補償 
 

予算額 103,639 千円 計画額   164,537千円 計画額   203,750千円 
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事業Ｎｏ 88 事業課 道路建設課 

事業名 橋りょう新設改良 種別 投資的事業 

予算科目 款 土木費 項 道路橋りょう費 目 橋りょう新設改良費 

事業目標・概要 道路機能の連続性を確保するため、市道橋りょうの新設改良を行います。 
市道改良や河川改修に伴い、規格・構造が不適合となる橋りょう、また補修では
安全性を確保することが難しい橋りょうについては、架け換え工事等により道路
交通の安全を図ります。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○幹線道路橋りょう 
・1橋 
○生活道路橋りょう 
・1橋 
 

○幹線道路橋りょう 
・1橋 
○生活道路橋りょう 
・5橋 
 

○幹線道路橋りょう 
・3橋 
○生活道路橋りょう 
・6橋 
 

予算額 13,000 千円 計画額 127,400千円 計画額 225,680千円 

 

事業Ｎｏ 89 事業課 道路建設課 

事業名 広域幹線（市道）整備 種別 投資的事業 

予算科目 款 土木費 項 道路橋りょう費 目 道路新設改良費 

事業目標・概要 川越市広域幹線道路網の構築を目指し、市内の骨格道路の整備を促進します。 
平成 21年 5 月の県道川越北環状線の部分供用以降、広域的な道路ネットワーク整
備の必要性がいっそう具体化しました。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○市道 0023 号線（国道 254号～
県道川越栗橋線） 
・業務委託 
・用地取得 
・物件補償 
○坂戸東川越線 
・損失補償 

○市道 0023 号線（国道 254号～
県道川越栗橋線） 
・業務委託 
・用地取得 
・物件補償 
○市道 3571、3027 号線 
・業務委託 

○市道 0023 号線（国道 254号～
県道川越栗橋線） 
・業務委託 ・用地取得 
・物件補償 ・工事 
○坂戸東川越線（平塚橋以北） 
・業務委託 

予算額 92,400 千円 計画額 116,500千円 計画額 215,000千円 

 

事業Ｎｏ 90 事業課 道路建設課 重 点 

事業名 幹線道路（市道）整備 種別 投資的事業 

予算科目 款 土木費 項 道路橋りょう費 目 道路新設改良費 

事業目標・概要 市域の均衡ある発展に資するため、市道幹線道路の整備を推進し、道路ネットワ
ークの充実を図ります。国道・県道を補完し、主要集落間の連絡機能や公共施設
へのアクセス機能を有する市道 1・2号級幹線道路の整備を行います。 
また、都市計画道路（街路事業区間以外）の整備を推進します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○幹線道路整備 9 路線 
・業務委託 6件 
・用地取得 3件 
・物件補償 4件 
・工事 3 件（360ｍ） 

○幹線道路整備 18路線 
・業務委託 17件 
・用地取得 4件 
・物件補償 3件 
・工事 3 件（460ｍ） 

○幹線道路整備 20路線 
・業務委託 16件 
・用地取得 6件 
・物件補償 3件 
・工事 2 件（200ｍ） 

予算額 364,400 千円 計画額 240,960千円 計画額 233,797千円 
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事業Ｎｏ 91 事業課 道路建設課 

事業名 生活道路（市道）改良 種別 投資的事業 

予算科目 款 土木費 項 道路橋りょう費 目 道路新設改良費 

事業目標・概要 良好な土地利用を促進し、地域の防災力を高めるなど、安全で安心な生活環境を
形成するため、生活に密着した地先道路の整備を行います。 
 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○生活道路改良 27箇所 
・業務委託 4件 
・用地取得 9件 
・物件補償 7件 
・工事 17件（1,990ｍ） 

○生活道路改良 60箇所 
・業務委託 23 件 
・用地取得 36 件 
・物件補償 29 件 
・工事 26件（3,210ｍ） 

○生活道路改良 69箇所 
・業務委託 24 件 
・用地取得 24 件 
・物件補償 20 件 
・工事 41件（7,600ｍ） 
 

予算額 450,850 千円 計画額 962,490千円 計画額 1,115,550 千円 

 

事業Ｎｏ 92 事業課 道路建設課 

事業名 地区整備計画推進（道路改良） 種別 投資的事業 

予算科目 款 土木費 項 道路橋りょう費 目 道路新設改良費 

事業目標・概要 適切な土地利用を促進し、地区の良好な住環境を形成するため、行政指導に基づ
く後退空地を利用して道路の拡幅整備を行います。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○地区整備推進 2 路線（山田、
单田島） 
・用地取得 1件 
・物件補償 1件 
・損失補償 1件 

○地区整備推進 5 路線（山田、
单田島、木野目） 
・業務委託 4件 
・用地取得 1件 
・工事 1件（100ｍ） 

○地区整備推進 10路線（山田、
单田島、木野目） 
・業務委託 3件 
・用地取得 4件 
・物件補償 4件 
・工事 3件（285ｍ） 
 

予算額 52,500 千円 計画額 10,400千円 計画額 116,530千円 

 

事業Ｎｏ 93 事業課 街路課 重 点 

事業名 市内循環線 種別 投資的事業 

予算科目 款 土木費 項 都市計画費 目 街路事業費 

事業目標・概要 中心市街地の円滑な交通を推進するため、市内循環線の街路整備を行います。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○脇田町 
・用地測量   
・物件調査 
○宮下町 
・路線用地測量 

○脇田町 
・電線類地中化工事等 
・道路改築工事等 
・用地物件 
○宮下町 
・用地取得  ・物件補償 
・暫定整備工事・共同溝設計 

○宮下町 
・用地取得 
・物件補償 
・暫定整備工事 

予算額 11,300 千円 計画額 638,400千円 計画額 341,900千円 
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事業Ｎｏ 94 事業課 街路課 重 点 

事業名 本川越駅前通線 種別 投資的事業 

予算科目 款 土木費 項 都市計画費 目 街路事業費 

事業目標・概要 中心市街地の円滑な交通を推進するため、東京川越線との交差点から東に向かう
本路線の整備を図ります。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○用地取得 
○物件補償 
○暫定整備工事 
 

○電線類地中化工事等 
○用地取得 
○物件補償 
 
 

○道路改築工事等 
 

予算額 260,300千円 計画額 105,900千円 計画額 94,680千円 

 

事業Ｎｏ 95 事業課 街路課 重 点 

事業名 川越駅单大塚線 種別 投資的事業 

予算科目 款 土木費 項 都市計画費 目 街路事業費 

事業目標・概要 交通の円滑化を推進するとともに安全性を確保するため、大東地区と川越駅西口
間のアクセス道路を整備します。また、国道 16号と交差する旭町 1丁目交差点付
近の整備も併せて行います。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○認可区間 
・道路改築工事等 
・電線類地中化工事等 
・用地取得等 
○交差点区間 
・道路改築工事等 
・電線類地中化工事等 

○認可区間  ・照明設置工事 
○交差点区間 
・道路改築工事等 
・電線類地中化工事等 
○次期認可区間 
・用地取得  ・物件補償 
・暫定整備工事 

○交差点区間 
・舗装復旧工事 
○次期認可区間 
・用地取得 
・物件補償 
・道路共同溝詳細設計 
・暫定整備工事 

予算額 562,200 千円 計画額 360,650千円 計画額 492,300千円 

 

事業Ｎｏ 96 事業課 街路課 

事業名 川越所沢線 種別 投資的事業 

予算科目 款 土木費 項 都市計画費 目 街路事業費 

事業目標・概要 川越駅と国道 16号のアクセス性を高めることにより、地域振興ふれあい拠点施設
を中心とした土地の有効活用及び川越駅西口地域のまちづくりに資するため、都
市計画道路川越所沢線（延長 140ｍ）を整備します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○道路改築工事等 
○用地取得 

○道路改築工事等  

予算額   319,300 千円 計画額 3,940千円 計画額    0千円 
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事業Ｎｏ 97 事業課 道路環境整備課 

事業名 舗装整備（市道） 種別 投資的事業 

予算科目 款 土木費 項 道路橋りょう費 目 道路維持費 

事業目標・概要 道路交通の快適性及び道路環境の向上のため、市道の舗装整備を行います。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○舗装整備工事 
 

○舗装状況調査委託 
○舗装整備工事 
○補償金 

○舗装状況調査委託 
○舗装整備工事 
○補償金 

予算額 80,000 千円 計画額 320,750千円 計画額 514,150千円 

 

事業Ｎｏ 98 事業課 道路環境整備課 

事業名 側溝整備（市道） 種別 投資的事業 

予算科目 款 土木費 項 道路橋りょう費 目 道路維持費 

事業目標・概要 道路交通の快適性及び道路環境の向上のため、市道の側溝整備を行います。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○側溝整備工事 
○測量業務委託 
○補償金 

○側溝整備工事 
○測量業務委託 
○補償金 

○側溝整備工事 
○測量業務委託 
○補償金 

予算額 53,500 千円 計画額 185,000千円 計画額 150,000千円 

 

事業Ｎｏ 99 事業課 道路環境整備課 

事業名 維持補修（市道） 種別 投資的事業 

予算科目 款 土木費 項 道路橋りょう費 目 道路維持費 

事業目標・概要 老朽化による道路等の破損を補修し、道路の安全性を確保するものです。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○維持補修工事 
○補償金 

○維持補修工事 
○詳細設計委託 
○補償金 
 

○維持補修工事 
○補償金 

予算額 384,500 千円 計画額 606,500千円 計画額 626,500千円 
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事業Ｎｏ 100 事業課 道路環境整備課 

事業名 橋りょう維持補修 種別 投資的事業 

予算科目 款 土木費 項 道路橋りょう費 目 橋りょう維持費 

事業目標・概要 道路交通の快適性及び道路環境の向上のため、橋りょうの維持補修を行います。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○橋りょう長寿命化修繕計画策
定業務委託 
○橋りょう耐震調査業務委託 
 

○橋りょう維持補修工事 
○橋りょう点検調査業務委託 
○設計業務委託 
○補償金 

○橋りょう維持補修工事 
○橋りょう長寿命化修繕計画策
定業務委託 
○設計業務委託 
○補償金 

予算額 14,000 千円 計画額 183,600千円 計画額 126,000千円 

 

事業Ｎｏ 101 事業課 道路環境整備課 重 点 

事業名 歩道整備（市道） 種別 投資的事業 

予算科目 款 土木費 項 道路橋りょう費 目 道路維持費 

事業目標・概要 道路交通の快適性及び道路環境の向上のため、歩道の整備を行います。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○歩道整備工事 
○測量業務委託 
○補償金 

○歩道整備工事 
○測量業務委託 
○補償金 

○歩道整備工事 
○測量業務委託 
○補償金 

予算額 24,000 千円 計画額 73,500千円 計画額 98,000千円 

 

事業Ｎｏ 102 事業課 道路環境整備課 

事業名 電線類地中化 種別 投資的事業 

予算科目 款 土木費 項 道路橋りょう費 目 道路維持費 

事業目標・概要 道路空間を確保し道路環境を整備することにより、道路交通の安全確保、都市防
災の向上及び都市景観の向上を図るため、電線類地中化を行います。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○市道 0009 号線工事 
○電線類地中化工事委託 
○電線類地中化箇所台帳整理委
託 
○補償金 

○市道 0009 号線工事 
○既設電線類地中化施設布設替
工事委託 
○電線類地中化箇所台帳整理委
託 
 

○市道 0009 号線工事 
○既設電線類地中化施設布設替
工事委託 
○電線類地中化箇所台帳整理委
託 
 

予算額 52,853 千円 計画額 25,107千円 計画額 25,107千円 
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第３章 人と環境にやさしい、快適な基盤を備えた魅力あるまち 

第２節 交通ネットワークの構築 

章  節  施策  施策の名称 

３ - ２ - ２  交交通通円円滑滑化化方方策策のの推推進進 

 

 

 

（年度又は年度末の値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 
現状値 

（H21年度） 
目標年 目標値 

自転車専用通行帯の設置数(箇所) 4 H27年度 8 

交差点改良の着手数(箇所） ― H27年度 7 

1 交通需要マネジメントの推進 

① 交通渋滞の緩和と安全の確保を図るため、パークアンドライドの実施による中心市街地へ流

入する交通量の抑制や、公共交通機関の利用促進、適切な交通規制の検討など、交通需要マネ

ジメント施策を推進します。 

② 自動車交通量を抑制するため自転車の利用を促進するとともに、既存の道路の使い方を工夫

するなど、自転車を安心して利用できる自転車専用通行帯等の整備を検討します。 

③ 市街地における道路交通の現状と特性を把握し、計画的に交通渋滞の要因と考えられる交差

点の改良や必要な道路の整備を図ります。 

2 駐車場の整備 

① 駅周辺や商店街など商業・業務機能の集積した地域に対しては、必要に応じて駐車場の整備

を図るとともに、観光客などのために郊外型駐車場の整備を推進します。 

施策の推進 

 

施策の指標 
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事業Ｎｏ 103 事業課 都市交通政策課 重 点 

事業名 都市交通政策推進 種別 投資的事業 

予算科目 款 総務費 項 総務管理費 目 交通政策費 

事業目標・概要 市街地における交通の円滑化を推進するため、公共交通機関の利用促進と利便性
の向上を図り、自動車交通の低減を目指すとともに、適正な交通規制の導入など
を検討します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○交通規制の検討 
○検証と効果測定 
○交通対策箇所の抽出 
○法定協議会の運営 
○バス案内板の設置 
○コミュニティサイクル社会実
験 

○交通規制の検討 
○交通対策箇所の抽出 
○交通戦略の検討 
○法定協議会の運営 
○コミュニティサイクル社会実
験 

○交通規制の検討、実施 
○交通対策箇所の抽出 
○交通戦略の策定 
○法定協議会の運営 
○コミュニティサイクルの推進 

予算額 19,476 千円 計画額 19,988千円 計画額 40,338千円 
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第３章 人と環境にやさしい、快適な基盤を備えた魅力あるまち 

第２節 交通ネットワークの構築 

章  節  施策  施策の名称 

３ - ２ - ３  公公共共交交通通機機関関のの充充実実 

 

 

 

（年度又は年度末の値） 

 

 

1 鉄道輸送の利便性の向上 

① 東武東上線の複々線化、西武新宿線の複線化及び地下化、ＪＲ川越線の複線化を促進し、

鉄道輸送力の増強及び速達性の向上を図ります。 

② 横浜方面への利便性の向上を図るため、東急東横線・横浜高速鉄道みなとみらい線と東武

東上線・副都心線との相互直通運転を促進します。また、他の路線についても動向を見極め

ながら既存路線との相互直通運転を促進します。 

③ 西武鉄道の車両基地建設に伴い、安比奈線の旅客線化及び新駅の設置を促進します。 

④ 鉄道利用者への適切な案内表示の整備を進め、鉄道とバス等公共交通機関同士又は自動車

からの乗り換えを分かりやすくすることにより、市民及び来街者の円滑な移動を確保すると

ともに、自動車からの乗り換えを促進し、交通渋滞の緩和を図ります。 

⑤ 駅施設等の改善を促進し、駅利用者の利便性の向上を図ります。 

2 バス輸送の充実 

① バス輸送の充実を図るため、バスの利用促進を図り利用者を増やすことで、既設路線の確

保、運行本数の増加、運行時間の延長、新規路線の開設を促進します。 

② 誰にでも分かりやすいバスの案内をするため、バスロケーションシステムを活用したバス

等総合案内板の整備やバス停への上屋、駐輪場等の整備を促進するなど、利便性の向上を図

ることにより、市民及び来街者の円滑な移動を確保するとともに、自動車からの乗り換えを

促進し、交通渋滞の緩和を図ります。 

③ 市内循環バス「川越シャトル」は、路線や運行本数、目的地などの見直しと改善を行いま

す。 

④ 路線バス車両のバリアフリー化を推進するため、ノンステップバスの導入を促進します。 

⑤ 高速バス利用者の利用促進を図るため、既設路線の運行本数の増加や新規路線の設置など

を促進し、高速バスの充実を図ります。 

 

 

項 目 
現状値 

（H21年度） 
目標年 目標値 

ノンステップバスの導入率（％） 81.6 H27年度 90.0 

路線バスの 1日平均利用者数（人） 
21,753 

(H20年度) 
H27年度 23,000 

施策の指標 

 

施策の推進 
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事業Ｎｏ 104 事業課 都市交通政策課 

事業名 市内循環バス運行 種別 ソフト事業 

予算科目 款 総務費 項 総務管理費 目 交通政策費 

事業目標・概要 交通空白地域の解消を目的に、鉄道駅を中心として住宅地や公共施設への交通手
段を確保するため、市内循環バスを運行します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○バス運行 
○交通手段検討 

○バス運行 
○利用実態調査 
○交通手段検討 

○バス運行 
○市民アンケート調査 
 

予算額 164,469 千円 計画額 167,844千円 計画額 155,344千円 
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第３章 人と環境にやさしい、快適な基盤を備えた魅力あるまち 

第３節 自然と調和した基盤づくり 

章  節  施策  施策の名称 

３ - ３ - １  治治水水事事業業のの推推進進 

 

 

 

（年度又は年度末の値） 

 

 

1 河川整備 

① 久保川の河川改修を狭山市と協同して推進するとともに、準用河川及び幹線水路の河川改

修、普通河川の水路整備に努めます。また、国、県及び関係市町と連携した総合治水対策に

努め、保水・遊水機能の保全や雨水の流出抑制施設の設置など流域対策を促進します。 

2 雤水整備 

① 雨水排水整備計画を策定します。 

② 浸水被害の対策として、雨水の放流先である河川の改修と整合を図り、雨水管きょや雨水

ポンプ場の整備を計画的に推進します。 

③ 近年の集中豪雨等により市街地で局地的に発生している浸水を防止するため、雨水を一時

貯留する施設の設置を計画的に推進します。 

3 雤水の有効利用の促進 

① 公共施設に雨水利用タンクを設置します。 

② 住宅の屋根に降った雨水を貯留する施設や浸透させる施設に対する補助金を交付し、下水

道管きょへの雨水の一時的な流出抑制対策を図るとともに、雨水の有効利用を促進します。 

 

事業Ｎｏ 105 事業課 河川課 

事業名 中小河川排水路整備 種別 投資的事業 

予算科目 款 土木費 項 河川費 目 河川総務費 

事業目標・概要 降雤対策及び生活環境の向上を図るため、排水路の整備を推進します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○排水路整備計画の策定 
○中小河川排水路整備 
 （幹線・枝線） 
 

○排水路整備計画の策定 
○中小河川排水路整備 
 （幹線・枝線） 

○排水路整備計画の策定 
○中小河川排水路整備 
 （幹線・枝線） 

予算額 237,800 千円 計画額 448,000千円 計画額 448,000千円 

項 目 
現状値 

（H21年度） 
目標年 目標値 

久保川改修事業（％） 0 H27年度 32.3 

雤水管きょ整備事業（ｍ） 4,426 H27年度 8,100 

施策の指標 

 

施策の推進 
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事業Ｎｏ 106 事業課 河川課 

事業名 準用河川整備 種別 投資的事業 

予算科目 款 土木費 項 河川費 目 河川総務費 

事業目標・概要 浸水被害の解消及び生活環境の向上を図るため、準用河川の整備を推進します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○天の川修繕工事 
・業務委託 

○天の川修繕工事 
・業務委託 
○古川改修工事 
・設計管理委託 
○久保川改修工事 
・業務委託 

○古川改修工事 
・橋梁築造工事 
・河川改修工事 
・設計監理委託 
○天の川修繕工事 

予算額 41,400 千円 計画額 87,000千円 計画額 200,500千円 

 

事業Ｎｏ 107 事業課 河川課 

事業名 流域対策指導 種別 ソフト事業 

予算科目 款 － 項 － 目 － 

事業目標・概要 敷地面積0.05ヘクタール以上 1.0ヘクタール未満の開発行為等及び公共施設等に
ついて、雤水流出抑制の指導を行っています。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○雤水対策協議事務 ○雤水対策協議事務 ○雤水対策協議事務 

予算額    0千円 計画額   0千円 計画額   0千円 

 

 

事業Ｎｏ 108 事業課 下水計画課 

事業名 雤水施設整備事業 種別 投資的事業 

予算科目 公共下水道事業会計 

事業目標・概要 市街地内の浸水防除を目標に、雤水管きょ、雤水調整池、雤水ポンプ場の整備を
図るものです。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○新河岸川激特事業関連雤水整
備事業 
○既成市街地雤水整備事業 

○新河岸川激特事業関連雤水整
備事業 
○既成市街地雤水整備事業 

○新河岸川激特事業関連雤水整
備事業 
○既成市街地雤水整備事業 

予算額 271,289 千円 計画額 757,732千円 計画額 578,486千円 
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第３章 人と環境にやさしい、快適な基盤を備えた魅力あるまち 

第３節 自然と調和した基盤づくり 

章  節  施策  施策の名称 

３ - ３ - ２  水水道道水水のの安安定定供供給給 

 

 

 

（年度又は年度末の値） 

 

 

1 施設・設備の改修及び更新 

① 老朽化した施設・設備の更新を計画的に実施し、水道水の安定供給に努めます。 

② 貴重な水の有効利用の観点から漏水調査を継続して実施し、漏水の防止・早期発見に努め

ます。 

2 災害に強い施設整備 

① 災害時における水道水の供給を確保するため、配水池や配水管路等の耐震化の推進に努め

ます。 

3 効率的な事業の推進 

① 計画的・効率的な事業を推進し、経営の安定化に努めます。 

② 快適な暮らしを支えるため、多様な顧客ニーズに対応しながら、情報提供の推進など各種

サービスの向上に努めます。 

③ コスト削減に取り組むとともに、公営企業としての独立採算制を維持するため、受益と負

担との均衡が取れた経営に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 
現状値 

（H21年度） 
目標年 目標値 

有収率（％） 92.05 H27年度 93.50 

収納率（％） 99.81 H27年度 99.90 

施策の指標 

 

施策の推進 
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事業Ｎｏ 109 事業課 料金課 

事業名 請求収納管理事務 種別 ソフト事業 

予算科目 水道事業会計（収益的支出） 

事業目標・概要 水道事業の健全経営を図り水道の安定供給を行うため、経営基盤のもととなる水
道料金の収納確保を推進します。 
（当該管理業務は、平成 25 年度より営業業務の包括委託に伴い、事業の再編を行
います。） 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○口座振替の推進 
○滞納整理の強化 

  

予算額 52,740千円 計画額 0千円 計画額 0千円 

 

事業Ｎｏ 110 事業課 給水課 

事業名 漏水防止事業 種別 ソフト事業 

予算科目 水道事業会計（収益的支出） 

事業目標・概要 漏水を早期に発見し修繕することにより有収率の向上を図るとともに、水資源の
有効活用を図るため、計画的な漏水調査を行います。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○漏水調査委託 
○配水管の維持管理 
○その他（保険料） 
○入間川水管橋維持管理負担金 
○入間川水管橋塗り替え負担金 
 

○漏水調査委託 
○配水管の維持管理 
○その他（保険料） 
○入間川水管橋維持管理負担金 
 

○漏水調査委託 
○配水管の維持管理 
○その他（保険料） 
○入間川水管橋維持管理負担金 

予算額 62,898千円 計画額 36,342千円 計画額 39,502千円 

 

事業Ｎｏ 111 事業課 水道施設課 

事業名 浄水場整備事業 種別 投資的事業 

予算科目 水道事業会計（資本的支出） 

事業目標・概要 安全な水道水を安定供給するとともに限りある水資源を有効活用するため、老朽
化した施設を更新し、機能の回復及び維持管理の強化を図ります。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○郭町浄水場 ・設備更新工事 
○伊佐沼浄水場 
・設備更新工事 
○霞ケ関第二浄水場 
・設備更新工事 
○仙波浄水場 
・設備更新設計委託 

○伊佐沼浄水場 
・設備更新工事 
○仙波浄水場 
・設備更新工事 
 

 

予算額 728,650 千円 計画額 532,319千円 計画額 0千円 
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第３章 人と環境にやさしい、快適な基盤を備えた魅力あるまち 

第３節 自然と調和した基盤づくり 

章  節  施策  施策の名称 

３ - ３ - ３  公公共共下下水水道道等等のの整整備備 

 

 

 

（年度又は年度末の値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 
現状値 

（H21年度） 
目標年 目標値 

生活排水処理率（％） 90.5 H27年度 94.2 

汚水管きょ改良事業（ｍ） 21,864 H27年度 47,100 

1 生活排水施設の整備 

① 公共下水道の汚水施設整備については、市民の生活環境の改善や公衆衛生の向上及び公共

用水域の水質保全を図る目的で、荒川右岸流域下水道区域の市街化調整区域の整備を中心に

実施していきます。 

② 農村環境の改善と農業用用排水の水質保全を図るため、地域の特性に応じて農業集落排水

整備の推進や、合併処理浄化槽の設置及び維持管理を支援します。 

2 合流式下水道の改善 

① 公共用水域の水質汚濁の改善と公衆衛生の向上を図るため、大雨の時に雨水吐口から河川

に放流されている未処理下水を極力減らす対策として、一時貯留する施設の設置や、下水に

含まれる汚濁物の流出を極力防止するため雨水吐口の改良等を計画的に実施していきます。 

3 公共下水道施設の維持管理 

① 老朽化した管きょ施設を改築し、排水機能の向上及び施設の保全に努めます。 

② 下水道施設の不明水対策を推進し、経費の削減及び公衆衛生の向上に努めます。 

③ 事業所排水の監視を強化し、下水道施設の損傷と公共用水域の水質汚濁の防止に努めま

す。 

④ ポンプ場施設の維持管理を適正に行い、市民の生活環境の保全に努めます。 

4 効率的な公共下水道事業の推進 

① 公共工事コスト縮減の徹底等により経費の削減を図るとともに、事業の持続性を考慮し、

下水道使用料の適正化を図り、経営の安定化に努めます。 

施策の指標 

 

施策の推進 
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事業Ｎｏ 112 事業課 下水計画課 

事業名 汚水施設整備事業 種別 投資的事業 

予算科目 公共下水道事業会計（資本的支出） 

事業目標・概要 生活環境の改善及び公衆衛生の向上と公共用水域の水質保全を図ります。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○（汚水）荒川右岸流域関連公
共下水道 9地区 
 

○（汚水）荒川右岸流域関連公
共下水道 9地区 

○（汚水）荒川右岸流域関連公
共下水道 9地区 

予算額 367,909 千円 計画額 467,829千円 計画額 520,615千円 

 

事業Ｎｏ 113 事業課 下水計画課 

事業名 合流式下水道改善事業 種別 投資的事業 

予算科目 公共下水道事業会計（資本的支出） 

事業目標・概要 合流式下水道区域 827 ヘクタールの区域から排出される汚濁負荷量の削減及び雤
水吐口からのきょう雑物の流出を極力削減することにより公共用水域の水質汚濁
の改善と公衆衛生の向上を図ります。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○補助事業 
○卖独事業 
 

○補助事業 
○卖独事業 
 

 

予算額 913,321 千円 計画額 682,534千円 計画額 0千円 

 

事業Ｎｏ 114 事業課 環境保全課 

事業名 浄化槽管理指導 種別 ソフト事業 

予算科目 款 衛生費 項 清掃費 目 し尿処理費 

事業目標・概要 生活排水の適正な処理を推進して、公共用水域の水質汚濁を防止するため、補助
金を交付し、合併処理浄化槽の普及と適正な維持管理を図ります。 
 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○合併処理浄化槽設置整備補助 
○合併処理浄化槽維持管理補助
事業 
○浄化槽管理者への助言、指導 
○浄化槽維持管理啓発事業 

○合併処理浄化槽設置整備補助 
○合併処理浄化槽維持管理補助
事業 
○浄化槽管理者への助言、指導 
○浄化槽維持管理啓発事業 

○合併処理浄化槽設置整備補助 
○合併処理浄化槽維持管理補助
事業 
○浄化槽管理者への助言、指導 
○浄化槽維持管理啓発事業 

予算額 35,771 千円 計画額 35,771千円 計画額 35,771千円 
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第３章 人と環境にやさしい、快適な基盤を備えた魅力あるまち 

第３節 自然と調和した基盤づくり 

章  節  施策  施策の名称 

３ - ３ - ４  水水辺辺とと森森林林のの整整備備 

 

 

 

（年度又は年度末の値） 

 

 

1 河川空間の活用 

① 荒川、入間川、新河岸川等の優れた自然環境を活用して、親水公園等の整備を図ります。

また、築堤工事が完了した芳野地区周辺については、入間川の広大な河川空間を利用して水

辺や自然とのふれあいの場、スポーツ・レクリエーション活動の場となる河川敷公園の整備

を推進します。 

2 伊佐沼周辺の整備 

① 「地域用水環境整備事業」の効果を踏まえて、伊佐沼周辺における水、花、緑の豊かな自

然環境を活用し、市民共有の憩いの場やレクリエーションの場となる伊佐沼公園の拡張整備

を推進します。 

3 樹林地の整備 

① 本市南部に広がる武蔵野の面影を残す雑木林等については、大変貴重な自然であることか

ら保全に努めていくとともに、自然とのふれあいの場、緑の中のレクリエーションの場とし

て活用を図るため、（仮称）川越市森林公園の整備を推進します。 

 

事業Ｎｏ 115 事業課 公園整備課 

事業名 仮称森林公園整備 種別 投資的事業 

予算科目 款 土木費 項 都市計画費 目 公園費 

事業目標・概要 市单部に広がる武蔵野の名残をとどめる雑木林等を、貴重な自然として次世代に
引き継ぐため、森林公園として整備し、保全・活用を図ります。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○森のさんぽ道 
・補修工事 
 

○森林公園 
・用地測量 
○森のさんぽ道 
・補修工事 
 

○森林公園 
・用地測量 
○森のさんぽ道 
・補修工事 
 

予算額 1,000千円 計画額 7,000千円 計画額 7,000千円 

項 目 
現状値 

（H21年度） 
目標年 目標値 

「（仮称）川越市森林公園計画」区域内公有地面積 

（ha） 
7.5 H27年度 11.0 

施策の指標 

 

施策の推進 

 



115 

 

事業Ｎｏ 116 事業課 公園整備課 

事業名 伊佐沼公園整備 種別 投資的事業 

予算科目 款 土木費 項 都市計画費 目 公園費 

事業目標・概要 貴重な水辺空間を市民共有の憩いの場として整備するため、伊佐沼周辺区域の公
園化を図ります。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○浄化対策作業員賃金 
○推進会議 
○伊佐沼浄化資材等 
○土地賃貸借 
 

○浄化対策作業員賃金 
○推進会議 
○伊佐沼浄化資材等 
○伊佐沼公園基本計画策定業務 

○浄化対策作業員賃金 
○推進会議 
○伊佐沼浄化資材等 
 

予算額  1,734千円 計画額 12,230千円 計画額 2,230千円 

 

事業Ｎｏ 117 事業課 公園整備課 

事業名 仮称池辺公園整備 種別 投資的事業 

予算科目 款 土木費 項 都市計画費 目 公園費 

事業目標・概要 市民の憩いの場を創出するとともに河川環境の保全及び不法投棄等の抑制を図る
ため、河川敷公園を整備します。 
 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

 ○基礎調査 
○用地測量 
○整備工事 
○土地購入 
○物件補償 
○不動産鑑定 
 

○基礎調査 
 

予算額    0千円 計画額 12,200千円 計画額 3,000千円 

 

事業Ｎｏ 118 事業課 河川課 

事業名 河川環境整備 種別 投資的事業 

予算科目 款 土木費 項 河川費 目 河川総務費 

事業目標・概要 河川堤防を強化するとともに、地域住民に憩いの場を提供するため、河川環境の
整備を図ります。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○桜づつみモデル事業 
・植栽管理 
 

○桜づつみモデル事業 
・植栽管理 
・駐車場整備工事 
・東屋、ベンチ等設置工事 
 

○桜づつみモデル事業 
・植栽管理 
・用地測量 

予算額 13,775 千円 計画額 32,000千円 計画額 23,000千円 
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第３章 人と環境にやさしい、快適な基盤を備えた魅力あるまち 

第３節 自然と調和した基盤づくり 

章  節  施策  施策の名称 

３ - ３ - ５  公公園園のの整整備備とと充充実実 

 

 

 

（年度又は年度末の値） 

 

 

1 計画的な公園の整備 

① 「川越市緑の基本計画」に基づき、計画的に公園の整備を推進します。 

2 自然環境の活用と整備 

① 水や緑等の自然環境と共生した公園の整備を推進します。 

3 歴史的遺産の活用 

① 本市の歴史的遺産を活用した公園の整備を推進するとともに、代表的な史跡である川越城

址については、城址公園として整備を検討します。また、川越城富士見櫓の復元整備を行い

観光や教育の場とします。 

4 身近な活動拠点の整備 

① 市民が憩いと安らぎを感じられる場所として、また、災害時の避難場所として活用できる

よう、街区公園等の身近な公園を積極的に整備します。 

② 子どもから高齢者までが身近な場所で体力づくりや健康づくりができる公園の整備を行う

とともに既設の公園に健康運動施設等の設置を図ります。 

5 レクリエーション・スポーツ拠点の整備 

① スポーツやレクリエーション活動の拠点となる公園の整備を検討するとともに、既存の施

設の更新等についても検討を進めます。 

② 子どもから高齢者までが利用できるレクリエーションの場として、温水利用型健康運動施

設を含むなぐわし公園の整備を推進します。 

6 公園の適正な管理と魅力の創出 

① 既設の公園については、適正な管理を行うとともに、魅力を高めるため、施設のリニュー

アルやユニバーサルデザイン化を行います。 

② 公園利用者層の変化と市民の多様なニーズに対応し、安全で誰もが安心して楽しむことの

できる魅力ある公園づくりを推進します。 

 

 

 

 

項 目 
現状値 

（H21年度） 
目標年 目標値 

都市公園数（箇所） 240 H27年度 280 

施策の指標 

 

施策の推進 

 



117 

 

事業Ｎｏ 119 事業課 公園整備課 

事業名 街区公園等整備 種別 投資的事業 

予算科目 款 土木費 項 都市計画費 目 公園費 

事業目標・概要 市民が親しみと安らぎを感じる場所及び災害時の避難場所を提供するため、「川越
市緑の基本計画」に基づき街区公園等の整備を促進します。また、入間川河川敷
公園等の新たな公園整備について事業化に向けて調査・研究します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○街区公園等整備 ○街区公園等整備 
○入間川河川敷公園基本設計 

○街区公園等整備 
○入間川河川敷公園実施設計 
（1工区） 

予算額 65,200 千円 計画額 428,409千円 計画額 79,800千円 

 

事業Ｎｏ 120 事業課 公園整備課 重 点 

事業名 なぐわし公園整備 種別 投資的事業 

予算科目 款 土木費 項 都市計画費 目 公園費 

事業目標・概要 資源化センターからの余熱を利用した温水利用型健康運動施設として、多機能な
温水プールを主体とした施設を建設するとともに、多目的に活用できるグラウン
ド等を一体的に公園として整備を推進します。また、温水利用型健康運動施設等
は、PFI 事業により整備し維持管理運営を行います。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○建設モニタリング 
○維持管理運営モニタリング 
○施設建設 
○サービス対価支払 
○仮設園路設置工事 

○維持管理運営モニタリング 
○サービス対価支払 
○事業用地取得（多目的グラウ
ンド） 
○園地実施設計（北側 5.3ha） 
○外周水路整備工事（130ｍ） 

○維持管理運営モニタリング 
○サービス対価支払 
○多目的グラウンド整備工事 
○事業用地取得（水辺ゾーン） 
○外周水路整備工事（100ｍ） 

予算額 917,204 千円 計画額 1,311,423 千円 計画額 1,303,753 千円 

 

事業Ｎｏ 121 事業課 公園整備課 

事業名 川越城富士見櫓跡整備 種別 投資的事業 

予算科目 款 土木費 項 都市計画費 目 公園費 

事業目標・概要 新たな観光名所を創出するとともに市民及び観光客の歴史教育の場として活用す
るため、川越城富士見櫓の復元整備を行います。また、单側広場については、地
域住民及び観光客の憩いの場、安らぎの場として整備を行います。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○樹木管理業務委託 
 

○実施設計業務委託 ○施工監理委託 
○櫓台補強工事 
○櫓建設工事（第 1期） 

予算額  500千円 計画額 25,000千円 計画額 200,000千円 
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事業Ｎｏ 122 事業課 公園整備課 

事業名 各種公園整備 種別 投資的事業 

予算科目 款 土木費 項 都市計画費 目 公園費 

事業目標・概要 公園利用者の安全性及び快適性を確保するため、安全・安心な公園づくりに重点
を置き、既設の公園を適切に維持管理するとともに、老朽化した公園施設の改修・
補修等を行います。 
 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○遊具保守点検委託 
○施設管理委託 
○園地管理委託 
○高木剪定等樹木管理委託 
○遊具改修工事 
○水道加入負担金 

○遊具保守点検委託 
○施設管理委託 
○園地管理委託 
○高木剪定等樹木管理委託 
○遊具改修工事 
○水道加入負担金 

○遊具保守点検委託 
○施設管理委託 
○園地管理委託 
○高木剪定等樹木管理委託 
○遊具改修工事 
○水道加入負担金 

予算額 351,330 千円 計画額 554,860千円 計画額 544,860千円 
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第３章 人と環境にやさしい、快適な基盤を備えた魅力あるまち 

第３節 自然と調和した基盤づくり 

章  節  施策  施策の名称 

３ - ３ - ６  快快適適なな住住宅宅・・住住環環境境のの整整備備 

 

 

 

（年度又は年度末の値） 

 

 

1 良好な住環境の整備 

① 地区計画や住環境整備に関する制度の活用を図ります。  

2 公的住宅の供給 

① 市営住宅の建替えに当たっては、周辺の住環境に配慮した敷地の活用を図るとともに、福

祉部門との連携により福祉施設等との併設・合築を検討します。 

3 高齢者等への住宅支援 

① 高齢者等の居住の安定確保に関する制度など各種の制度を活用し、高齢者等への住宅支援

を行います。 

② 高齢者や障害のある人が安心して暮らせるよう、住み替え家賃の助成や高齢者住宅保証制

度等の充実を図ります。 

 

事業Ｎｏ 123 事業課 建築住宅課 

事業名 市営住宅等整備 種別 投資的事業 

予算科目 款 土木費 項 住宅費 目 住宅管理費 

事業目標・概要 住宅に困窮する低所得者に対し低廉な家賃で住宅を供給し、居住環境の安定と社
会福祉の増進を図るため、既存市営住宅の長寿命化及び建替えを行います。 
また、既存市営住宅の入居率の向上に資するため、計画的な空室改修工事を推進
します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○小堤団地 K2 号棟外壁等改修
工事 
○寿町 2 丁目団地 K3 号棟、K4
号棟耐震補強工事設計業務委託 
 

○笠幡団地改修工事（KP-1） 
○小仙波町 1丁目団地 K1号棟、
岸町 1丁目北団地 K7号棟外壁等
改修工事 
○寿町 2丁目団地 K3号棟耐震補
強工事 
○空室改修工事（20戸） 

○笠幡団地改修工事（KP-2） 
○小仙波町 1丁目団地 K2号棟、
岸町 1丁目北団地 K8号棟外壁等
改修工事 
○寿町 2丁目団地 K4号棟耐震補
強工事 
○空室改修工事（20戸） 

予算額 41,000 千円 計画額 61,385千円 計画額 63,405千円 

 項 目 
現状値 

（H21年度） 
目標年 目標値 

市営住宅管理戸数（戸） 1,100 H27年度 1,132 

高齢者世話付住宅戸数（戸） 30 H27年度 40 

施策の指標 

 

施策の推進 
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第４章 産業・観光 
 

 

 

 

（基本目標） 

にぎわいに満ち、 

   活力ある産業を育てるまち 
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第４章 産業・観光 

 
にぎわいに満ち、活力ある産業を育てるまち 

  
第１節 地域経済の活性化と産業振興 

   
施策１ 地域振興拠点の整備と新しい産業の育成 

    
124 地域振興ふれあい拠点施設整備                 重点 川越駅西口まちづくり推進室                   

    
125 ワーカーズコレクティブ設立支援事業              商工振興課                     

   
施策２ 雇用の促進と労働環境の改善 

    
126 労働一般事務                         緊急地域経済対策室                 

    
127 就労支援                           重点 緊急地域経済対策室                 

   
施策３ 農業の振興 

    
128 土地改良事業                         農政課                       

    
129 農業集落排水整備                       農政課                       

    
130 園芸特産振興                         重点 農政課                       

   
施策４ 商業の振興 

    
131 商店街振興対策補助                      重点 商工振興課                     

    
132 旧川越織物市場保存活用                    中心市街地活性化推進室               

    
133 旧鶴川座保存活用                       中心市街地活性化推進室               

   
施策５ 工業の振興 

    
134 商工業振興                          商工振興課                     

    
135 中小企業関係融資                       商工振興課                     

  
第２節 観光による地域振興 

   
施策１ 新たな観光事業の推進 

    
136 小江戸川越観光推進協議会                   重点 観光課                       

    
137 観光振興計画推進                       観光課                       

   
施策２ 観光環境の整備 

    
138 観光施設                           観光課                       

    
139 観光案内                           観光課                       

    
140 郊外型駐車場整備                       観光課                       
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第４章 にぎわいに満ち、活力ある産業を育てるまち 

第１節 地域経済の活性化と産業振興 

章  節  施策  施策の名称 

４ - １ - １  地地域域振振興興拠拠点点のの整整備備とと新新ししいい産産業業のの育育成成 

 

 

 

（年度又は年度末の値） 

 

 

1 地域振興ふれあい拠点施設の整備 

① 地域産業の振興や活性化、地域住民の活動・交流の促進及びにぎわいの創出を図るため、

埻玉県との共同事業により地域振興ふれあい拠点施設を整備します。 

2 新しい産業の育成 

① 地域活動支援のためワーカーズコレクティブの設立を支援します。 

② 起業や第二創業に対する支援を行います。 

3 人材確保や人材育成の推進 

① 中小企業の人材を確保するため、業務経験者や技術を有する人材の情報を収集し、提供に

努めます。 

② 高度化する技術革新や ICT化などに対応できる人材を育成するため、研修環境の充実を図

ります。また、地域における優れた技術や技能を継承するための人材育成のしくみづくりに

ついて研究します。 

4 産学公連携による技術開発の支援 

① 企業(産)が、技術シーズや高度な専門知識を持つ大学等(学)や公設試験研究機関等（公）

と連携して、新製品開発や新分野進出等を図ることのできる環境づくりを支援します。 

5 川越ブランドの推奨 

① 関係団体等と連携し新たな「川越ブランド」の確立を目指します。 

6 高度情報化社会・ICT社会への対応支援 

① インターネット等を利用した商店街情報の提供など、販売サービス情報のネットワーク化

を支援します。 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 
現状値 

（H21年度） 
目標年 目標値 

川越ブランドの数(件) 3 H27年度 6 

施策の指標 

 

施策の推進 
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事業Ｎｏ 124 事業課 川越駅西口まちづくり推進室 重 点 

事業名 地域振興ふれあい拠点施設整備 種別 投資的事業 

予算科目 款 土木費 項 都市計画費 目 土地区画整理費 

事業目標・概要 地域産業の振興や活性化、地域住民の活動・交流の促進及びにぎわいの創出を図
るため、埻玉県との共同事業により、地域振興ふれあい拠点施設を整備します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○公共施設建設工事 
○民間事業者への土地貸付契約
締結 
○施設の管理、運営の検討 
○用地清算取得 

○公共施設建設工事 
○施設の管理、運営等に関する
埻玉県との協定締結 
○指定管理者の選定 

○公共施設建設工事（完成） 
○施設供用準備 
○施設の管理、運営（供用開始） 

予算額 761,747 千円 計画額 5,413,990千円 計画額 3,939,145 千円 

 

事業Ｎｏ 125 事業課 商工振興課 

事業名 ワーカーズコレクティブ設立支援事業 種別 ソフト事業 

予算科目 款 商工費 項 商工費 目 商工振興費 

事業目標・概要 地域課題の解決、並びに地域経済活性化を図るため、ワーカーズコレクティブ（働
く人が資本と労働を持ち寄り、まちに必要な機能を事業化し、自主管理・運営を
行う協同組合の一形態）の設立を支援します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○講演会、セミナー 
○相談会、専門家派遣 

○講演会、セミナー 
○相談会、専門家派遣 

○講演会、セミナー 
○相談会、専門家派遣 

予算額  82千円 計画額 166千円 計画額 403千円 
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第４章 にぎわいに満ち、活力ある産業を育てるまち 

第１節 地域経済の活性化と産業振興 

章  節  施策  施策の名称 

４ - １ - ２  雇雇用用のの促促進進とと労労働働環環境境のの改改善善 

 

 

 

（年度又は年度末の値） 

 

 

1 雇用の促進 

① 就労機会の拡大につながるよう、無料職業紹介を実施する関係課等と連携し、その充実に

努め、職業相談体制の強化を図ります。また、引き続き、ハローワークなどの関係機関と連

携し、若年者、中高年齢者、障害のある人など、さまざまな求職者に対応した就業支援に努

めます。 

② 市内の大学などの教育機関や人材育成機関等と協力し、ニーズに即した職業能力の向上や

開発によって再就職を希望する人への支援の充実に努めます。 

2 労働条件改善の促進 

① 健全な労使関係や職場環境が築けるよう、労働教育講座等を開催して労働教育の推進と労

働安全衛生の普及・啓発に努めます。また、埻玉県などの関係機関と連携し、労働相談の充

実に努めます。 

② 仕事と家庭の両立が図れるよう、短時間労働や再雇用制度の普及、育児・介護休業の取得

の促進などの啓発に努めます。 

3 福祉制度の普及・促進 

① 勤労者が豊かに暮らすことができるよう、勤労者福利厚生施設の充実に努め、文化・教養

の向上、健康の増進や余暇活動の促進を図ります。 

② 財団法人川越市勤労者福祉サービスセンターの事業を支援し、勤労者の総合的な福利厚生

に努めます。 

③ 中小企業退職金共済制度の普及に努めるなど、勤労者福祉及び共済制度の充実を図りま

す。 

 

 

 

 

 

項 目 
現状値 

（H21年度） 
目標年 目標値 

就労支援及び労働教育講座受講者数（人） 896 H27年度 1,000 

川越市勤労者福祉サービスセンター会員数（人） 2,033 H27年度 2,500 

施策の指標 

 

施策の推進 
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事業Ｎｏ 126 事業課 緊急地域経済対策室 

事業名 労働一般事務 種別 ソフト事業 

予算科目 款 労働費 項 労働費 目 労働総務費 

事業目標・概要 健全な労使関係や職場環境が築けるよう、労働相談の実施や、労働教育講座等を
関係機関と連携して開催し、労働教育の推進と労働安全衛生の普及・啓発に努め
ます。また、仕事と家庭の両立が図れるよう、関係機関と連携しセミナー等を開
催し啓発に努めます。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○勤労者の福祉向上のための各
種事業の実施 
○関係団体への支援 
 

○勤労者の福祉向上のための各
種事業の実施 
○関係団体への支援 

○勤労者の福祉向上のための各
種事業の実施 
○関係団体への支援 

予算額 3,612千円 計画額 3,612千円 計画額 3,612千円 

 

事業Ｎｏ 127 事業課 緊急地域経済対策室 重 点 

事業名 就労支援 種別 ソフト事業 

予算科目 款 労働費 項 労働費 目 労働総務費 

事業目標・概要 就労機会の拡大につながるよう、（仮称）就労支援センターを設置し、就労支援体
制の強化を図ります。また、関係機関と連携し、さまざまな求職者に対応した面
接会やセミナーなどを開催します。そのほか、職業能力の開発や向上を図るため、
技能取得のための講座などを実施します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○仮称就労支援センターの設
置、運営 
○就労相談体制の強化 
○さまざまな求職者に対応した
面接会やセミナーの開催 
○技能取得のための講座の開催 
○雇用奨励金の創設 

○就労相談体制の強化 
○さまざまな求職者に対応した
面接会やセミナーの開催 
○技能取得のための講座の開催 
○仮称就労支援センターの運営 
○雇用奨励金の運用 

○就労相談体制の強化 
○さまざまな求職者に対応した
面接会やセミナーの開催 
○技能取得のための講座の開催 
○仮称就労支援センターの運営 
○雇用奨励金の運用 

予算額 15,410 千円 計画額 18,924千円 計画額 23,924千円 
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第４章 にぎわいに満ち、活力ある産業を育てるまち 

第１節 地域経済の活性化と産業振興 

章  節  施策  施策の名称 

４ - １ - ３  農農業業のの振振興興 

 

 

 

（年度又は年度末の値） 

 

 

 

 

 

項 目 
現状値 

（H21年度） 
目標年 目標値 

認定農業者数（人） 135 H27年度 150 

農産物直売所数（箇所） 3 H27年度 5 

1 食料の安定供給の促進 

① 安定した農業経営の確立を図るため、水田農業、畑作農業、畜産業等に対し支援します。 

② 「川越ブランド｣の生産振興を図るとともに、食品産業と農業の連携強化に向けて取り組み

ます。 

2 担い手の育成・確保の推進 

① 認定農業者を中心とする中核的な担い手の育成と支援を図ります。 

② 小規模農業者や新規就農者、法人など幅広い担い手を視野に入れた施策の展開を図ります。 

③ 農業者間の連携を図るため、農業者組織の育成と支援を図ります。 

3 市民ニーズへの対応と流通の多様化の推進 

① 農業ふれあいセンター活動の充実を図るとともに、農業関連イベント等を通じ、農業者・

市民・行政間のネットワークの形成を推進します。 

② 利用者のニーズに応じた市民農園の設置を促進します。 

③ 安全・安心な川越産農畜産物の地産地消を図るとともに、観光産業との連携・参入により

流通の多様化を支援します。 

4 環境と共生した持続可能な農業の推進 

① 落ち葉等の有機性資源を有効活用する農業を促進します。 

② 食の安全・安心を確保するため、農薬や化学肥料を削減した農法の普及を推進します。 

5 農業基盤及び生活環境の整備 

① 農業の生産性の向上を図るため、ほ場整備等基盤整備事業を推進します。 

② 生活環境の改善と農業用用排水の水質保全を図るため、農業集落排水事業を推進します。 

③ 優良農地を保全し、遊休農地の発生の防止を図るため、効率的な土地利用を促進します。 

施策の指標 

 

施策の推進 
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事業Ｎｏ 128 事業課 農政課 

事業名 土地改良事業 種別 投資的事業 

予算科目 款 農林水産業費 項 農業費 目 農地費 

事業目標・概要 農業経営の改善・安定に資するため、農業生産基盤の整備、支援を行います。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○川越市土地改良事業補助 
○県営事業（4 地区） 
○農地・水保全管理事業（3 地区） 
 

○川越市土地改良事業補助 
○県営かんがい排水事業（1 地区） 
○農地・水保全管理事業（3 地区） 
○測量、地質調査委託（平塚新田） 
○舗装新築工事（中福東） 

○川越市土地改良事業補助 
○県営かんがい排水事業（1 地区） 
○農地・水保全管理事業（3 地区） 
○市有 2 号井戸改修工事 
○実施設計委託（平塚新田） 

予算額 50,038 千円 計画額 66,321千円 計画額 55,761千円 

 

事業Ｎｏ 129 事業課 農政課 

事業名 農業集落排水整備 種別 投資的事業 

予算科目 款 農業集落排水事業費 項 農業集落排水建設費 目 工事費 

事業目標・概要 農業集落地域における農村生活環境の改善を図り、あわせて公共用水域の水質保
全を図るため、下赤坂地区で事業を行います。処理戸数・処理人口については、
今後実施する全体実施設計業務委託で確定します。 
 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○下赤坂地区 
・事業概要の説明会を開催 
・事業推進組合の設置 

○下赤坂地区 
・費用対効果等のアンケート調
査実施 
・事業参加の同意取得 
・調査設計 

○下赤坂地区 
・基本設計業務委託 
・全体実施設計業務委託 

予算額 0千円 計画額 2,700千円 計画額 52,200千円 

 

事業Ｎｏ 130 事業課 農政課 重 点 

事業名 園芸特産振興 種別 ソフト事業 

予算科目 款 農林水産業費 項 農業費 目 農業振興費 

事業目標・概要 食料の安定供給の促進のために農産物の生産量の拡大を図ります。また、地産地
消の促進のために川越産農産物を購入できる体制を整備します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○食品産業と農業の連携の場の
創出 
○地場農産物消費推進事業 
○直売会の開催 
○さつま芋増産事業 
○川越ブランド生産振興 
 

○食品産業と農業の連携の場の
創出 
○地場農産物消費推進事業 
○直売会の開催 
○さつま芋増産事業 
○川越ブランド生産振興 
○農作業機械化支援 

○食品産業と農業の連携の場の
創出 
○地場農産物消費推進事業 
○直売会の開催 
○さつま芋増産事業 
○川越ブランド生産振興 
○農作業機械化支援 

予算額 875千円 計画額 7,485千円 計画額 7,485千円 
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第４章 にぎわいに満ち、活力ある産業を育てるまち 

第１節 地域経済の活性化と産業振興 

章  節  施策  施策の名称 

４ - １ - ４  商商業業のの振振興興 

 

 

 

（年度又は年度末の値） 

 

 

1 商店街への支援 

① 商店街の法人化など組織強化を支援します。 

② 商店街の振興、活性化、にぎわい創出、魅力創出に寄与する事業を支援します。 

③ 商店街の安全・安心の環境づくりを支援します。 

2 中心市街地の活性化 

① 中心市街地活性化協議会との意見調整を図り、多様な参画のもと「中心市街地活性化基本

計画」に基づく商業の振興と活性化事業を推進します。 

② 産業観光館（鏡山酒造跡地）の効果的な管理・運営を推進するとともに、旧川越織物市場

や旧鶴川座等、歴史的・文化的価値がありながら活用されていない建物の活用の方向性を検

討するなど、まちの回遊性を高め市街地の活性化に努めます。 

3 周辺商業地の形成 

① 霞ケ関、新河岸、南大塚及び南古谷の各駅周辺地域などについては、地域住民に密着した

商業地の形成に努めます。 

② 国道等の沿道については、交通利便性の高い立地特性を生かし、駐車場を備えた秩序ある

商業地の形成に努めます。 

4 健全な商業の発展と商業団体等への支援・融資制度の充実 

① 商業の振興を図るため、各種商業団体と連携するとともに、これらの団体を支援します。 

② 中小企業者の経営安定等を図るため、従来の融資制度を充実するとともに、新たな融資制

度についても検討します。 

③ 卸売団地の整備など、卸売及び流通機能の強化策を支援します。 

 

 

 

 

 

 

項 目 
現状値 

（H21年度） 
目標年 目標値 

商店街法人化数（箇所） 5 H27年度 10 

施策の指標 

 

施策の推進 
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事業Ｎｏ 131 事業課 商工振興課 重 点 

事業名 商店街振興対策補助 種別 ソフト事業 

予算科目 款 商工費 項 商工費 目 商工振興費 

事業目標・概要 市内商店街の振興を図るため、商店街が共同で設置する施設や実施する事業に対
する補助を行います。 
また、商店街等の空き店舗の利用を促進するため、市内商店街等の空き店舗情報
登録制度を整備します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○街路灯建設及び改修補助 
○街路灯電気料補助 
○駐車場運営補助 
○販売促進事業補助 
○商店街空き店舗情報登録制度
の整備 

○街路灯建設及び改修補助 
○街路灯電気料補助 
○駐車場運営補助 
○販売促進事業補助 
○商店街空き店舗情報登録制度
の管理 

○街路灯建設及び改修補助 
○街路灯電気料補助 
○駐車場運営補助 
○販売促進事業補助 
○商店街空き店舗情報登録制度
の管理 

予算額 24,120 千円 計画額 19,000千円 計画額 19,000千円 

 

事業Ｎｏ 132 事業課 中心市街地活性化推進室 

事業名 旧川越織物市場保存活用 種別 ソフト事業 

予算科目 款 商工費 項 商工費 目 商工振興費 

事業目標・概要 産業遺産として希尐価値のある旧川越織物市場を保存・活用し、中心市街地の活
性化につながる施設整備を検討・推進します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○調査研究 ○調査研究 
○現況・修復調査 
 

○基本設計 

予算額   81千円 計画額 3,142千円 計画額 3,142千円 

 

事業Ｎｏ 133 事業課 中心市街地活性化推進室 

事業名 旧鶴川座保存活用 種別 ソフト事業 

予算科目 款 商工費 項 商工費 目 商工振興費 

事業目標・概要 芝居小屋として希尐価値のある旧鶴川座の保存・活用を推進します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○調査研究 ○調査研究 ○調査研究 

予算額   81千円 計画額    142千円 計画額 142千円 
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第４章 にぎわいに満ち、活力ある産業を育てるまち 

第１節 地域経済の活性化と産業振興 

章  節  施策  施策の名称 

４ - １ - ５  工工業業のの振振興興 

 

 

 

（歴年の値） 

 

 

1 工業団地の拡張及び整備  

① 本市への進出企業や既存事業所の事業所拡大の受皿として、工業用地の確保を図ります。 

② 企業誘致のための優遇助成制度の創設などを検討します。 

2 企業支援 

① 経営診断等の経営基盤整備を支援します。 

② 中小企業者の経営安定等を図るため、従来の融資制度を充実するとともに、新たな融資制

度についても検討します。 

③ 工場の立地情報など産業情報の発信を行います。 

3 工業団体等への支援 

① 工業の振興を図るために、工業団体等の関係団体と連携するとともに、これらの団体を支

援します。 

4 広域的産学公ネットワークの推進 

① 首都圏西部地域に集積する、自動車、電気・電子、精密機械関連産業、各種教育機関・研

究施設等及び行政・支援機関の連携を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 
現状値 

（H21年） 
目標年 目標値 

市内工業専用地域（川越第二産業団地を含む）の

面積（ha） 
229 H27年度 250 

施策の指標 

 

施策の推進 
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事業Ｎｏ 134 事業課 商工振興課 

事業名 商工業振興 種別 ソフト事業 

予算科目 款 商工費 項 商工費 目 商工振興費 

事業目標・概要 地域産業の振興を図るため、市内事業者の事業推進及び団体相互の連携強化を促
進します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○商工業団体補助の実施 
○景気動向調査の実施 
○産学公連携の促進 
○住宅改修補助の実施 
○川越産業博覧会の開催 
○川越市産業ビジョンの推進 
○企業立地奨励金制度 

○商工業団体補助の実施 
○景気動向調査の実施 
○産学公連携の促進 
○住宅改修補助の実施 
○川越産業博覧会の開催 
○川越市産業ビジョンの推進 
○企業立地奨励金制度 

○商工業団体補助の実施 
○景気動向調査の実施 
○産学公連携の促進 
○住宅改修補助の実施 
○川越産業博覧会の開催 
○川越市産業ビジョンの推進 
○企業立地奨励金制度 

予算額 68,940 千円 計画額 71,422千円 計画額 71,436千円 

 

事業Ｎｏ 135 事業課 商工振興課 

事業名 中小企業関係融資 種別 ソフト事業 

予算科目 款 商工費 項 商工費 目 商工振興費 

事業目標・概要 市内の中小企業者を支援するため、中小企業事業資金融資を行います。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○特別小口 
○一般貸付 
○中口事業資金 
○認証等取得資金 
○新規創業者支援資金 
○小規模企業者セーフティ 
○法人経営強化資金 

○特別小口 
○一般貸付 
○中口事業資金 
○認証等取得資金 
○新規創業者支援資金 
○小規模企業者セーフティ 
○法人経営強化資金 

○特別小口 
○一般貸付 
○中口事業資金 
○認証等取得資金 
○新規創業者支援資金 
○小規模企業者セーフティ 
○法人経営強化資金 

予算額 1,419,645 千円 計画額 1,419,645 千円 計画額 1,419,645 千円 
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第４章 にぎわいに満ち、活力ある産業を育てるまち 

第２節 観光による地域振興 

章  節  施策  施策の名称 

４ - ２ - １  新新たたなな観観光光事事業業のの推推進進 

 

 

 

（歴年の値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 
現状値 

（H21年） 
目標年 目標値 

観光客数（万人） 627.5 H27 年度 700 

1 観光事業の企画・推進 

① 農業、商工業との連携を深め、産業観光の更なる振興を関係機関と企画・推進します。 

② 新河岸川を活用した観光舟運事業の推進、伊佐沼など水辺空間を活用した回遊ルートの開

発を図ります。 

③ 地域の特性を生かした新たな観光資源を発掘・活用することにより、観光エリアの拡大を

図り、リピーターの確保、滞在型観光の増進を視野に入れた事業を推進します。 

④ 川越まつりなど既存の観光事業の内容を充実するとともに、郷土芸能の伝承と保存に取り

組んでいきます。 

2 ICTによる観光情報の提供 

① 「小江戸川越」の PR を広範囲で行うため、ICT の活用を積極的に進めるとともに、内容

の充実、定期的な情報発信を推進します。 

3 外国人観光客の誘致 

① 外国人観光客へ向けた観光情報の提供・PR に加え、旅行エージェント等関係機関と協力

し、外国人観光客の誘客を促進します。 

施策の指標 

 

施策の推進 
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事業Ｎｏ 136 事業課 観光課 重 点 

事業名 小江戸川越観光推進協議会 種別 ソフト事業 

予算科目 款 商工費 項 商工費 目 観光費 

事業目標・概要 小江戸川越観光推進協議会は、地域性を活かしながら市民の郷土意識の高揚を図
り、併せて地域の活性化のために関係諸団体が一体となり、観光を通じて「歴史
と新しい文化の調和によるまちづくり」を図ります。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○小江戸川越春まつり 
○小江戸川越花火大会 
○新河岸川観光舟運 
○観光キャンペーン 
○市制施行 90周年記念事業 
○観光振興事業補助金 
○その他観光推進事業 

○小江戸川越春まつり 
○新河岸川観光舟運 
○観光キャンペーン 
○観光振興事業補助金 
○その他観光推進事業 

○小江戸川越春まつり 
○観光キャンペーン 
○観光振興事業補助金 
○その他観光推進事業 

予算額 26,000千円 計画額 11,200千円 計画額 10,750千円 

 

事業Ｎｏ 137 事業課 観光課 

事業名 観光振興計画推進 種別 ソフト事業 

予算科目 款 商工費 項 商工費 目 観光費 

事業目標・概要 川越市観光振興計画の各施策の推進を図ります。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○川越市観光振興計画の進行管
理 
○川越ロケーションサービス事
業 
 

○川越市観光振興計画の見直し
作業 
○川越ロケーションサービス事
業 
 

○川越市観光振興計画の見直し 
○川越ロケーションサービス事
業 
 

予算額  0千円 計画額 40千円 計画額 580千円 
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第４章 にぎわいに満ち、活力ある産業を育てるまち 

第２節 観光による地域振興 

章  節  施策  施策の名称 

４ - ２ - ２  観観光光環環境境のの整整備備 

 

 

 

（年度又は年度末の値） 

 

 

1 郊外型駐車場の整備 

① 中心市街地の交通渋滞緩和及び観光客の利便性と安全を確保するため、交通環境の改善に

向け、関係機関と協議するとともに、郊外型駐車場の整備を推進します。 

② 郊外型駐車場と観光スポットを結ぶため、パークアンドバスライドやパークアンドレンタ

サイクルなどの方策を関係各課と調整していきます。 

2 歴史的建築物の整備・活用 

① まちの駅の機能を踏まえ、観光客の利便性の向上と市民交流の場として、旧笠間家住宅、

旧川越織物市場、旧鶴川座等の歴史的価値がある建築物の活用を関係機関と調整を図りなが

ら検討・推進していきます。 

3 観光施設の整備 

① 観光サイン、ポケットパーク（休憩エリア）、公衆トイレなどの整備と維持管理について、

関係機関と調整を図り向上させていきます。 

② 観光案内サービスの充実を図るため、観光案内所の整備を推進するとともに、多様な観光

案内サービスを検討します。  

4 広域観光の推進 

① 川越市を含む 7市町で構成された「埻玉県川越都市圏まちづくり協議会」での広域観光を

更に推進します。また、新たなネットワーク化を積極的に推進します。 

5 ホスピタリティの向上 

① ホスピタリティの向上を図るため、小江戸川越検定事業の継続をはじめ、関係機関と協力

してホスピタリティの啓発事業に努めていきます。 

 

 

 

 

項 目 
現状値 

（H21年度） 
目標年 目標値 

観光時間半日以上の観光客割合（％） 54 H27年度 70 

施策の指標 

 

施策の推進 
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事業Ｎｏ 138 事業課 観光課 

事業名 観光施設 種別 投資的事業 

予算科目 款 商工費 項 商工費 目 観光費 

事業目標・概要 仲町観光案内所及び鍛冶町広場の活用事業を実施します。旧山崎家別邸は、庭園
管理、消防設備保守事業並びに、引き続き暫定的に土・日曜日等の一般開放を行
います。旧小林斗あん宅跡地の整備に向けた活用を検討します。 
このほか、本庁舎单側・北側駐車場や公衆トイレの維持・管理業務を行います。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○仲町観光案内所の活用 
○旧山崎家別邸の維持管理 
○旧小林斗あん宅跡地活用計画
策定 

○仲町観光案内所の活用 
○旧山崎家別邸の維持管理 
○旧山崎家別邸の土地購入 
○旧山崎家別邸の建物改修の実
施設計及び工事の実施 
○旧小林斗あん宅跡地の土地購
入、実施設計 

○仲町観光案内所の活用 
○旧山崎家別邸の維持管理と活
用 
○旧山崎家別邸トイレ等休憩施
設設置工事 
○旧小林斗あん宅跡地活用工事 

予算額 29,115 千円 計画額 607,450千円 計画 104,080千円 

 

事業Ｎｏ 139 事業課 観光課 

事業名 観光案内 種別 ソフト事業 

予算科目 款 商工費 項 商工費 目 観光費 

事業目標・概要 観光客の多様なニーズに対応するため、最新イベントの情報提供を行うとともに、
観光案内所の整備、充実を図ります。 
また、外国人観光客の利便性向上を図るため、外国語の堪能なスタッフの配置に
努めます。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○観光案内所の充実 
○外国人観光客への案内サービ
スの充実 

○観光案内所の充実 
○外国人観光客への案内サービ
スの充実 

○観光案内所の充実 
○観光案内所の増設の検討 
○外国人観光客への案内サービ
スの充実 

予算額 15,252 千円 計画額 15,252千円 計画 15,252千円 

 

事業Ｎｏ 140 事業課 観光課 

事業名 郊外型駐車場整備 種別 投資的事業 

予算科目 款 商工費 項 商工費 目 観光費 

事業目標・概要 観光客が利用する乗用車駐車場の維持管理と観光バス駐車場の有料化について検
討します。また、パークアンドライドについて、関係機関と調査・検討します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○郊外型駐車場賃借料 
○郊外型駐車場を利用したパー
クアンドライドの調査検討 
○観光バス駐車場有料化の検討 

○郊外型駐車場賃借料 
○郊外型駐車場を利用したパー
クアンドライドの調査検討 
○観光バス駐車場有料化の検討 

○郊外型駐車場賃借料 
○郊外型駐車場を利用したパー
クアンドライドの調査検討 
○観光バス駐車場有料化の検討 

予算額  520千円 計画額  500千円 計画額 500千円 
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人と自然がともに生きる、 
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第５章 環境 

 
人と自然がともに生きる、地球環境にやさしいまち 

  
第１節 総合的かつ計画的な環境行政の推進 

   
施策１ 計画的な環境事業の推進 

    
141 環境基本計画推進                       環境政策課                       

    
142 環境マネジメントシステム推進                 環境政策課                       

   
施策２ 環境活動参加のためのしくみづくり 

  
第２節 循環型社会の構築 

   
施策１ 地球温暖化対策の推進 

    
143 庁用自動車管理                        管財課                         

    
144 節電推進                           重点 環境政策課                       

    
145 新エネルギー推進                       環境政策課                       

   
施策２ ごみの減量化、資源化 

    
146 ごみ減量等推進                        重点 資源循環推進課                     

    
147 集団回収の促進                        資源循環推進課                     

    
148 ごみ減量等啓発                        資源循環推進課                     

    
149 焼却灰等再資源化及び最終処分委託               環境施設課                       

   
施策３ 廃棄物の適正処理 

    
150 指導・監視事務                        産業廃棄物指導課                    

    
151 地域環境美化促進                       資源循環推進課                     

    
152 西清掃センター跡地等施設整備                 環境施設課                       

    
153 東清掃センター整備事業                    環境施設課                       

  
第３節 環境保全対策の推進 

   
施策１ 自然環境の保全 

    
154 緑化推進                           重点 環境政策課                       

    
155 緑地保全                           重点 環境政策課                       

   
施策２ 生活環境の保全 

    
156 大気汚染対策                         環境保全課                       

    
157 水質汚濁対策                         環境保全課                       

    
158 その他の公害対策                       環境保全課                       

    
159 土壌汚染対策                         環境保全課                       
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第５章 人と自然がともに生きる、地球環境にやさしいまち 

第１節 総合的かつ計画的な環境行政の推進 

章  節  施策  施策の名称 

５ - １ - １  計計画画的的なな環環境境事事業業のの推推進進 

 

 

 

（年度又は年度末の値） 

 

 

1 環境基本計画の推進 

① ｢第二次川越市環境基本計画」に基づき、環境に関する施策を総合的かつ計画的に推進する

とともに、本市を取り巻く環境の変化や計画の進捗状況に応じて、必要な場合は適宜見直し

を図ります。 

2 地球温暖化対策地域推進計画等の推進 

① 市域から排出される温室効果ガスを削減するため、「川越市地球温暖化対策地域推進計画」

に基づき、本市の自然的・社会的条件に応じた施策を推進します。 

② 「川越市環境にやさしい率先実行計画」に基づき、公共施設から排出される温室効果ガス

を率先して削減します。 

3 一般廃棄物処理基本計画の推進 

① 「川越市一般廃棄物処理基本計画」に基づく施策を計画的に推進します。また、計画の進

行管理を行い、必要な場合は適宜見直しを図ります。 

4 緑の基本計画の推進 

① 本市の緑を豊かなものにするため「川越市緑の基本計画」に基づく施策を計画的に推進し

ます。 

5 環境マネジメントシステムの推進 

① 環境マネジメントシステムに基づき、市が環境に与える各種要因を施策・事業も含め継続

的に改善します。 

6 新たな計画等の検討 

① 新たな環境問題の発生や社会状況等の変化に応じて、必要な計画の策定や条例等の制定を

検討します。 

 

 

 

 

項 目 
現状値 

（H21年度） 
目標年 目標値 

市民の環境に対する満足度（％） 20.2 H27年度 40.0以上 

施策の指標 

 

施策の推進 
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事業Ｎｏ 141 事業課 環境政策課 

事業名 環境基本計画推進 種別 ソフト事業 

予算科目 款 衛生費 項 保健衛生費 目 環境衛生費 

事業目標・概要 環境行政を総合的かつ計画的に推進するために、「第二次川越市環境基本計画」の
推進を図るとともに進行を管理します。 
 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○第二次川越市環境基本計画の
進行管理 
○市民環境調査 
○かわごえ環境ﾈｯﾄの活動支援 
○「かわごえｱｼﾞｪﾝﾀﾞ 21」の推進 
○協働による地球温暖化対策の
推進 

○第二次川越市環境基本計画の
進行管理 
○市民環境調査 
○かわごえ環境ﾈｯﾄの活動支援 
○「かわごえｱｼﾞｪﾝﾀﾞ 21」の推進 
○協働による地球温暖化対策の
推進 

○第三次川越市環境基本計画策定準備 
○第二次川越市環境基本計画進行管理 
○市民環境調査 
○かわごえ環境ﾈｯﾄの活動支援 
○「かわごえｱｼﾞｪﾝﾀﾞ 21」の推進 
○協働による地球温暖化対策の
推進 

予算額  732千円 計画額 732千円 計画額 3,732千円 

 

事業Ｎｏ 142 事業課 環境政策課 

事業名 環境マネジメントシステム推進 種別 ソフト事業 

予算科目 款 衛生費 項 保健衛生費 目 環境衛生費 

事業目標・概要 地球温暖化対策に貢献するとともに、環境行政の効率的な推進を図るため、市内
の事業者であり地方自治を担う川越市が、率先して地球環境に与える影響を継続
的に改善します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○環境マネジメントシステムに
よる組織の管理及び環境配慮の
推進 
○環境マネジメントシステムの
見直し及び改善 
 

○環境マネジメントシステムに
よる組織の管理及び環境配慮の
推進 
○環境マネジメントシステムの
見直し及び改善 
 

○環境マネジメントシステムに
よる組織の管理及び環境配慮の
推進 
○環境マネジメントシステムの
見直し及び改善 
 

予算額   62千円 計画額 62千円 計画額 62千円 
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第５章 人と自然がともに生きる、地球環境にやさしいまち 

第１節 総合的かつ計画的な環境行政の推進 

章  節  施策  施策の名称 

５ - １ - ２  環環境境活活動動参参加加ののたためめののししくくみみづづくくりり 

 

 

 

（年度又は年度末の値） 

 

 

1 パートナーシップの形成 

① かわごえ環境ネットが、パートナーシップ組織としての特徴を生かして実施する協働事業

や市外のネットワーク組織と連携した広域における環境保全活動を推進できるよう支援しま

す。 

② 市民団体等との協働により、地域の特性に応じた環境保全活動を推進します。 

2 環境学習の推進 

① 誰にでも分かりやすい環境に関する情報提供の充実を図ります。 

② 環境に対する市民意識の向上を図るため、さまざまな場や機会において、身近な事例を取

り入れた環境学習等の事業の充実に努めます。 

3 市民・事業者の取組の支援 

① エコチャレンジファミリー認定事業やエコストア・エコオフィス認定制度など、市民や事

業者の自主的な取組を促進する制度を推進するとともに、新たな制度の創設を検討します。 

② 市民や事業者の自主的な取組を支援するため、各種補助事業等を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 
現状値 

（H21年度） 
目標年 目標値 

かわごえ環境ネット主催の事業及び行事数（回） 45 H27年度 50以上 

施策の指標 

 

施策の推進 

 



145 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《関連データ》第三次川越市総合計画後期基本計画 11 ページより 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：川越市「川越市地球温暖化対策地域推進計画（平成２１年３月）」 
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第５章 人と自然がともに生きる、地球環境にやさしいまち 

第２節 循環型社会の構築 

章  節  施策  施策の名称 

５ - ２ - １  地地球球温温暖暖化化対対策策のの推推進進 

 

 

 

（年度又は年度末の値） 

 

 

1 省エネルギーの推進 

① 公共施設における省エネ活動を推進するとともに、市民への意識啓発を図ります。 

② 事業者に対し、環境に配慮しつつ企業の持続的な発展を目指す環境経営を促進します。 

③ 省エネ型機器・住宅を普及させるための啓発事業や公共施設における ESCO 事業等により、

省エネルギーを推進します。 

2 新エネルギーの導入促進 

① 身近な自然エネルギーであり、省エネ意識の向上にもつながる太陽光発電システムを市域

全体で推進します。 

② 太陽光発電システム以外の新エネルギーについても、市民への分かりやすい情報提供に努

めるとともに、本市の特性に応じて普及を促進します。 

3 その他地球温暖化対策の推進 

① ごみの減量・資源化の推進等により、焼却による二酸化炭素の排出を削減します。 

② 渋滞緩和対策や低燃費車の導入等により、自動車からの二酸化炭素の排出を削減します。 

③ 二酸化炭素の吸収をはじめ、多様な緑の機能を生かすため、緑の保全や創出に努めます。 

④ 国、埻玉県、他市区町村等と連携を図りながら地球温暖化対策を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 
現状値 

（H21年度） 
目標年 目標値 

市域における温室効果ガス排出量（千 t-CO2） 
1,788.2 

（H19年度） 
H27年度 

1,327.0 

（H24年度） 

家庭における電力・ガス由来の二酸化炭素排出量

（kg-CO2/年・世帯） 
2,343 H27年度 2,220 

市内太陽光発電システムの累積発電出力（kW） 6,504 H27年度 9,050 

施策の指標 

 

施策の推進 
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事業Ｎｏ 143 事業課 管財課 

事業名 庁用自動車管理 種別 投資的事業 

予算科目 款 総務費 項 総務管理費 目 財産管理費 

事業目標・概要 公用車の適正な維持管理及び安全運転を推進するとともに、公用車の更新時等に
低公害車を導入することにより、二酸化炭素排出量等の削減を図ります。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○公用車の維持管理及び効率的
な公用車の運行管理 
○グリーン購入法適合車の導入 
 

○公用車の維持管理及び効率的
な公用車の運行管理 
○グリーン購入法適合車の導入 
○電気自動車の導入 

○公用車の維持管理及び効率的
な公用車の運行管理 
○グリーン購入法適合車の導入 
○電気自動車の導入 

予算額 2,000千円 計画額 10,000千円 計画額 10,000千円 

 

事業Ｎｏ 144 事業課 環境政策課 重 点 

事業名 節電推進 種別 ソフト事業 

予算科目 款 衛生費 項 保健衛生費 目 環境衛生費 

事業目標・概要 地球温暖化防止などの環境問題の改善に取り組むため、自ら省エネ、省資源に取
り組むとともに、市域への普及啓発を図ります。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○庁内省エネ運動、川エコ市民運
動、省エネ啓発事業 
○エコチャレンジカンパニーの広場推進 
○地球温暖化対策条例の施行及
び計画の推進、改定 
○市内事業者に対するエコアク
ション 21認証登録の支援 

○庁内省エネ運動、川エコ市民運
動、省エネ啓発事業 
○エコチャレンジカンパニーの広場推進 
○地球温暖化対策条例の施行及
び計画の推進 
○市内事業者に対するエコアク
ション 21認証登録の支援 

○庁内省エネ運動、川エコ市民運
動、省エネ啓発事業 
○エコチャレンジカンパニーの広場推進 
○地球温暖化対策条例の施行及
び計画の推進 
○市内事業者に対するエコアク
ション 21認証登録の支援 

予算額 3,643千円 計画額 218千円 計画額 218千円 

 

事業Ｎｏ 145 事業課 環境政策課 

事業名 新エネルギー推進 種別 ソフト事業 

予算科目 款 衛生費 項 保健衛生費 目 環境衛生費 

事業目標・概要 二酸化炭素等の温室効果ガスを削減することにより地球温暖化防止に貢献するた
め、太陽光発電システム等の新エネルギーの導入を推進します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○住宅用太陽光発電システム設
置事業補助 
○住宅用太陽熱利用機器設置事
業補助 
○公共施設太陽光発電システム
導入推進 
○新エネルギー導入の検討 

○住宅用太陽光発電システム設
置事業補助 
○住宅用太陽熱利用機器設置事
業補助 
○公共施設太陽光発電システム
導入推進 
○新エネルギー導入の検討 

○住宅用太陽光発電システム設
置事業補助 
○住宅用太陽熱利用機器設置事
業補助 
○公共施設太陽光発電システム
導入推進 
○新エネルギー導入の検討 

予算額 35,965 千円 計画額 35,965千円 計画額 35,965千円 
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第５章 人と自然がともに生きる、地球環境にやさしいまち 

第２節 循環型社会の構築 

章  節  施策  施策の名称 

５ - ２ - ２  ごごみみのの減減量量化化、、資資源源化化 

 

 

 

（年度又は年度末の値） 

 

 

1 減量化の推進 

① 集団回収の促進等により、家庭から排出される可燃ごみの減量化を推進します。 

② 家庭ごみの有料化について検討します。 

③ 多量排出事業者にごみの減量化を促すとともに、小規模の事業所等から排出されるごみに

ついても減量化を促進します。 

2 資源化の推進 

① びんやかんなどの資源ごみの分別排出の徹底を図ります。 

② 草木類等の資源化を推進します。 

3 市民・事業者への啓発 

① 出前講座やイベントなどの情報発信を行い、市民への啓発事業を推進します。 

② エコストア・エコオフィス認定制度の推進により、事業者のごみの減量・資源化の取組を

促進します。 

 

 

事業Ｎｏ 146 事業課 資源循環推進課 重 点 

事業名 ごみ減量等推進 種別 ソフト事業 

予算科目 款 衛生費 項 保健衛生費 目 環境衛生費 

事業目標・概要 市民及び事業者におけるごみ減量化・資源化の促進及び、庁内ごみの資源化の促
進を行います。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○家庭用生ごみ処理機器購入補助 
○集合住宅生ごみ処理 
○家庭の生ごみの水切り推進 
○布類拠点回収 
○小型家電回収事業 
○ごみ有料化の検討 
○エコポイント制度の検討 
○草木類資源化事業 

○家庭用生ごみ処理機器購入補助 
○集合住宅生ごみ処理 
○家庭の生ごみの水切り推進 
○布類拠点回収 
○多量排出事業者への指導 
○小型家電回収事業 
○草木類資源化事業 

○家庭用生ごみ処理機器購入補助 
○集合住宅生ごみ処理 
○家庭の生ごみの水切り推進 
○布類拠点回収 
○小型家電回収事業 
○草木類資源化事業 
○ストックヤード活用の検討 

予算額 5,276千円 計画額 5,258千円 計画額 5,285千円 

項 目 
現状値 

（H21年度） 
目標年 目標値 

リサイクル率（％） 25.1 H27 年度 30.0以上 

施策の指標 

 

施策の推進 
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事業Ｎｏ 147 事業課 資源循環推進課 

事業名 集団回収の促進 種別 ソフト事業 

予算科目 款 衛生費 項 保健衛生費 目 環境衛生費 

事業目標・概要 自治会や子ども会が自主的に実施している集団回収を支援し、ごみの減量と資源
化を図り、循環型社会を目指すため、集団回収を実施する団体や協力業者に報償
金や補助金を交付して、集団回収活動の支援を行います。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○実施団体への報償金交付 
○登録業者への補助金交付 
○優良団体の表彰 

○実施団体への報償金交付 
○登録業者への補助金交付 
○優良団体の表彰 

○実施団体への報償金交付 
○登録業者への補助金交付 
○優良団体の表彰 

予算額 71,015 千円 計画額 76,782千円 計画額 77,337千円 

 

事業Ｎｏ 148 事業課 資源循環推進課 

事業名 ごみ減量等啓発 種別 ソフト事業 

予算科目 款 衛生費 項 保健衛生費 目 環境衛生費 

事業目標・概要 リデュース（発生抑制）、リユース（再使用）、リサイクル（再生利用）の 3Rなど
を積極的に推進し、ごみの減量・資源化を図り循環型社会の構築を確立するため、
啓発活動などを実施します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○ごみ減量啓発 
○エコストア・エコオフィス認
定制度 
○川越ブランド作製 

○ごみ減量啓発 
○エコストア・エコオフィス認
定制度 
○川越ブランド作製 

○ごみ減量啓発 
○エコストア・エコオフィス認 
定制度 
○川越ブランド作製 

予算額  677千円 計画額 677千円 計画額 677千円 

 

事業Ｎｏ 149 事業課 環境施設課 

事業名 焼却灰等再資源化及び最終処分委託 種別 ソフト事業 

予算科目 款 衛生費 項 清掃費 目 塵芥処理費 

事業目標・概要 ごみの資源化及び最終処分場の延命化を図るため、東清掃センターから発生する
焼却残渣のセメント原料化、資源化センターから発生する溶融飛灰の再資源化、
容器包装リサイクル法に係る再商品化及び処理困難物等の再資源化を推進しま
す。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○ｾﾒﾝﾄ原料化による資源化 
○山元還元による資源化（溶融
飛灰） 
○容器包装ﾘｻｲｸﾙ再商品化 
○民間最終処分場埋立 
○処理困難物処理委託 
○最終処分場跡地管理委託 

○ｾﾒﾝﾄ原料化による資源化 
○山元還元による資源化（溶融
飛灰） 
○容器包装ﾘｻｲｸﾙ再商品化 
○民間最終処分場埋立 
○処理困難物処理委託 
○最終処分場跡地管理委託 

○ｾﾒﾝﾄ原料化による資源化 
○山元還元による資源化（溶融
飛灰） 
○容器包装ﾘｻｲｸﾙ再商品化 
○民間最終処分場埋立 
○処理困難物処理委託 
○最終処分場跡地管理委託 

予算額 290,583 千円 計画額 344,540千円 計画額 344,793千円 
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第５章 人と自然がともに生きる、地球環境にやさしいまち 

第２節 循環型社会の構築 

章  節  施策  施策の名称 

５ - ２ - ３  廃廃棄棄物物のの適適正正処処理理 

 

 

 

（年度又は年度末の値） 

 

 

1 一般廃棄物（ごみ）の適正処理 

① ごみの収集については、より効率的な運営を検討します。 

② 中間処理施設の安全で効率的な維持管理を行います。また、老朽化が進む東清掃センター

の延命化対策と、廃止した西清掃センターの解体及び解体後の跡地利用について検討しま

す。 

③ 最終処分場の適正な維持管理を行うとともに、今後の在り方について検討します。更に、

今後老朽化が進む排水処理設備の更新について検討します。 

④ ごみ収集運搬等にかかる許可業者の指導を徹底し、適正処理を図ります。 

2 一般廃棄物（し尿）の適正処理 

① 既存施設の適正管理を実施します。また、老朽化する既存施設に対して、し尿処理世帯の

減尐に伴う適正規模の施設更新を検討します。 

3 産業廃棄物の適正処理 

① 排出事業者や処理業者への立入検査を実施するなど、監視・指導の強化を図ります。 

② 排出事業者や処理業者に対して、産業廃棄物の減量・資源化の普及・啓発に努めます。PCB

廃棄物、使用済自動車、建設残土等の適正処理及びリサイクルの推進に向けた指導に努めま

す。 

4 不法投棄対策の徹底 

① 不法投棄防止対策については、地域住民と一体となった監視体制を確立するとともに、監

視カメラ等を積極的に活用します。 

② ポイ捨てや不法投棄の禁止について啓発を行うとともに、自主的な地域清掃活動への支援

を実施します。 

 

 

 

 

項 目 
現状値 

（H21年度） 
目標年 目標値 

最終処分量（ｔ） 5,900 H27年度 1,000以下 

施策の指標 

 

施策の推進 
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事業Ｎｏ 150 事業課 産業廃棄物指導課 

事業名 指導・監視事務 種別 ソフト事業 

予算科目 款 衛生費 項 清掃費 目 産業廃棄物対策費 

事業目標・概要 産業廃棄物の適正処理を確保するため、産業廃棄物の処理業者や排出事業者に対
する指導、産業廃棄物の不法投棄及び不適正処理に対する指導並びに監視を行い
ます。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○産業廃棄物指導監視 
・立入検査、指導 
○PCB 廃棄物指導監視 
・立入検査、指導 
○建設廃棄物指導監視 
・立入調査 
○産業廃棄物不適正処理監視 

○産業廃棄物指導監視 
・立入検査、指導 
○PCB 廃棄物指導監視 
・立入検査、指導 
○建設廃棄物指導監視 
・立入調査 
○産業廃棄物不適正処理監視 

○産業廃棄物指導監視 
・立入検査、指導  
○PCB 廃棄物指導監視 
・立入検査、指導 
○建設廃棄物指導監視 
・立入調査 
○産業廃棄物不適正処理監視 

予算額 11,484千円 計画額 13,636千円 計画額 11,636千円 

 

事業Ｎｏ 151 事業課 資源循環推進課 

事業名 地域環境美化促進 種別 ソフト事業 

予算科目 款 衛生費 項 保健衛生費 目 環境衛生費 

事業目標・概要 住民の自主的な清掃活動や住民参加による啓発・清掃活動を実施することにより、
住民の環境美化に対する関心を高め、清潔で住みよい環境づくりの推進を図りま
す。 
また、吸い殻の散乱を防止するため、路上喫煙を規制します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○クリーン川越市民運動（ごみ
ゼロ運動） 
○環境美化活動支援制度 
○路上喫煙防止条例推進 

○クリーン川越市民運動（ごみ
ゼロ運動） 
○環境美化活動支援制度 
○路上喫煙防止条例推進 

○クリーン川越市民運動（ごみ 
ゼロ運動） 
○環境美化活動支援制度 
○路上喫煙防止条例推進 

予算額 9,583千円 計画額 9,583千円 計画額 9,583千円 

 

事業Ｎｏ 152 事業課 環境施設課 

事業名 西清掃センター跡地等施設整備 種別 投資的事業 

予算科目 款 衛生費 項 清掃費 目 塵芥処理費 

事業目標・概要 資源化センター竣工後、稼動停止となった西清掃センターの施設解体を実施して
いくため、解体に必要な手続きを行うとともに、跡地利用の検討を行います。併
せて北久保災害廃棄物保管場所等の管理を行います。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○施設管理等 
・西清掃センター跡地等の管理 
・北久保災害廃棄物保管場所管
理 

○西清掃センター跡地整備 
・解体工事見積書作成業務委託 
○施設管理等 
・西清掃センター跡地等の管理 
・北久保災害廃棄物保管場所管
理 

○西清掃センター跡地整備 
・解体工事発注仕様書作成業務
委託 
○施設管理等 
・西清掃センター跡地等の管理 
・北久保災害廃棄物保管場所管理 

予算額 5,065千円 計画額 28,432千円 計画額 8,032千円 
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事業Ｎｏ 153 事業課 環境施設課 

事業名 東清掃センター整備事業 種別 投資的事業 

予算科目 款 衛生費 項 清掃費 目 塵芥処理費 

事業目標・概要 老朽化した東清掃センターを、今後長期的に稼動させるために、主要設備の基幹
的整備を行い、施設の延命化を図ります。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○東清掃センター施設整備 
・発注仕様書作成準備 

○焼却炉改修工事 
・発注仕様書作成業務委託 
・基幹改良工事技術支援業務委
託 
○その他改修工事 
・リサイクル施設再生設備改修
工事 

○焼却炉改修工事 
・焼却炉改修工事 
・工事監理業務委託 
・可燃ごみ処理外部委託 
○その他改修工事 
・東清掃センター蒸気配管等改
修工事 

予算額    0千円 計画額 138,761千円 計画額 297,233千円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《関連データ》第三次川越市総合計画後期基本計画 150 ページより 
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第５章 人と自然がともに生きる、地球環境にやさしいまち 

第３節 環境保全対策の推進 

章  節  施策  施策の名称 

５ - ３ - １  自自然然環環境境のの保保全全 

 

 

 

（年度又は年度末の値） 

 

 

1 樹林地の保全と活用 

① 樹木や樹林地を、保存樹木・保存樹林や市民の森として指定をするとともに、法律による

区域指定を行う等により、樹林地の保全の強化を図ります。 

② 市民の緑に対する理解を深めるとともに、市民に憩いの場を提供するため、樹林地を活用

した施策を進めます。 

③ 武蔵野の面影を残す雑木林等を、公園化により保全します。 

2 緑の創出 

① 良好な都市環境を確保するため、公共施設や道路等の緑化を推進します。 

② 潤いのある身近な緑を増やすため、事業所や一般家庭の緑化を推進します。 

③ 市民花壇による花いっぱい運動など、市民・市民団体と協力して緑化を推進します。 

3 水辺環境・農地の保全 

① 入間川を代表とする河川や伊佐沼等は、良好な水辺環境を形成していることから、計画的

な保全整備を実施します。 

② 水辺を活用した啓発事業を実施し、市民の水辺環境への理解を深めます。 

③ 農地は、生態系維持機能や景観形成機能等の多面的機能を有していることから、農業の振

興を図り、農地を保全します。 

4 身近な野生生物の保全  

① 身近な野生生物の保全を図るため、動植物等の調査を行うとともに、鳥獣の保護及び特定

外来生物の防除を推進します。 

② 身近な野生生物に対する理解を深めるため、講座を開催するなど、啓発活動を推進します。 

 

 

 

項 目 
現状値 

（H21年度） 
目標年 目標値 

緑地面積(ha) 2,838 H27年度 2,930 

雑木林等の公有地化面積(㎡) 91,512 H27年度 126,500 

施策の指標 

 

施策の推進 
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事業Ｎｏ 154 事業課 環境政策課 重 点 

事業名 緑化推進 種別 ソフト事業 

予算科目 款 衛生費 項 保健衛生費 目 緑地対策費 

事業目標・概要 緑豊かなまちづくりを推進するため、市内に緑を増やすとともに、市民の緑化意
識の啓発を図ります。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○緑の募金事業 
○苗木配布事業 
○花いっぱい運動 
○緑のカーテンモデル事業 
○生け垣設置補助金交付事業 
○屋上緑化・壁面緑化補助金交
付事業 

○緑の募金事業 
○苗木配布事業 
○花いっぱい運動 
○緑のカーテンモデル事業 
○生け垣設置補助金交付事業 
○屋上緑化・壁面緑化補助金交
付事業 

○緑の募金事業 
○苗木配布事業 
○花いっぱい運動 
○緑のカーテンモデル事業 
○生け垣設置補助金交付事業 
○屋上緑化・壁面緑化補助金交 
付事業 

予算額 10,014 千円 計画額 10,579千円 計画額 10,636千円 

 

事業Ｎｏ 155 事業課 環境政策課 重 点 

事業名 緑地保全 種別 ソフト事業 

予算科目 款 衛生費 項 保健衛生費 目 緑地対策費 

事業目標・概要 平地林の開発を抑制し、自然豊かな環境と景観を将来の世代に引き継ぐため、又
は、市民に憩いの場を提供するため、樹林地等緑地の保全を図ります。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○保存樹木・樹林指定事業 
○市民の森指定事業 
○くぬぎ山地区自然再生事業 
○ｱﾒﾘｶｼﾛﾋﾄﾘ防除事業 
○緑の基金積立・運用 
○鳥獣保護関係事業 
○特定外来生物防除 

○保存樹木・樹林指定事業 
○市民の森指定事業 
○くぬぎ山地区自然再生事業 
○ｱﾒﾘｶｼﾛﾋﾄﾘ防除事業 
○緑の基金積立・運用 
○鳥獣保護関係事業 
○特定外来生物防除 

○保存樹木・樹林指定事業 
○市民の森指定事業 
○くぬぎ山地区自然再生事業 
○ｱﾒﾘｶｼﾛﾋﾄﾘ防除事業 
○緑の基金積立・運用 
○鳥獣保護関係事業 
○特定外来生物防除 

予算額 14,517 千円 計画額 14,916千円 計画額 15,090千円 
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第５章 人と自然がともに生きる、地球環境にやさしいまち 

第３節 環境保全対策の推進 

章  節  施策  施策の名称 

５ - ３ - ２  生生活活環環境境のの保保全全 

 

 

 

（年度又は年度末の値） 

 

 

1 水・土壌環境の保全 

① 河川等の汚染状況を引き続き監視し、発生源への指導を継続的に行い、生活排水対策を実

施します。 

② 土壌汚染による健康被害が発生しないよう、的確な対策を図ります。 

③ 雨水の有効利用及び地下浸透対策を推進します。 

2 大気環境の保全 

① 大気汚染状況を引き続き監視し、発生源への指導を継続的に行います。 

② アイドリング・ストップの実施を促すとともに、大気汚染の更なる改善のため啓発を行い

ます。 

3 騒音・振動・悪臭対策 

① 騒音・振動・悪臭に関する対策を行い身近な生活環境の保全を図るとともに、市内主要道

路の自動車騒音の監視を行います。 

4 化学物質対策 

① 大気等のダイオキシン類の汚染状況を引き続き監視し、ダイオキシン類発生施設への指導

を継続的に行います。 

② 特定化学物質の排出状況の把握を行い、これからの化学物質対策に的確に対応します。 

5 監視体制の充実 

① 新たな環境汚染物質も含め市内の汚染状況を監視します。 

 

 

 

 

 

 

項 目 
現状値 

（H21年度） 
目標年 目標値 

公共用水域環境基準達成状況（％） 87 H27年度 100 

大気環境基準達成状況（％） 75 H27年度 100 

施策の指標 

 

施策の推進 
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事業Ｎｏ 156 事業課 環境保全課 

事業名 大気汚染対策 種別 ソフト事業 

予算科目 款 衛生費 項 保健衛生費 目 公害対策費 

事業目標・概要 大気汚染発生原因に対しての監視・指導及び啓発、大気汚染状況の常時監視、化
学物質の適正管理等を指導することにより、市民の快適な生活環境を保全します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○大気汚染規制 
○大気汚染監視 
○大気保全の啓発 
○特定化学物質管理促進 
○空間放射線量の監視 
○PM2.5計整備 

○大気汚染規制 
○大気汚染監視 
○大気保全の啓発 
○特定化学物質管理促進 
○空間放射線量の監視 
○PM2.5計整備 

○大気汚染規制 
○大気汚染監視 
○大気保全の啓発 
○特定化学物質管理促進 
○空間放射線量の監視 
○PM2.5計整備 

予算額 40,615千円 計画額 40,615千円 計画額 40,615千円 

 

事業Ｎｏ 157 事業課 環境保全課 

事業名 水質汚濁対策 種別 ソフト事業 

予算科目 款 衛生費 項 保健衛生費 目 公害対策費 

事業目標・概要 健康被害の防止や今後の浄化対策等に役立てるため、公共用水域及び地下水の水
質等を調査し、環境基準の達成状況等汚濁状況を把握します。また、水環境を保
全するため、事業所排水を調査し、排水基準の遵守を確保します。 
 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○水質汚濁規制 
○河川水質監視 
○地下水質監視 
 

○水質汚濁規制 
○河川水質監視 
○地下水質監視 
 

○水質汚濁規制 
○河川水質監視 
○地下水質監視 
 

予算額 28,321千円 計画額 28,321千円 計画額 28,321千円 

 

事業Ｎｏ 158 事業課 環境保全課 

事業名 その他の公害対策 種別 ソフト事業 

予算科目 款 衛生費 項 保健衛生費 目 公害対策費 

事業目標・概要 身近な生活環境の保全を図るため、騒音・振動・悪臭に関する対策を行うととも
に、市内主要道路の自動車騒音の監視を行います。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○騒音、振動、悪臭対策 
・公害苦情対策 
・臭気調査委託 
○自動車騒音監視 
・自動車騒音常時監視 
○公害防止組織整備促進 
・公害防止管理者等選任指導 

○騒音、振動、悪臭対策 
・公害苦情対策 
・臭気調査委託 
○自動車騒音監視 
・自動車騒音常時監視 
○公害防止組織整備促進 
・公害防止管理者等選任指導 

○騒音、振動、悪臭対策 
・公害苦情対策 
・臭気調査委託 
○自動車騒音監視 
・自動車騒音常時監視 
○公害防止組織整備促進 
・公害防止管理者等選任指導 

予算額 4,264千円 計画額 4,264千円 計画額 4,264千円 
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事業Ｎｏ 159 事業課 環境保全課 

事業名 土壌汚染対策 種別 ソフト事業 

予算科目 款 衛生費 項 保健衛生費 目 公害対策費 

事業目標・概要 事業所の廃止等に伴う土壌汚染防止対策等指導及び土壌のダイオキシン類の調査
を行うことにより、人の健康被害を防止し、土壌環境を保全します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○土壌汚染規制 
○土壌汚染監視 

○土壌汚染規制 
○土壌汚染監視 

○土壌汚染規制 
○土壌汚染監視 

予算額 1,931千円 計画額 1,931千円 計画額 1,931千円 
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第６章 地域社会と市民生活 
 

 

 

 

（基本目標） 

人と人とのつながりを感じ、 

   安全で安心して暮らせるまち 
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第６章 地域社会と市民生活 

 
人と人とのつながりを感じ、安全で安心して暮らせるまち 

  
第１節 ふれあいと思いやりのある地域社会の形成 

   
施策１ 地域コミュニティ活動の推進 

    
160 仮称地区市民センター構想の推進                市民センタ－推進室                   

    
161 自治会集会所建設補助                  市民活動支援課                     

   
施策２ 平和で思いやりのある地域社会づくり 

    
162 平和施策                           総務課                         

    
163 啓発事業                           人権推進課                       

   
施策３ 男女共同参画社会の実現 

    
164 男女共同参画推進                       男女共同参画課                     

   
施策４ 青尐年健全育成の推進 

    
165 青尐年育成体制の充実                     青尐年課                        

    
166 児童遊園新設・整備                      青尐年課                        

  
第２節 安全で安心な暮らしの確保 

   
施策１ 防災体制の整備 

    
167 防災施設設置管理                       防災危機管理課                     

    
168 防災事務                           重点 防災危機管理課                     

   
施策２ 消防・救急体制の整備 

    
169 川越市消防団車庫建設                     消防局総務課                         

    
170 消防局庁舎建設                        消防局総務課                         

    
171 消防庁舎改修                         消防局総務課                         

    
172 消防車両整備                         消防局警防課                         

    
173 川越市消防団消防車両整備                   消防局警防課                         

    
174 消防資器材整備                        消防局警防課                         

    
175 川越市消防水利の増設                     消防局警防課                         

    
176 救急高度化の推進                       消防局救急課                         

    
177 消防通信整備                         消防局指揮統制課                       

   
施策３ 防犯対策の推進 

    
178 防犯のまちづくり推進                     重点 安全安心生活課                     

    
179 防犯灯整備                          安全安心生活課                     

   
施策４ 交通安全対策の推進 

    
180 安全安心通学路対策                      重点 安全安心生活課                     

    
181 放置自転車防止対策推進                    安全安心生活課                     

   
施策５ 消費者対策の推進 

    
182 消費生活対策                         広聴課                         

   
施策６ 葬祭事業の充実 

    
183 斎場整備推進                         重点 新斎場建設準備室                    
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第６章 人と人とのつながりを感じ、安全で安心して暮らせるまち 

第１節 ふれあいと思いやりのある地域社会の形成 

章  節  施策  施策の名称 

６ - １ - １  地地域域ココミミュュニニテティィ活活動動のの推推進進 

 

 

 

（年度又は年度末の値） 

 

 

1 コミュニティ意識の形成 

① 自主防犯など地域が必要とする活動の推進、自治会活動の情報共有化の推進を通じて、コ

ミュニティ意識を形成するとともに自治会活動の活性化を図ります。また、自治会連合会と

連携し、幅広い世代の地域住民が自治会に加入するよう促進します。 

② 川越市掲示板やインターネットなどを活用してコミュニティ情報を提供します。 

2 コミュニティ活動の促進 

① 自治会連合会と協力し、防災・防犯、環境美化、交通安全等の自主的な活動を支援し、自

治会のコミュニティ活動を促進します。 

② NPO等の市民活動団体や企業とのパートナーシップを築きあげ、コミュニティ活動を促進

します。 

③ 地域住民が主体となったまちづくりを推進するため、地域内分権も視野に入れた新たなし

くみづくりを検討します。 

3 コミュニティ施設の充実 

① 自治会集会施設の建設、修繕等の整備を支援します。 

② 出張所と公民館の機能を見直し、地域活動の支援と事務の効率化を進めるため、（仮称）

地区市民センター構想の実現に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 
現状値 

（H21年度） 
目標年 目標値 

自治会加入率（％） 81.8 H27年度 85.0 

施策の指標 

 

施策の推進 
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事業Ｎｏ 160 事業課 市民センタ－推進室 

事業名 仮称地区市民センター構想の推進 種別 ソフト事業 

予算科目 款 総務費 項 総務管理費 目 出張所等管理費 

事業目標・概要 地域活動の支援と事務の効率化を進めるため、出張所と公民館の機能を見直し、
地域づくりの拠点施設となる(仮称)地区市民センターの設置について検討しま
す。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

〇基本計画策定 
・基本計画の策定 
・関係条例の検討 
・基本計画に基づく推進計画の
検討 
 

〇計画の推進 
・推進計画の策定 
・条例の整備等 

○（仮称）地区市民センターの
設置 
・条例の施行 
・地域活動支援業務の推進 

予算額    0千円 計画額 0千円 計画額 0千円 

 

事業Ｎｏ 161 事業課 市民活動支援課 

事業名 自治会集会所建設補助 種別 投資的事業 

予算科目 款 総務費 項 総務管理費 目 自治振興費 

事業目標・概要 地域コミュニティ活動の推進を図るため、コミュニティ活動の拠点となる自治会
集会施設の新築に対して補助を行います。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○自治会集会所新築・建て替え
補助 1箇所 

○自治会集会所新築・建て替え
補助 2箇所 

○自治会集会所新築・建て替え
補助 2箇所 

予算額 10,000千円 計画額 20,000千円 計画額 20,000千円 
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第６章 人と人とのつながりを感じ、安全で安心して暮らせるまち 

第１節 ふれあいと思いやりのある地域社会の形成 

章  節  施策  施策の名称 

６ - １ - ２  平平和和でで思思いいややりりののああるる地地域域社社会会づづくくりり 

 

 

 

（年度又は年度末の値） 

 

 

1 人権施策の推進 

① 人権施策を推進するための基本計画等を策定します。 

② 市民、企業等を対象とした人権啓発活動の充実を図ります。 

③ 同和問題をさまざまな人権問題の一つとして位置付け、人権施策を推進します。 

2 人権教育の充実 

① 人権教育の指導者の養成等、社会教育機関等における人権教育の推進に努めるとともに、

資料の充実と活用を図り、人権意識の高揚と差別意識の解消に努めます。 

② 教育活動全体を通して人権を尊重する教育の充実に努めるとともに、同和教育を人権教育

の中に位置付け、組織的・計画的に推進します。 

③ 自治会等と連携した教育活動を推進し、地域内の交流を深めるとともに、学習の場として

の集会所事業を推進します。 

3 平和意識の高揚 

① 平和都市宣言の趣旨に基づき、市民参加による各種の平和施策の充実を図ります。 

② 学校教育において、世界の平和と発展に貢献する教育の充実を図ります。 

4 市民相談の充実  

① 複雑で多様化する相談内容に対応するため、各種相談の充実を図るとともに、分かりやす

い周知や案内に努めます。 

② 市民が相談しやすい環境や施設の整備に努めます。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

項 目 
現状値 

（H21年度） 
目標年 目標値 

人権教育指導者養成講座参加者人数（人） 3,798 H27年度 4,000 

施策の指標 

 

施策の推進 
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事業Ｎｏ 162 事業課 総務課 

事業名 平和施策 種別 ソフト事業 

予算科目 款 総務費 項 総務管理費 目 一般管理費 

事業目標・概要 平和を愛する心を育む社会づくりを推進するため、平和都市宣言の趣旨に基づき、
平和施策の充実を図ります。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○平和標語の募集 
○広島平和記念式典への参加 
○原爆写真展の開催 
○埻玉県平和資料館等見学会の
実施 

○平和標語の募集 
○広島平和記念式典への参加 
○原爆写真展の開催 
○埻玉県平和資料館等見学会の
実施 

○平和標語の募集 
○広島平和記念式典への参加 
○原爆写真展の開催 
○埻玉県平和資料館等見学会の
実施 

予算額 1,370千円 計画額 1,140千円 計画額 1,140千円 

 

事業Ｎｏ 163 事業課 人権推進課 

事業名 啓発事業 種別 ソフト事業 

予算科目 款 総務費 項 総務管理費 目 人権推進費 

事業目標・概要 人権問題についての正しい理解と認識を深め、差別や偏見のない明るい社会の実
現を目指すため、各種啓発活動を行います。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○講演会、研修会の開催 
○講演録の作成、配布 
○啓発ビデオ等の貸出し 
○啓発用冊子・啓発用品の配布 
 

○講演会、研修会の開催 
○講演録の作成、配布 
○啓発ビデオ等の貸出し 
○啓発用冊子・啓発用品の配布 
 

○講演会、研修会の開催 
○講演録の作成、配布 
○啓発ビデオ等の貸出し 
○啓発用冊子・啓発用品の配布 
 

予算額 1,912千円 計画額 1,586千円 計画額 1,586千円 
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第６章 人と人とのつながりを感じ、安全で安心して暮らせるまち 

第１節 ふれあいと思いやりのある地域社会の形成 

章  節  施策  施策の名称 

６ - １ - ３  男男女女共共同同参参画画社社会会のの実実現現 

 

 

 

（年度当初の値） 

 

 

1 人権の尊重と男女共同参画への意識づくり 

① ドメスティック・バイオレンスやセクシュアル・ハラスメントなどを防止するため、関係

機関との連携を図るとともに、啓発活動や相談体制の充実に努めます。 

② 男女共同参画に関する理解を深めるため、啓発活動や教育の充実を図り、男女が個性と能

力を発揮できる社会の実現を目指します。 

2 あらゆる分野への男女共同参画の推進 

① 政策や方針の決定過程における女性の参画推進と人材育成に努めます。 

② 男女共同参画に関する国際的な動きを理解するとともに、国際交流や国際協力に努めま

す。 

3 多様な生き方が選択できる環境づくり 

① 仕事と子育てや地域活動など仕事以外の活動を組み合わせ、バランスのとれた働き方を選

択できるよう支援します。 

② 男女が互いの性を理解し、尊重するための教育の充実に努めるとともに、男女のそれぞれ

の世代に応じた健康づくりを支援します。 

4 男女共同参画を推進するための施設の整備 

① 女性会館の在り方を見直すとともに、地域振興ふれあい拠点施設内に男女共同参画を推進

するための施設を整備するよう努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 
現状値 

（H22年度） 
目標年 目標値 

各種審議会等への女性委員の登用割合（％） 28.2 H27年度 35.0 

施策の指標 

 

施策の推進 
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事業Ｎｏ 164 事業課 男女共同参画課 

事業名 男女共同参画推進 種別 ソフト事業 

予算科目 款 総務費 項 総務管理費 目 男女共同参画推進費 

事業目標・概要 第四次川越市男女共同参画基本計画にのっとり、男女共同参画の意識づくり、政
策・方針決定過程等あらゆる分野への男女共同参画の推進、多様な生き方が選択
できる環境づくりを推進します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○配偶者暴力相談支援ｾﾝﾀｰ整
備・充実 
○意識啓発、団体・人材育成 
○審議会等登用推進 
○男女共同参画推進施設整備 
○基本計画進行管理 
○ＤＶ計画策定 

○配偶者暴力相談支援ｾﾝﾀｰ整
備・充実 
○意識啓発 団体・人材育成 
○審議会等登用推進 
○男女共同参画推進施設整備 
○基本計画進行管理 
○意識調査 

○配偶者暴力相談支援ｾﾝﾀｰ整
備・充実 
○意識啓発 団体・人材育成 
○審議会等登用推進 
○男女共同参画推進施設整備 
○第五次基本計画策定 
 

予算額 6,791千円 計画額 7,791千円 計画額 5,792千円 
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第６章 人と人とのつながりを感じ、安全で安心して暮らせるまち 

第１節 ふれあいと思いやりのある地域社会の形成 

章  節  施策  施策の名称 

６ - １ - ４  青青尐尐年年健健全全育育成成のの推推進進 

 

 

 

（年度又は年度末の値） 

 

 

1 青尐年の社会参加の促進 

① 青尐年の社会参加を促進するため、社会奉仕活動等への参加の支援や青尐年団体の育成・

支援に努めます。  

2 協力体制の拡充 

① 青尐年を犯罪被害から守るため、子ども 110番の家等の拡充に努めます。 

② 尐年補導員と地域住民が協力して街頭補導活動等を実施し、青尐年の非行防止活動を推進

します。 

③ 青尐年を育てる市民会議等の関係機関と連携し、地域活動の活性化を図ります。 

3 青尐年施設の整備・充実 

① 児童館、児童遊園の整備・充実に努めます。 

② 体験学習のできる場所の提供や青尐年の居場所づくりに努めます。 

4 青尐年の人権擁護の推進 

① 尐年相談の充実を図るため、インターネットを活用し、身近な相談相手となるような環境

整備に努めます。 

② 「児童の権利に関する条約」に基づき、青尐年の基本的人権を尊重し、権利を擁護するよ

う啓発活動を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 
現状値 

（H21年度） 
目標年 目標値 

青尐年の社会参加人数（人） 1,305 H27年度 2,000 

子ども 110番の家事業（実施地区） 17 H27年度 22 

施策の指標 

 

施策の推進 
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事業Ｎｏ 165 事業課 青尐年課 

事業名 青尐年育成体制の充実 種別 ソフト事業 

予算科目 款 民生費 項 社会福祉費 目 青尐年対策費 

事業目標・概要 次代を担う青尐年が自ら夢を育み、社会の能動的形成者となることができるよう
な支援を行うとともに、子どもたちが安全に生活する環境を築くために、総合的
な施策を推進し関係機関との連携を図ります。 
 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○青尐年健全育成川越市民大会
の開催 
○青尐年を育てる市民会議活動
助成 
○青尐年問題協議会の開催 

○青尐年健全育成川越市民大会
の開催 
○青尐年を育てる市民会議活動
助成 
○青尐年問題協議会の開催 

○青尐年健全育成川越市民大会
の開催 
○青尐年を育てる市民会議活動
助成 
○青尐年問題協議会の開催 

予算額 4,009千円 計画額 4,009千円 計画額 4,009千円 

 

事業Ｎｏ 166 事業課 青尐年課 

事業名 児童遊園新設・整備 種別 投資的事業 

予算科目 款 民生費 項 社会福祉費 目 青尐年対策費 

事業目標・概要 地域における幼児及び児童の健全な育成を推進するため、児童遊園の新設及び整
備を行い、青尐年健全育成の環境づくりを推進します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○児童遊園の新設 
○既存児童遊園の整備 
○遊具等施設の安全点検 

○児童遊園の新設 
○既存児童遊園の整備 
○遊具等施設の安全点検 

○児童遊園の新設 
○既存児童遊園の整備 
○遊具等施設の安全点検 

予算額 22,444 千円 計画額 23,936千円 計画額 23,936千円 
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第６章 人と人とのつながりを感じ、安全で安心して暮らせるまち 

第２節 安全で安心な暮らしの確保 

章  節  施策  施策の名称 

６ - ２ - １  防防災災体体制制のの整整備備 

 

 

 

（年度又は年度末の値） 

 

 

1 地域防災計画の推進 

① 「川越市地域防災計画」を定期的に見直し、計画内容の充実を図るとともに、本計画に基

づく各種災害対策を推進します。 

② 地域の防災活動を効果的に行う自主防災組織の結成を促進し、その活動を支援します。 

③ 職員の派遣や救助物資の調達等の救援体制を充実するため、災害時における各種の協定の

締結を推進します。 

2 災害応急対策の充実 

① 災害時に、よりきめ細かい情報の収集・伝達を実施するため、防災行政無線の高度化（デ

ジタル化）を推進するとともに、その運用の充実を図ります。 

② 高齢者、乳幼児、障害のある人、外国籍市民等の災害時要援護者の安全を確保するため、

災害情報の伝達方法や避難誘導体制の充実を図ります。 

③ 災害時における飲料水の確保のため、災害用給水井戸や耐震性貯水槽の整備・充実を図り

ます。 

④ 食糧、生活必需品、応急対策用資機材を備蓄する災害備蓄庫の計画的な整備・充実と災害

備蓄品の質、量の充実を図ります。 

⑤ 住民参加による水防演習を実施するとともに、水防団員に対する水防演習会を充実させ、

水防団員の技術の向上を図ります。 

⑥ 水防倉庫の整備を図るとともに水防資機材の充実を推進します。 

3 防災意識の普及・高揚 

① 防災実務の習熟と実践的能力の養成、防災関係機関と市民の連携による防災体制の強化を

目的とした各地域で行われている防災訓練の充実を図ります。 

② 防災ポスターコンクールや総合防災訓練等を行い、市民の防災意識の高揚を図ります。 

③ 防災活動拠点機能や防災教育機能等を備えた総合防災センターの整備について検討しま

す。 

4 危機管理体制の強化・充実 

① 国民保護法制に対応した情報の伝達、市民の避難誘導、武力攻撃災害に対する応急措置が

迅速に実施できるよう「川越市国民保護計画」に基づく活動体制の強化・充実を図ります。 

② 市民の安全と安心を脅かす人為的な事件や事故を未然に防止し、また、発生した場合でも

被害を最小限に抑制できる組織的対応がとれるよう「川越市危機管理指針」に基づく危機管

理体制の強化・充実を図ります。 

 

 

項 目 
現状値 

（H21年度） 
目標年 目標値 

自主防災組織結成率（％） 63.3 H27年度 90.0 

施策の指標 

 

施策の推進 
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事業Ｎｏ 167 事業課 防災危機管理課 

事業名 防災施設設置管理 種別 投資的事業 

予算科目 款 消防費 項 消防費 目 防災費 

事業目標・概要 市民の生命、身体及び財産を災害から守るため、防災施設の整備、充実を図りま
す。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○防災行政無線の整備・充実 
○災害用給水井戸、耐震性貯水
槽の整備・充実 
○災害備蓄庫、災害備蓄品の整
備・充実 
 

○防災行政無線の整備・充実 
○災害用給水井戸、耐震性貯水
槽の整備・充実 
○災害備蓄庫、災害備蓄品の整
備・充実 
 

○防災行政無線の整備・充実 
○災害用給水井戸、耐震性貯水 
槽の整備・充実 
○災害備蓄庫、災害備蓄品の整
備・充実 
 

予算額 45,995 千円 計画額 37,221千円 計画額 37,221千円 

 

事業Ｎｏ 168 事業課 防災危機管理課 重 点 

事業名 防災事務 種別 ソフト事業 

予算科目 款 消防費 項 消防費 目 防災費 

事業目標・概要 市民の生命、身体及び財産を災害から守るため、災害予防、災害応急対策及び災
害復旧等の防災対策を推進します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○自主防災組織の育成・強化 
○災害時応援協定の締結 
○防災訓練の充実 
○地域防災計画見直し検討 
○災害時要援護者避難支援対策
の推進 
○衛星携帯電話の導入 

○自主防災組織の育成・強化 
○災害時応援協定の締結 
○防災訓練の充実 
○地域防災計画見直し検討 
○災害時要援護者避難支援対策
の推進 
 

○自主防災組織の育成・強化 
○災害時応援協定の締結 
○防災訓練の充実 
○地域防災計画見直し検討 
○災害時要援護者避難支援対策
の推進 
 

予算額 20,022 千円 計画額 16,064千円 計画額 18,762千円 
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第６章 人と人とのつながりを感じ、安全で安心して暮らせるまち 

第２節 安全で安心な暮らしの確保 

章  節  施策  施策の名称 

６ - ２ - ２  消消防防・・救救急急体体制制のの整整備備 

 

 

 

（出火率及び救命率は暦年の値、救急救命士は年度当初の値） 

 

 

1 初動消防力の強化 

① 計画的な消防車両・消防資器材の整備及び耐震性防火水槽の増設を図ります。 

② 消防団の消防車両・資器材等を整備するとともに、組織の強化及び団員の確保に努めます。 

③ 大規模地震等の広域災害に対応するため、関係機関との連携を強化します。 

2 救急業務体制の整備 

① 応急手当普及員の育成や救命講習の実施など市民への普及・啓発事業を推進します。 

② 救急訓練資器材の整備や研修を充実させ、救急隊員の資質の向上を図るとともに、救急救

命士の養成、増員を推進します。 

③ 各医療機関との連携の強化、民間による患者等搬送事業の指導・育成を図ります。 

3 火災予防対策の推進 

① 防火に関する講習会を開催するなど住宅火災予防の推進により、市民の防火意識の高揚を

図ります。 

② 事業所における自主防火管理対策を支援するとともに、査察執行体制、危険物安全対策を

推進します。 

4 庁舎建設等施設の充実 

① 新たな訓練施設等を備えた消防局庁舎の整備、消防署・分署庁舎の改修や新設整備などに

ついて、検討し推進します。 

② 消防・救急無線のデジタル化への移行に伴う整備を実施します。 

③ 消防団車庫建設事業を推進します。 

 

 

 

項 目 
現状値 

（H21年度） 
目標年 目標値 

出火率（件） 3.3 H27年度 3.0以下 

救命率（％） 11.2 H27年度 15.0以上 

救急救命士（人） 60 H27年度 64以上 

施策の指標 

 

施策の推進 
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事業Ｎｏ 169 事業課 消防局総務課 

事業名 川越市消防団車庫建設 種別 投資的事業 

予算科目 川越地区消防組合一般会計 

事業目標・概要 消防団車庫の老朽化及び狭あい化等の問題点を解消するため、移転新築等を計画
し、消防団員の環境改善を図ります。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○福原分団車庫新築工事 
 

○大東分団車庫移転新築工事  

予算額    37,195 千円 計画額 26,814千円 計画額 0千円 

 

事業Ｎｏ 170 事業課 消防局総務課 

事業名 消防局庁舎建設 種別 投資的事業 

予算科目 川越地区消防組合一般会計 

事業目標・概要 消防施設の充実強化を図るため、教育訓練・災害対策本部機能を備えた庁舎の整
備を図ります。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○消防庁舎建設候補地の調査・
研究 
 

○移転用地交渉（川越市と調整
しながら実施） 
○不動産鑑定 
○地質調査 
○用地測量 
○基本設計 

○実施設計 
○造成工事 
○用地取得 
 

予算額 1,000千円 計画額 37,200千円 計画額 704,116千円 

 

事業Ｎｏ 171 事業課 消防局総務課 

事業名 消防庁舎改修 種別 投資的事業 

予算科目 川越地区消防組合一般会計 

事業目標・概要 消防施設の充実強化及び作業環境の改善を図るため、老朽化した庁舎の改修を行
います。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○高階分署 
・屋上防水等改修工事 

○高階分署 
・外壁等改修工事 

○高階分署 
・高圧変電設備改修工事 

予算額 7,850千円 計画額    14,000千円 計画額    20,000千円 
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事業Ｎｏ 172 事業課 消防局警防課 

事業名 消防車両整備 種別 投資的事業 

予算科目 川越地区消防組合一般会計 

事業目標・概要 消防車両等の整備計画等に基づき、老朽化した車両及び車両から排出される排気
ガス等の法律に対応するため、更新整備等を実施します。 
 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○維持管理 
・はしご車分解整備 1 台 
○更新整備 
・消防ポンプ自動車 1 台 
・指揮車 1台 
・高規格救急自動車 4 台 
・連絡車 1台 

○維持管理 
・はしご車分解整備 1 台 
○更新整備 
・化学消防ポンプ自動車 2台 
・高規格救急自動車 2 台 
・警防車、連絡車各 1 台 
・広報車 5台 
○新規整備 ・連絡車 1台 

○更新整備 
・はしご付消防自動車 1台 

予算額 169,550 千円 計画額 210,000千円 計画額 190,000千円 

 

事業Ｎｏ 173 事業課 消防局警防課 

事業名 川越市消防団消防車両整備 種別 投資的事業 

予算科目 川越地区消防組合一般会計 

事業目標・概要 消防団車両の整備計画に基づき、車両から排出される排気ガス等の法律に対応す
るため、更新整備を実施します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○更新整備 
・消防ポンプ自動車 1 台 
（第二分団） 

○更新整備 
・消防ポンプ自動車 2 台 
（古谷分団、山田分団） 

○更新整備 
・消防ポンプ自動車 2 台 
（第三分団、名細分団） 
・指揮車１台 
（団本部） 

予算額 16,000 千円 計画額 32,000千円 計画額 36,500千円 

 

事業Ｎｏ 174 事業課 消防局警防課 

事業名 消防資器材整備 種別 投資的事業 

予算科目 川越地区消防組合一般会計 

事業目標・概要 消防資器材等の整備計画に基づき、資器材等の充実・強化を実施し、災害活動に
対応するため、定期的な更新整備等を実施します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○更新整備 
・個人警報線量計・空気ボンベ・
消防用ホース・潜水器具・陽圧
式化学防護服・マンホール救助
器具用資機材・高度救命処置用
資機材 
○新規整備 
・可搬式温風機・発電機 

○更新整備 
・放射線防護服 
・空気ボンベ 
・消防用ホース 
・潜水器具 
・高度救命処置用資機材 
○新規整備 
・可搬式温風機 

○更新整備 
・放射線防護服 
・空気ボンベ 
・消防用ホース 
・潜水器具 
・応急救護所用資機材 

予算額 54,087 千円 計画額 31,887千円 計画額 15,990千円 
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事業Ｎｏ 175 事業課 消防局警防課 

事業名 川越市消防水利の増設 種別 ソフト事業 

予算科目 川越地区消防組合一般会計 

事業目標・概要 消防水利（防火水槽）を計画的に整備することにより、消防活動の迅速化、並び
に震災時においても使用可能な水利を確保し、消防防災体制の強化を図るため、
防火水槽の新設を行います。 
 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○設置推進 
・防火水槽新設 

○設置推進 
・防火水槽新設 

○設置推進 
・防火水槽新設 

予算額 62,404 千円 計画額 53,000千円 計画額 53,000千円 

 

事業Ｎｏ 176 事業課 消防局救急課 

事業名 救急高度化の推進 種別 ソフト事業 

予算科目 川越地区消防組合一般会計 

事業目標・概要 救急業務体制の整備を行うため、応急手当普及員の育成や救命講習の実施など市民
への普及・啓発事業を推進します。また、救急訓練資器材の整備や研修を充実させ、
救急隊員の資質の向上を図るとともに、救急救命士の養成や増員を推進します。さ
らに、各医療機関との連携強化、民間による患者等搬送事業の指導育成を図ります。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○救急講習会の実施 
○応急手当普及員の育成 
○救急救命士の養成・研修 
○救急訓練資器材整備 
○各医療機関との連携の強化・
充実 
○患者等搬送乗務員の育成 

○救急講習会の実施 
○応急手当普及員の育成 
○救急救命士の養成・研修 
○救急訓練資器材整備 
○各医療機関との連携の強化・
充実 
○患者等搬送乗務員の育成 

○救急講習会の実施 
○応急手当普及員の育成 
○救急救命士の養成・研修 
○救急訓練資器材整備 
○各医療機関との連携の強化・
充実 
○患者等搬送乗務員の育成 

予算額 10,468千円 計画額 12,526千円 計画額 12,549千円 

 

事業Ｎｏ 177 事業課 消防局指揮統制課 

事業名 消防通信整備 種別 投資的事業 

予算科目 川越地区消防組合一般会計 

事業目標・概要 災害情報を迅速かつ正確に把握し、的確な災害対応を図るため、通信機器の更新
及び整備を行います。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○消防救急デジタル無線電波伝
搬調査、基本設計 
○気象観測装置再検定業務委託 
○無線局（基地局）法定点検業
務委託 
○署活系携帯無線機の更新 
○文書伝送ファクシミリ更新 

○消防救急デジタル無線実施設
計 
○指揮隊用移動情報端末の整備 
○署活系携帯無線機の更新 

○署活系携帯無線機の更新 
○消防救急デジタル無線整備 
○消防緊急通信指令施設の更新 

予算額 46,740 千円 計画額 24,308千円 計画額 975,732千円 
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第６章 人と人とのつながりを感じ、安全で安心して暮らせるまち 

第２節 安全で安心な暮らしの確保 

章  節  施策  施策の名称 

６ - ２ - ３  防防犯犯対対策策のの推推進進 

 

 

 

（年度末の値） 

 

 

1 防犯推進体制の整備 

① 防犯のまちづくりをソフト、ハードの両面から総合的かつ効果的に推進するため、関係部

署による防犯推進庁内会議を中心に、行政における防犯推進体制の充実を図ります。 

② 自治会等の各種団体を中心に、「地域の安全は地域で守る」という認識に立ち、無理なく、

無駄なく活動ができるよう、地域における防犯推進体制の整備を促進します。 

③ 埻玉県、埻玉県警察、川越警察署等の関係機関や川越防犯協会、川越市暴力排除推進協議

会、川越市犯罪被害者支援推進協議会等の関係団体との連携を強化します。また、治安の維

持や地域の安全対策の中心となる警察活動については、その機能の充実・強化を要請すると

ともに、旧交番施設等を再活用した地域自主防犯ステーションについては、引き続き、地域

主導型の管理運営による防犯拠点として、その運用の促進・支援に努めます。 

2 防犯意識の高揚 

① 犯罪や防犯に関する情報を収集し、さまざまなメディアを通じて、積極的、効果的な情報

提供を図ります。 

② 「自分の安全は自分で守る」という市民の防犯意識の啓発を図り、自主的に個人や家庭で

できる防犯対策を促進します。 

3 安全な地域コミュニティの推進 

① 自治会、商店会を中心に、地域住民、事業所、NPO、ボランティア団体等の地域における

自主防犯活動や環境美化活動をはじめとした各種活動への参加を促進し、支援を強化しま

す。 

② 地域の自主防犯活動の中心となる地域リーダーの養成に努めます。 

4 規範意識の高揚と防犯教育の推進 

① 家庭や地域における青尐年健全育成の推進を図ります。 

② 児童生徒に対し、発達段階に応じた防犯教育や道徳教育の充実を図ります。 

③ 親として、社会人としての大人の規範意識の向上や防犯意識の高揚を図るため、各種講座

等を開催し、大人の意識啓発を図ります。 

 

 

 

項 目 
現状値 

（H21年度） 
目標年 目標値 

「小江戸川越防犯のまちづくり情報」 

メール配信サービスの登録件数（件） 
9,166 H27年度 11,000 

施策の指標 

 

施策の推進 
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5 安全な都市環境の創出 

① 町並みを美しくすることは防犯につながるという観点から、犯行に及ぼうとする者に犯行

の機会を与えない安全な都市環境の創出に努めます。 

② 犯罪が発生しにくい道路、公園等の公共空間の整備や防犯灯の整備に努めます。 

③ 住宅や建物づくりにおける防犯意識を啓発し、個人住宅、共同住宅及び事業所などの防犯

性の向上を促進します。 

④ 防犯対策器具の有効利用と普及啓発に努めます。 

 

 

 

事業Ｎｏ 178 事業課 安全安心生活課 重 点 

事業名 防犯のまちづくり推進 種別 ソフト事業 

予算科目 款 総務費 項 総務管理費 目 自治振興費 

事業目標・概要 市民生活における身近な犯罪の防止を図ることを目的として、犯罪を誘発する機
会を減じ、犯罪を起こさせない地域環境づくりを行う「防犯のまちづくり」を推
進するため、行政、警察、事業所、市民、地域等が協働して全市的な取組を展開
します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○行政における防犯推進体制の
整備・充実 
○地域における防犯推進体制の
整備・促進の強化 
○犯罪情報・防犯情報の収集と
提供 
○地域における防犯活動の促進 

○行政における防犯推進体制の
充実 
○地域における防犯推進体制の
整備・促進の強化 
○犯罪情報・防犯情報の収集と
提供 
○地域における防犯活動の促進 

○行政における防犯推進体制の
充実 
○地域における防犯推進体制の
整備・促進の強化 
○犯罪情報・防犯情報の収集と
提供 
○地域における防犯活動の促進 

予算額 9,643千円 計画額 10,108千円 計画額 9,998千円 

 

事業Ｎｏ 179 事業課 安全安心生活課 

事業名 防犯灯整備 種別 ソフト事業 

予算科目 款 総務費 項 総務管理費 目 自治振興費 

事業目標・概要 市民生活における身近な犯罪の防止を図ることを目的として、犯罪を誘発する機
会を減じ、犯罪を起こさせない地域環境づくりを行う「防犯のまちづくり」を推
進するため、各自治会からの要望等に基づき、防犯灯の新設及び既設の整備等を
行い、夜間の犯罪の予防に努めます。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○防犯灯の新設・修繕 
○防犯灯の電気料補助 
○モデル地区防犯灯の整備 
○ＬＥＤ仕様防犯灯の整備効果の調査 
○安全安心通学路対策事業の実施 
○防犯灯小柱取付型防犯啓発用
看板等の整備 

○防犯灯の新設・修繕 
○防犯灯の電気料補助 
○ＬＥＤ仕様防犯灯の整備 
○安全安心通学路対策事業の実
施 
○防犯灯小柱取付型防犯啓発用
看板等の整備 

○防犯灯の新設・修繕 
○防犯灯の電気料補助 
○ＬＥＤ仕様防犯灯の整備 
○安全安心通学路対策事業の実
施 
○防犯灯小柱取付型防犯啓発用
看板等の整備 

予算額 52,897 千円 計画額 61,587千円 計画額 63,715千円 
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第６章 人と人とのつながりを感じ、安全で安心して暮らせるまち 

第２節 安全で安心な暮らしの確保 

章  節  施策  施策の名称 

６ - ２ - ４  交交通通安安全全対対策策のの推推進進 

 

 

 

（年度の値） 

 

 

1 交通安全施策の推進 

① 「川越市交通安全計画」を見直し、各種交通安全施策を推進します。 

2 交通安全施設の整備 

① 交通の安全と円滑化を図るための路面標示の実施、交通事情に対応した道路反射鏡の設置

など、交通安全施設の整備を関係機関と連携して積極的に推進します。 

3 交通安全意識の啓発・高揚 

① 関係機関と連携し、幼児から高齢者まで幅広く交通安全教育を推進するとともに、交通安

全教育指導者の育成を図ります。 

② 市民の交通安全に対する意識の向上を図るため、関係機関及び関係団体と連携し、各季に

キャンペーンを実施するなど、交通安全運動を推進します。 

4 放置自転車等防止対策 

① 自転車放置禁止区域となっていない川越駅西口については、禁止区域化を推進します。 

② 自転車等の利用者への自転車放置防止、マナーアップの啓発及び放置自転車等の撤去を積

極的に推進します。 

③ 自転車等駐車施設の整備を推進するとともに、民営自転車駐車場の整備を支援します。 

５ 通学路安全対策の推進 

① 児童生徒の安全を確保するため、地域の実情に応じ、通学路の安全対策を計画的に推進し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 
現状値 

（H21年度） 
目標年 目標値 

放置自転車台数(台) 455 H27年度 200 

施策の指標 

 

施策の推進 

 



179 

 

事業Ｎｏ 180 事業課 安全安心生活課 重 点 

事業名 安全安心通学路対策 種別 投資的事業 

予算科目 款 総務費 項 総務管理費 目 交通安全対策費 

事業目標・概要 学校関係者が児童生徒の視点を取り入れて通学路の安全点検を行い、その結果を
児童、生徒、保護者にフィードバックするため、学校ごとに通学路安全マップ及
び通学路点検票を作成します。これに基づき通学路整備計画を策定し、関係課に
おいて通学路の整備を実施します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○整備計画実施 
・埻玉県の通学路整備計画とも
調整し、緊急度の高いものから
順次実施 

○整備計画実施 
・埻玉県の通学路整備計画とも
調整し、緊急度の高いものから
順次実施 

○整備計画実施 
・未整備のものを順次実施 
・整備計画の完了 

予算額 10,000 千円 計画額 10,000千円 計画額 10,000千円 

 

事業Ｎｏ 181 事業課 安全安心生活課 

事業名 放置自転車防止対策推進 種別 ソフト事業 

予算科目 款 総務費 項 総務管理費 目 交通安全対策費 

事業目標・概要 市民の生活環境の障害となる公共の場所における自転車の放置を防止し、その良
好な生活環境を保持するため、自転車の放置の防止に関する施策を実施します。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○指導員による自転車の置き方
指導（各駅周辺） 
○放置自転車の撤去の実施 
○放置防止の啓発活動の実施 
○川越駅西口の自転車放置禁止
区域化 

○指導員による自転車の置き方
指導（各駅周辺） 
○放置自転車の撤去の実施 
○放置防止の啓発活動の実施 

○指導員による自転車の置き方
指導（各駅周辺） 
○放置自転車の撤去の実施 
○放置防止の啓発活動の実施 

予算額 37,556 千円 計画額 44,908千円 計画額 42,860千円 
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第６章 人と人とのつながりを感じ、安全で安心して暮らせるまち 

第２節 安全で安心な暮らしの確保 

章  節  施策  施策の名称 

６ - ２ - ５  消消費費者者対対策策のの推推進進 

 

 

 

（年度又は年度末の値） 

 

 

1 消費生活相談体制の充実 

① 消費者に被害が生じた場合、権利を尊重し適切かつ迅速な救済が行えるよう、苦情処理に関す

る人材の確保及び資質の向上に努めます。 

② 多様な消費者トラブルに対処するため、消費者庁をはじめとして、埻玉県、警察、川越市社会

福祉協議会など関係機関との連携を深め、相談業務の充実を図り、消費者トラブルの未然防止に

努めます。 

③ 消費生活モニター制度の充実に努めます。 

2 消費者の自立の支援 

① 学校、地域、家庭、職場その他のさまざまな場を通じて、セミナー、講演会、街頭キャンペー

ン等を行い、消費者教育を推進します。 

② 消費生活に関する先進事例や相談事例の情報を収集し提供するとともに、啓発用パンフレット

の配布により消費者意識の啓発に努めます。 

③ 消費者グループの育成に努め、その活動を支援します。 

3 生活情報センターの整備・充実 

① 消費生活に関する情報の提供を行う拠点として、生活情報センターの整備と充実に努めます。 

 

 

 

事業Ｎｏ 182 事業課 広聴課 

事業名 消費生活対策 種別 ソフト事業 

予算科目 款 総務費 項 総務管理費 目 消費生活対策費 

事業目標・概要 消費者被害に対処し適切で迅速な救済を行うため、消費生活相談体制の充実に努
めます。消費者の自立支援のため、消費者教育を推進し、消費者意識の啓発に努
めます。消費生活に関する情報の提供を行う拠点とするため、生活情報センター
の整備と充実に努めます。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○消費生活相談体制の充実 
○消費者の自立の支援 
○生活情報センターの整備・充
実 

○消費生活相談体制の充実 
○消費者の自立の支援 
○生活情報センターの整備・充
実 

○消費生活相談体制の充実 
○消費者の自立の支援 
○生活情報センターの整備・充 
実 

予算額 8,177千円 計画額 8,177千円 計画額 8,177千円 

項 目 
現状値 

（H21年度） 
目標年 目標値 

消費生活講座開催回数（回） 7 H27年度 20 

施策の指標 

 

施策の推進 
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第６章 人と人とのつながりを感じ、安全で安心して暮らせるまち 

第２節 安全で安心な暮らしの確保 

章  節  施策  施策の名称 

６ - ２ - ６  葬葬祭祭事事業業のの充充実実 

 

 

 

1 新斎場の整備 

① 新斎場を早期に建設します。 

2 現斎場の運営・管理の充実 

① 新斎場ができるまでの間、現斎場の適切な維持管理を行います。 

3 市民聖苑やすらぎのさとの運営管理の充実 

① 通夜、告別式及び法要を行う方のため、より充実した運営管理に努めます。 

 

 

事業Ｎｏ 183 事業課 新斎場建設準備室 重 点 

事業名 斎場整備推進 種別 投資的事業 

予算科目 款 衛生費 項 保健衛生費 目 葬祭事業費 

事業目標・概要 現斎場は、老朽化が進み市民ニーズにもそぐわなくなってきています。また、今
後、高齢社会が進むことで火葬件数が増加し、現斎場の火葬能力では対応が困難
になると予想されます。これらの課題に対応するため、新斎場を早期に建設しま
す。 

年
度
別
事
業
内
容 

１年次（平成２４年度） ２年次（平成２５年度） ３年次（平成２６年度） 

○建設予定地地元合意形成 
○農振除外 ○都市計画決定 
○都市計画事業認可 
○周辺環境影響調査 
○基本設計 ○用地測量 
○地質調査 

○土地購入 
○実施設計 
○造成工事 
○擁壁工事 
○河川環境整備（測量） 
○火葬炉設計支援業務 

○工事監理 
○建設工事 
○河川環境整備（工事） 

予算額 45,742 千円 計画額 ― 計画額 ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施策の推進 
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課 別 事 業 一 覧 

部 局 名 課 名 事 業 名 章 節 施策 事業№ ページ 

政策財政部 

政策企画課 

仮称自治基本条例の制定 重点 0 1 1 1 23 

総合計画事務 0 2 1 4 25 

広域行政の推進 0 2 1 5 25 

庁舎建設検討 0 2 2 7 26 

川越都市圏まちづくり 0 3 1 14 32 

行政改革推進課 行政改革の推進 0 2 1 6 25 

収税課 市税等収納事務 0 2 3 11 28 

収納対策室 収納対策事務 0 2 3 12 29 

総務部 

総務課 平和施策 6 1 2 162 165 

管財課 

本庁舎耐震化事業 重点 0 2 2 8 27 

社会資本活用整備 0 2 2 9 27 

庁用自動車管理 5 2 1 143 147 

防災危機管理課 
防災施設設置管理 6 2 1 167 171 

防災事務 重点 6 2 1 168 171 

情報統計課 電子市役所の推進 0 2 4 13 31 

人権推進課 啓発事業 6 1 2 163 165 

市民部 

市民活動支援課 
協働の推進 重点 0 1 1 2 23 

自治会集会所建設補助 6 1 1 161 163 

広聴課 
広聴事務 0 1 1 3 23 

消費生活対策 6 2 5 182 180 

安全安心生活課 

防犯のまちづくり推進 重点 6 2 3 178 177 

防犯灯整備 6 2 3 179 177 

安全安心通学路対策 重点 6 2 4 180 179 

放置自転車防止対策推進 6 2 4 181 179 

男女共同参画課 男女共同参画推進 6 1 3 164 167 

青尐年課 
青尐年育成体制の充実 6 1 4 165 169 

児童遊園新設・整備 6 1 4 166 169 

新斎場建設準備室 斎場整備推進 重点 6 2 6 183 181 

市民センター推進室 
仮称大東市民センター整備 重点 0 2 2 10 27 

仮称地区市民センター構想の推進 6 1 1 160 163 

文化 
スポ－ツ部 

文化振興課 

生涯学習センター推進 2 1 1 42 60 

市民向け講座の推進 2 1 2 47 63 

文化施設整備 2 3 1 60 73 

文化事業の推進 重点 2 3 1 61 73 

国際化施策の推進 2 4 1 65 77 

国際交流センター運営管理 2 4 1 66 77 
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部 局 名 課 名 事 業 名 章 節 施策 事業№ ページ 

文化 
スポ－ツ部 

スポーツ振興課 

スポーツ教室・大会等の充実 重点 2 5 1 67 79 

生涯スポーツの充実 2 5 1 68 79 

体育施設の整備・充実 2 5 1 69 79 

学校体育施設の活用 2 5 1 70 80 

美術館 美術館運営管理 2 3 1 62 73 

福祉部 

福祉推進課 

民間福祉施設補助（高齢者施設) 1 1 2 27 43 

民間福祉施設補助（障害者施設) 1 1 3 34 47 

地域福祉の推進 1 1 4 35 48 

障害者福祉課 施設援護 1 1 3 33 47 

高齢者いきがい課 

東西後楽会館運営管理 1 1 2 26 43 

老人憩いの家整備 1 1 2 28 43 

養護老人ホーム（やまぶき荘）運営管理 1 1 2 29 44 

家族介護支援事業・その他事業 1 1 2 30 44 

介護保険課 民間福祉施設補助（地域密着型施設等) 1 1 2 31 44 

子育て支援課 
子育て短期支援 重点 1 1 1 15 37 

児童福祉事務 重点 1 1 1 16 37 

保育課 

地域子育て支援 1 1 1 17 37 

民間保育所補助等 重点 1 1 1 18 38 

家庭保育室等 1 1 1 19 38 

保育所建設事業 1 1 1 20 38 

保育所耐震化事業 重点 1 1 1 21 39 

ひかり児童園整備事業 1 1 1 22 39 

保健医療部 

保健医療推進課 地域医療の推進 重点 1 2 2 40 53 

医療助成課 
こども医療費支給 重点 1 1 1 23 39 

後期高齢者医療費支給（入院時見舞金） 1 1 2 32 45 

健康づくり支援課 

予防接種の推進 重点 1 2 1 36 50 

健康づくり支援 1 2 1 37 51 

母子健康診査 1 2 1 38 51 

介護予防普及啓発事業 1 2 1 39 51 

環境部 

環境政策課 

環境基本計画推進 5 1 1 141 143 

環境マネジメントシステム推進 5 1 1 142 143 

節電推進 重点 5 2 1 144 147 

新エネルギー推進 5 2 1 145 147 

緑化推進 重点 5 3 1 154 155 

緑地保全 重点 5 3 1 155 155 

環境保全課 
浄化槽管理指導 3 3 3 114 113 

大気汚染対策 5 3 2 156 157 
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部 局 名 課 名 事 業 名 章 節 施策 事業№ ページ 

環境部 

環境保全課 

水質汚濁対策 5 3 2 157 157 

その他の公害対策 5 3 2 158 157 

土壌汚染対策 5 3 2 159 158 

産業廃棄物指導課 指導・監視事務 5 2 3 150 151 

資源循環推進課 

ごみ減量等推進 重点 5 2 2 146 148 

集団回収の促進 5 2 2 147 149 

ごみ減量等啓発 5 2 2 148 149 

地域環境美化促進 5 2 3 151 151 

環境施設課 

焼却灰等再資源化及び最終処分委託 5 2 2 149 149 

西清掃センター跡地等施設整備 5 2 3 152 151 

東清掃センター整備事業 5 2 3 153 152 

産業観光部 

商工振興課 

ワーカーズコレクティブ設立支援事業 4 1 1 125 125 

商店街振興対策補助 重点 4 1 4 131 131 

商工業振興 4 1 5 134 133 

中小企業関係融資 4 1 5 135 133 

緊急地域経済対策室 
労働一般事務 4 1 2 126 127 

就労支援 重点 4 1 2 127 127 

中心市街地活性化推進室 
旧川越織物市場保存活用 4 1 4 132 131 

旧鶴川座保存活用 4 1 4 133 131 

農政課 

土地改良事業 4 1 3 128 129 

農業集落排水整備 4 1 3 129 129 

園芸特産振興 重点 4 1 3 130 129 

観光課 

小江戸川越観光推進協議会 重点 4 2 1 136 135 

観光振興計画推進 4 2 1 137 135 

観光施設 4 2 2 138 137 

観光案内 4 2 2 139 137 

郊外型駐車場整備 4 2 2 140 137 

都市計画部 

都市計画課 

仮称川越市まちづくり条例の制定 3 1 1 71 87 

三駅周辺地区整備計画 3 1 2 75 89 

広域幹線道路整備推進 3 2 1 85 97 

地区整備計画推進 3 2 1 86 97 

都市景観課 

伝建地区保存整備 重点 2 3 2 63 75 

都市景観事務 重点 3 1 4 83 95 

屋外広告物事務 3 1 4 84 95 

都市整備課 

地籍調査 3 1 1 72 87 

町名地番整理 3 1 1 73 87 

本川越駅周辺地区整備 重点 3 1 2 76 89 
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部 局 名 課 名 事 業 名 章 節 施策 事業№ ページ 

都市計画部 

都市整備課 

中央通り地区整備 重点 3 1 2 77 90 

霞ケ関駅周辺整備 3 1 3 80 92 

ＪＲ川越線駅周辺整備 3 1 3 81 93 

新宿町 3丁目交差点整備 3 2 1 87 97 

都市交通政策課 
都市交通政策推進 重点 3 2 2 103 105 

市内循環バス運行 3 2 3 104 107 

公園整備課 

仮称森林公園整備 3 3 4 115 114 

伊佐沼公園整備 3 3 4 116 115 

仮称池辺公園整備 3 3 4 117 115 

街区公園等整備 3 3 5 119 117 

なぐわし公園整備 重点 3 3 5 120 117 

川越城富士見櫓跡整備 3 3 5 121 117 

各種公園整備 3 3 5 122 118 

川越駅西口まちづくり推進
室 

川越駅西口駅前広場改修 重点 3 1 2 74 89 

川越駅西口周辺地区整備 3 1 2 78 90 

地域振興ふれあい拠点施設整備 重点 4 1 1 124 125 

高階土地区画整理事務所 新河岸駅周辺地区整備 重点 3 1 3 82 93 

建設部 

道路建設課 

橋りょう新設改良 3 2 1 88 98 

広域幹線（市道）整備 3 2 1 89 98 

幹線道路（市道）整備 重点 3 2 1 90 98 

生活道路（市道）改良 3 2 1 91 99 

地区整備計画推進（道路改良） 3 2 1 92 99 

街路課 

歴史的地区環境整備街路 3 1 2 79 90 

市内循環線 重点 3 2 1 93 99 

本川越駅前通線 重点 3 2 1 94 100 

川越駅南大塚線 重点 3 2 1 95 100 

川越所沢線 3 2 1 96 100 

道路環境整備課 

舗装整備（市道） 3 2 1 97 101 

側溝整備（市道） 3 2 1 98 101 

維持補修（市道） 3 2 1 99 101 

橋りょう維持補修 3 2 1 100 102 

歩道整備（市道） 重点 3 2 1 101 102 

電線類地中化 3 2 1 102 102 

河川課 

中小河川排水路整備 3 3 1 105 108 

準用河川整備 3 3 1 106 109 

流域対策指導 3 3 1 107 109 

河川環境整備 3 3 4 118 115 

建築住宅課 市営住宅等整備 3 3 6 123 119 
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部 局 名 課 名 事 業 名 章 節 施策 事業№ ページ 

経営管理部 料金課 請求収納管理事務 3 3 2 109 111 

事業推進部 

給水課 漏水防止事業 3 3 2 110 111 

水道施設課 浄水場整備事業 3 3 2 111 111 

下水計画課 

雨水施設整備事業 3 3 1 108 109 

汚水施設整備事業 3 3 3 112 113 

合流式下水道改善事業 3 3 3 113 113 

教育総務部 

教育財務課 

学童保育室整備事業 1 1 1 24 40 

小学校大規模改造 2 2 2 53 69 

中学校大規模改造 2 2 2 54 69 

小学校耐震化推進 重点 2 2 2 55 69 

中学校耐震化推進 重点 2 2 2 56 70 

幼稚園就園奨励費 1 1 1 25 40 

地域教育支援課 

霞ケ関北公民館整備推進 2 1 1 41 60 

仮称西公民館建設推進 2 1 1 43 60 

仮称霞ケ関西公民館建設推進 2 1 1 44 61 

文化財保護課 河越館跡整備 重点 2 3 2 64 75 

中央公民館 公民館施設整備 2 1 1 45 61 

博物館 博物館等運営管理 2 1 1 46 61 

学校教育部 

学校管理課 
尐人数学級のための臨時講師配置 重点 2 2 1 48 65 

市立高等学校将来構想推進 2 2 2 57 70 

教育指導課 生徒指導の充実・強化 2 2 1 49 65 

学校給食課 学校給食センター施設整備 2 2 2 58 70 

教育センター 

英語指導助手配置事業 2 2 1 50 66 

小学校情報教育推進 2 2 1 51 66 

中学校情報教育推進 2 2 1 52 66 

教育センター運営管理 2 2 2 59 71 

川越地区 
消防局 

消防局総務課 

川越市消防団車庫建設 6 2 2 169 173 

消防局庁舎建設 6 2 2 170 173 

消防庁舎改修 6 2 2 171 173 

消防局警防課 

消防車両整備 6 2 2 172 174 

川越市消防団消防車両整備 6 2 2 173 174 

消防資器材整備 6 2 2 174 174 

川越市消防水利の増設 6 2 2 175 175 

消防局救急課 救急高度化の推進 6 2 2 176 175 

消防局指揮統制課 消防通信整備 6 2 2 177 175 

※組織名等については、平成 23年度末の時点のものです。 
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○この印刷物は、国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）に基づく基

本方針の判断を満たす紙を使用しています。 

 

 


